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  　──この世で一番強い存在は何だ？　そう、その通り。核ミサイルを使える奴だ。一度発射すれば、跡形もなく一いつ切さい合がつ切さいが吹き飛ぶ。

  　──オーケー。では想像してみよう。君がボタンを押すだけで世界中どこでも無限に核ミサイルを発射できる装置を持っていたとする。無敵だな。アメリカの大統領だって君に跪ひざまずくさ。

  

  　──では、狙ねらうべき標的が十メートル先にいたとしよう。君がミサイルを撃てば、自分諸もろ共とも全てが吹き飛ぶ。その場合は、どうする？

  　──その通り、もちろん銃を使えばいい。さあ用意したぞ。拳銃ハンドガン、短機関銃サブマシンガン、自動小銃アサルトライフル、重機関銃ヘビーマシンガン、よりどりみどりだ。

  

  　──ああ、人手が足りなければ手下を使ってもいい。百人もいれば充分か？　そら、相手を囲んで一斉射撃だ。ありったけの銃弾を撃ち込み、相手を粉こな微み塵じんにしてみろ。

  　──これなら勝てると思うかな？　思う？　……そうだろうね、当然そうだ。

  

  　──ところがね、射撃が終わった後で気付くのだ。世の中には怪物ケモノが存在すると。

  　無数の銃弾を躱かわしてしまうような、無数の銃弾を跳ね返すような、無数の銃弾を喰くらい尽くすような真性のバケモノが、実在するのだと。

  　──もっとも、気付いたところでどうにもならないがな。腕の一振りで首を折り、蹴けり一つで内臓を口から吐き出させるような超々凶器の怪物は、そらもう目の前だ！

  

  　──ああ、分かっただろう？　分かってしまったのだろう？　この残酷なる世界には、権力を上回る暴力が存在するのだと！

  　──悟った、理解した、もう二度と逆らわない。這はいつくばろう、靴を舐なめよう、だから命だけは。命だけは助けてほしい！　そう言いたいかい？

  

  　──だがしかし、怪物は君の命乞ごいをせせら笑い、君を殺害する。ゲームオーバーだ！

  　──分かったかな、君？　君は今、そういう状況なんだ。恐怖で瞳が濁り始めているね。現実逃避かな？

  

  　──だが、逃げてはならない！　立ち向かえ、せめて逃げる努力をするがいい！　それは徒労に終わり、必ずや君は絶望するだろうがね！

  

  　──そう、そうそうそう。〝ケモノガリ〟が好み喰くらうのは、まさにその絶望なのさ!!


  登場人物



  赤あか神がみ楼ろう樹き　　　　　　　　　殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


  　　　　　　　　　　　　　〝ケモノガリ〟を名乗り「クラブ」を殱滅するため奔走する。


  

  シャーリー・ワードワーズ　自称・ＣＩＡ。楼樹と行動を共にする。



  イヌガミ　　　　　　　　　人間の脳を移植された犬型生体兵器。楼樹と行動を共にする。


  

  ロートケプヒェン　　　　　赤い頭巾を被った少女。かつてのイヌガミの姉・ゲルト。



  アグニ　　　　　　　　　　強者との戦いを望むグルカ兵。娯楽提供者エンターティナー。


  

  アストライア　　　　　　　「クラブ」の調停者。金髪の美少年。

  

  シスター・セシリア　　　　バイオリンを弾く盲目のシスター。



  ヴァレリオ・ロベルティ　　ローマ教皇次期最有力候補。「クラブ」のリストに名を連ねる男。


  

  貴き島しまあやな　　　　　　　　殺人ゲームから生還した楼樹の元クラスメイト。



  


  プロローグ　ある国の、名もなき傭兵たちの話

  



  
    ──アフリカ　某国
  


  「乾杯！」「勝利に！」「乾杯！」「ざまあみやがれ！」「乾杯！」「金塊に乾杯！」「リッチな人生に乾杯！」「反乱軍の勝利に乾杯！」「独立の前祝いだ！」「乾杯！」

  　十人の傭兵たちが、歓喜の表情でグラスを掲げた。先進国の廃棄物を受け取り、領海に垂れ流すことで巨万の富を築き上げていた独裁者。反乱軍たちは乏しい金を出し合って十人の傭兵を雇い、その富を強奪することに成功したのだ。

  　おおよそ三千万ドルの金塊は、反乱軍の手に渡った。そのうちの三割が、彼らの取り分だ。

  　しかし、これには反乱軍の誰もが文句を言わなかった。彼らの技量が、執念が、この奇跡的な強奪劇を可能にしたのだから。文句があるとすれば、独裁者だろう。彼は恐らく自室のベッドで泣き濡ぬれているに違いない。金でどうにか繫つなぎ止めていた政府軍の兵士たちの給料すらもおぼつかなくなったことに気付くのは、もう少し先の話だ。その光景を想像するだけで、反乱軍の人間たちは酒が美う味まかった。

  　元ＳＡＳ、あるいはフランス外人部隊、スペツナズ、韓国猛虎部隊、様々な経歴キヤリアを持つ彼らは、この日ばかりは過酷な戦場を忘れて地元の酒を痛飲していた。

  「ねえ、みんなが言っているんだけど、おじさんたちは本当に強いのかい？」

  　ふと、酒場の手伝いをしている少年が、純真な瞳を輝かせながら尋ねてきた。男たちは笑いながら頷うなずく。

  「ああ、そうだな。おじさんたちは強いとも」

  「へえ。もしかして、世界で一番強い？」

  「おっと、それはないな。残念なことに、世界最強ってわけじゃない」

  　途端、少年はつまらなそうに溜ため息いきをついた。

  「なあんだ。一番じゃないのか」

  　その言葉に、周囲にいた反乱軍の兵士たちは苦笑した。この世に銃というものが存在する限り、最強などということはありえない。どんな英雄でも、眉み間けんに銃弾を埋め込まれれば斃たおれる。これは紛れもない真実だからだ。

  　戦場に最強なんてものは存在しない。いるのは、銃弾が当たらなかった運の良い奴だけだ。

  　それが、世界の常識──────そのはずである。

  　ところが、傭兵たちは不意に真剣な表情を少年に向けた。顔を見合わせ、頷いて告げる。

  「坊や。確かに俺たちは最強じゃない。だが、最強は確かにいる」

  「え、ホント!?」

  　少年の目に輝きが戻る──傭兵たちは、笑い出す。

  「なあ、お前ら。折角だから、それぞれが最強だと思っている人間を言い合おうぜ。長いこと、戦場でメシを食っているんだ。出会ってないわけはないだろう？」

  　リーダー格の男がそう言うと、男たちはグラスを次々に掲げて賛成した。反乱軍の兵士たちは、啞あ然ぜんとした。古ふる強つわ者ものである彼らが、最強という存在を認めているだって？

  

  　──そうして、十人の傭兵は誰からともなく自分が見た、聞いた、体験した最強の人間を語り始めた。にわかには信じ難い、最も早はや戦場伝説フイールドレジエンドとでも呼称すべき物語を。

  　十人中五人が、とある男の名を挙げた。彼は戦場であらゆる武器を駆使して、たった一人で戦況を変化させる怪物だったという。

  　素手で戦車と戦い、機銃一つで陣地を死守し、狙そ撃げきだけで敵勢力を七日間釘付けにした。

  「スゴいや、ランボーみたいだ」

  　少年の感想に、男たちは笑う。

  「冗談じゃなく、国と戦うようなバケモノだからな」

  「彼は今、どうしてるんだ？」

  「[image: ]うわさじゃ、数年前に復活したアルカトラズ刑務所に収監されているらしい。アイツをたった一人閉じ込めるためだけに、あの刑務所が存在するんだとさ」

  「信じられねぇな」

  「俺は信じる。そうでなけりゃ、あの男がここ数年活動してない説明がつかない」

  　二人は、あるグルカ兵の名を挙げた。

  「戦場で、銃火器を持たずに近接戦闘のみで戦うグルカ兵だ。戦死したって聞いているが、死体を確認しない限り、俺は絶対に信じないね。銃弾を躱かわし、銃弾を斬きるような怪物が、そうそう簡単に死んでたまるか」

  　二人は、かつて戦場に味方として派遣されてきたある少年の名を挙げた。

  「金髪の──十三か、十四くらいのガキだった。信じられるか？　そんなガキが、たった一人で、真っ正面から三個小隊を全滅させたんだぞ！　それ以来、俺は心に決めている。もしもアイツが敵に回っていたとしたら、俺はケツを百八十度回転させて、全力で逃げ出すってな！」

  　最後の一人──リーダー格の男は、とある戦争の英雄の名を挙げた。

  「ロキ、と呼ばれていた男だ。バレルガニア独立戦争において、一週間で一千人を殺害したと言われる怪物だ。反乱軍側について絶望していた俺にとっちゃ、まさに希望の光だった。それ以来、俺は独裁者の側には絶対につかないことにしている。正義ってわけじゃない、あんなのと万が一にでも対たい峙じしたくないからさ」

  「じゃあ、その人たちが戦ったらどうなるの？」

  　少年の問い掛けに、男たちは難しい顔をして唸うなった。

  「さて……どうなるかな。確実に言えることは一つだけだ。俺はそんな戦い、見たくもないね」

  「どうしてさ？　面白そうなのに」

  「俺たちは、銃を握っている間は生きていても安心できる。余程のことがない限り、銃で対処できないトラブルはないからだ。だがな、その常識を覆くつがえさせられたら──もう、一生涯安眠できないって分かっているからさ」

  　言っていることがいまいち理解できていないのか、少年は首を傾かしげた。男は苦笑して彼の頭に手を置くと金を握らせ告げた。

  「坊や、悪いが酒をもう一杯だ」

  　頷うなずき、走り去る少年を見ながら、男たちは確かに想像した。

  　自身が知る最強の人間たち──否いな。人間を超えてしまった者たちが戦えば、果たしてどういうことになるのだろうか、と。


  


  第一章　最強を称する者

  



  
    ローマ　サンタンジェロ橋
  


  　十二使徒のゲーム。ルールは簡単、殺し合いだ。

  　ローマに散らばった十二人の娯楽提供者エンターテイナー。彼らは僕を狙ねらい、次期教皇最有力候補であるヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きようを殺そうとしている。

  　一方、僕──赤あか神がみ楼ろう樹きもまた、彼らを残らず殺そうとしている。

  　人間を自身の娯楽として消費する娯楽提供者エンターテイナーと、ケモノガリとでは、交渉の余地など一切存在しない。

  　互いに互いの命を狙って、殺し合う……実に分かりやすくて結構だ。

  　生き残る、という決意は鋼はがねのように堅い。されど、現状ある材料として有利なものはそれだけだ。情報がない、武器がない、体力は低下し、負傷は未いまだ癒いえていない。それでも──生き残らなければならない、勝たなければならない。

  　あやなのために。セシリアのために。ヴァレリオ・ロベルティ枢機卿のために。そして、未だ晴らせぬ、名もなき人々の無念のために──。

  

  　かくして僕は、盤面に駒を置いた。

  

  　サンタンジェロ城を出て、周囲の様子を慎重に窺うかがう。夜気は鋭く、一呼吸するたびに肺が切り裂かれるような感覚があった。それを堪こらえ、橋へ向けて歩き出そうとして──今度は脇腹の鈍痛に顔をしかめた。

  　まだダメージが残っているようだ。長丁場は初めてではない、一週間不眠不休で戦闘したこともある。だが、今回は肉体的にも精神的にも傷つくことがあまりに多かった。

  　もっとも、いざ戦闘状態になればさして気になるレベルではない。両腕も両足も問題なく動き、脳も鋭敏に活動してくれている。まだ戦える。

  　ふと。そこそこ理性的な娯楽提供者エンターテイナーならば。ここで仕掛けるというのも一つの手だろうな、などと考えた。ペイルライダーとの戦闘で負傷した僕を与くみし易やすしと見て、狙ねらってくる奴が一人か二人くらいはいるかもしれない。

  　わずかに体に感じたものに、僕は歩くのを止めた。周囲を見回す──どこもかしこも暗くら闇やみだが、そこからわずかに感じる視線があった。

  　出てこい、などと告げるまでもない。

  「……赤あか神がみ楼ろう樹きとお見受けする」

  　どこか尊大さを漂わせる声が、耳じ朶だを打った。振り向く──闇に紛まぎれて、姿は見えない。

  　だが、何かがいることは分かる。

  　真っ直すぐ、ただ真っ直ぐ。暗闇の中、全くの躊躇ためらいなく歩いてくる。……まるで、僕がここにいることが分かっているように。

  　そうして、ようやく視認できる距離まで接近したとき、先ほどの予感が見事に的中したことを理解した。

  「赤神楼樹、だな？」

  「そうだ。お前は……娯楽提供者エンターテイナーだな？」

  　男が頷うなずいた。そりゃそうだろうな、と僕は心の中で苦笑する。何しろ、男の格好が有り得ない。黒紗の着流し、腰には日本刀。長い黒髪を後ろで束ね、顔には刀傷──そんな時代劇から抜け出してきたようなサムライ男が、ローマにいていいはずがない。

  「俺は娯楽提供者エンターテイナー、夜や叉しや刀がたな。故ゆえあって、お主を斬ざん殺さつする。何、無駄な抵抗をしなければ一瞬で済む。悪く思うな」

  　薄笑い──瞳からは、隠しようのない邪悪さが滲にじみ出ている。人を斬きりたくて殺したくて疼うずいているのが、丸分かりだ。全く娯楽提供者エンターテイナーらしいといえばらしいが……少し、気になることがある。

  　彼の邪悪さの奥底に隠れているもの。彼の戦闘スタイルや一見して理解できた戦闘能力などを加味して、僕は一つの結論に達した。

  「……ああ、なるほど。ハズレか」

  　その呟つぶやきに、夜や叉しや刀がたなが首を傾かしげる。仕方ない、彼にとっては辛つらい真実だろうが、受け入れることも必要だろう。

  「だからさ、お前はハズレだって思っただけさ。十二人もいるんだ、そういう奴が一人くらい交じっていてもおかしくない」

  　その瞬間、彼の薄笑いが引っ込んだ。沈黙──それから、わずかに震ふるえる声で僕に尋ねる。

  「……どういう、意味だ」

  「いや、だからさ。僕たちの戦いは〝クラブ〟の会員メンバーが見ているんだろう？　だったら、そこに何かしらのゲーム的な要素が含まれていると考えるのも当然だ。例えば、誰が僕を殺すのかを的中させるとか」

  「……それで、この俺がハズレ？」

  　震えている。屈くつ辱じよく、憤ふん怒ぬ、そして脳裏に過よぎるはわずかな疑問……というところだろうか。

  「そりゃまあ。十二人もいるんだ、一人くらいはどうしようもない奴を交ぜたくなるのが、アストライアの考えそうなことだからさ」

  　僕は苦笑混じりに、そう答えてやった。


  [image: ]


  「キ、キ、キ、キキキキキ貴き様さまァッ!!」

  　目を見開いた夜や叉しや刀がたなが日本刀の柄えを握り締める。そら、大当たりだ。この程度で激げき昂こうするなんて、何とまあ人間らしい反応だ。僕が戦ってきた娯楽提供者エンターテイナーたちは、理性的であるにせよないにせよ、ただただ肥大した自エ我ゴを振りかざす怪物たちだ。

  「ところで、一つ質問がある。お前は、今まで人を何人殺したか覚えているか？」

  「百から先は、数えてなどないな……！」

  　自信と誇りに満ち[image: ]あふれた表情で、夜叉刀はそう答えた。……多分、これを監視しているであろうアストライアは爆笑しているんじゃないだろうか。

  「そうか。ちなみに僕は千五百七十三人。ちゃんと数えている。いつか、数え切れなくなる日が来るだろうけれど、そのときまではこの数字を覚えておきたいと思っている」

  　名前を全て覚える、というのはさすがに不可能だ。でも、カウントするだけなら何とかなる。だから、数え続けている。もしかすると、間違っているかもしれない──それでも、数字の分だけ命を消したという何とも言い難い重みは、常に心に刻んでいる。

  「な…………に？」

  　夜叉刀が愕がく然ぜんとして、震ふるえ始めた。自分が築き上げた記録が、一瞬にして無価値にされたことへの衝撃だろうか？　まあ、どうでもいいが。

  「その胸のロザリオを渡せ。そうすれば、まあ……見み逃のがしてやってもいい」

  「……ッ!!　黙れ！　黙れ黙れ黙れェェェェッ!!」

  　夜叉刀が走り出す。僕は溜ため息いきを一つついて、それを迎撃することにした。彼は刀を抜かずに走る。このまま走って間合いに踏み込んだ瞬間、抜刀するつもりなのだろう。

  　流派が何なのかは知らないが、恐らくはそれなりに体を鍛え上げ、技を練り上げたことは間違いない。だが、剣術は人を斬きる術すべを与えても、人を斬る許可までは与えてくれない。恐らく、そこで彼は歪ゆがんだ。人を斬る術を持ったのだから、人を斬ることも正しいとでも勘違いしたのだろうか。

  　まあ、彼の経歴をつらつらと考えたところで無意味だ。

  　今やるべきことは──。

  「チェェェェェェェェェェェェェェイッ!!」

  　絶叫しながら抜刀しようとする夜叉刀をしっかりと見極め、タイミングよく前方に転がる。頭上を、凶悪無比な斬ざん撃げきが通過。間かん髪はつ容いれずに折れたククリナイフで右足を斬る──彼の足が、機能を停止する。

  「ア、ヒッ!?」

  　足が縺もつれた拍子に、夜叉刀は刀で自分の左腕を斬りつけてしまった。かなりの深手だが、あまりに一瞬の出来事だ。しばらくは痛みも感じない。

  　だがしかし、消失した足首と傷ついた左腕が徐々に熱と痛みを訴え始める段になって、夜叉刀は脂汗を滴したたらせながら絶叫した。

  「い、いだっ。いだい！　ちくしょう！　いだいいぃぃぃっ……！」

  　彼の眼前に立つと、夜や叉しや刀がたなは目を見開き──たちまち怯おびえだした。必死の形相で、僕から逃げようとする。だが、その腕と足ではどうすることもできない。戦うことも、逃げることも。

  　一歩、前に出る。夜叉刀はべそをかきながら、懇願した。

  「ま、待て。待ってくれ！　俺の敗ま北けだ！　頼む、ロザリオは渡す！」

  「ん？　ああ、さっきの提案か」

  　僕はククリナイフをのんびりと振りかざし、告げた。

  「とうに無効だよ、そんなの。もっとも、あのときロザリオを渡したとしても許す気は一切なかったけどさ」

  「……ッ!!」

  　ヒドい、噓うそつき、残酷だ、あんまりだと言いたげな夜叉刀の顔。だが僕は許さない。絶対に許すはずがない。何な故ぜなら──。

  「お前だって、似たようなことをやった経験があるだろう？」

  　その言葉に、夜叉刀は全身を震ふるわせた。驚きよう愕がくの表情を浮かばせ、彼は舌を突き出して犬のように呼吸する。

  　──どうしてコイツは、俺のやったことを知っているのだ。

  　そう言いたいのだろうか？　分かるに決まってるだろう。お前が今まで斬きってきた人間は、お前より弱い人間ばかりだろうから。だから、お前のように救いようのない腐れ外げ道どうならば、必ずやったことがあるだろうと踏んだだけさ。

  　喜べよ、夜叉刀。お前は今、お前が誰かに与えていた絶望をようやく喰くらうことができる。

  「やめ……やめて。何でもする。何でもするから……」

  　僕は無造作にククリナイフを振り下ろす。夜叉刀の思考を司つかさどっていた部分が弾け飛び、肉体がビクビクと痙けい攣れんする。彼の胸からロザリオを奪い取り、ポケットにしまい込んだ。

  　それで、夜叉刀の全ては終わった。ここに存在するのは、無意味な肉塊に過ぎない。

  「……まず、一人」

  　幸さい先さきのいいスタートではある。もっとも、今の戦闘は相手に恵まれたに過ぎない。だが、これで残り十一人。やってやる──必ず、殺し尽くしてやる。

  　僕は夜叉刀が持っていた日本刀を手に取った。刃は血で汚れているものの、使えなくはない。だが細い刃はいかにも頼りなさげだ。折れてはいるもののククリナイフの方が頑丈で、僕に合っている気がした。これは、必要ない。

  　手近にあったコンクリートの柱に、日本刀を叩たたきつけてヘシ折った。誰かが使うとも思えないが、念には念を入れておくに越したことはない。

  「ん？」

  　彼の懐ふところに妙な膨らみがある。探ってみると、硬い感触があった。細い鋼鉄の棒で、先端が鋭く尖とがっている。これは……いわゆる、棒手しゆ裏り剣けんというやつだろうか。

  　どうやら遠距離戦になったときのことも、一応考えていたらしい。あるいは、単なるファッションかもしれないが。

  　棒手裏剣は全部で二十本あった。全て貰もらっておくことにしよう。大した荷物になるわけでもなく、遠距離用の投石器スリングは武器の乏しいシャーリーに渡したままだ。

  　他には何か──血ち塗まみれの耳から転がっているものに目を留めた。骨伝導ヘッドホンだ。耳を塞ふさぐことなく、頭ず蓋がい骨こつへの震動によって音を伝えるものらしい。まさかこれで音楽を聴いていたというわけでもあるまい。となると……〝クラブ〟から通信を受けていたと見るのが自然だな。僕の居場所でも伝えていたのか？

  「まあ、いいか」僕はヘッドホンを放り捨てて、思考の外へと追いやった。

  　さて、まずはどこに行くべきだろうか。

  　娯楽提供者エンターテイナーの多くは、自制心というものがこれっぽっちも存在しない。残り十一人が全員理性的であるという可能性は著しく低いだろう。だから、歩けば何か騒動を引き起こしている奴を見つけることができるかもしれない。

  　ひっそりと静寂で充みたされたローマを歩く。やがてウンベルト一世橋を越え、スクロファ通りに向かったとき──全身に、吐き気を催すほどの殺意が襲いかかってきた。

  （……ここはマズい！）

  　本能の赴おもむくままに跳躍──瞬間、すぐ脇にあった、ゴミ袋の山が爆発した。さらに着地した途端、傍かたわらの建物一階が吹き飛び、割れたガラスが飛び散った。咄とつ嗟さに転がり、降り注ぐガラスの刃を紙一重で躱かわし切る。

  「く、そ……!!」

  　即座に立ち上がって走り出す。だがしかし、走っても走っても僕の近くで何かが爆発する。爆発するものは、ゴミ箱、鉄柱、自動車──まさに何でもありだ。

  　嫌な予感は加速度的に膨れ上がる。敵の正体や爆発の意図が摑つかめない。思考する、思考する、思考する──僕の内側にある『論理』が警告を発した。

  

  　──お前は逃げているのか？　それとも、逃がされているのか？

  

  　その意味を理解し、即座に方向を転換しようとした。

  　だが一歩遅かった。

  　踏み締めたマンホールが宙に浮き、途と轍てつもない衝撃が僕の体を吹き飛ばした。

  　思考回路が強制的に遮断され、『論理』が押し黙る。

  　常人ならば、この時点で戦闘不能と認識されるだろう。だが、僕の場合は事情が少し異なる。

  　本能が前面に出現し、肉体がその命令で動き出す。意識は断線したまま、思考は凍結したまま、それでも本能が肉体を動かし続ける。

  　殺意の衝撃インパルスを、頭に受ける──全身の関節を強引に駆動させ、体を強引に動かした。銃弾が床を弾く音。肉体は動くことを止やめず、今しがたの出来事が何を意味するかも全く考えない。

  　ただ、生き続けるために。

  　ただ、戦い続けるために。

  　ただ、殺して喰くらい続けるために。

  　そういう存在──〝ケモノガリ〟であり続けるために。

  　僕は蠢うごめいていた。
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  　赤あか神がみ楼ろう樹きが予想した通りだった。〝クラブ〟の運営者の一人であり、七人の聖父フアーザーに数えられる少年、アストライアは笑い転げていた。ゲームに参加している会員メンバーたちも、たかだか百人殺した程度で自慢げだった男の無様さに大笑いしていた。

  　笑っていないのは、夜や叉しや刀がたなにベットした会員メンバーただ一人だ。彼は憮ぶ然ぜんとした表情で、ディスプレイに映る無惨な死体を眺めている。

  「さて、ええと……ナンバー７セブンは、ミスター・スポット！　お気の毒でした」

  「……くそ。似え非せサムライめ」

  「そもそも、今の日本に侍さむらいはいませんよ」呆あきれたように笑ってアストライアは肩を竦すくめる。

  「分かった。これで失礼する、今日は運が悪かった……くそ」

  　立ち上がったスポットがそう言った途端、残っていた会員メンバーの表情が訝いぶかしげなものに変わった。その視線に、スポットは奇妙な怖おぞ気けを覚えた。

  　──何だ？　まさかとは思うがあの罰ゲームのことか？

  「座りたまえ」

  　十二使徒のゲームの主催者、〝慈愛アフエクシヨン〟の聖父フアーザーであるゼーレン・オルリックが重苦しく響く声で彼に告げた。

  　スポットは周囲を見回し、大おお仰ぎように手を広げる。

  「おい、待て。待ってくれ！　何だ、確かに私は負けた！　だがそれだけだろう!?」

  「あはははは。ミスター・スポット。まさかと思いますが、信じてなかったんですか？　あれはゲームを盛り上げるためのホラか何かとでも思ってたんですか？」

  　──今回賭かけていただくのは皆様の命。

  　スポットの喉のどがカラカラに渇いていく。目を見開く、ねっとりとした脂汗が流れ落ちる。従おうとしたわけではないのだろうが、オルリックの言葉通りに椅子に座り直した。

  「そんな……だって、だって私は、ダン・スポットだぞ？」

  　ダン・スポット。インターネット上での大手通販サイトの運営者だ。世界でもっとも成功した経営者百人の一人に数えられている。彼の資産は、それこそ天文学的な金額だ。

  　だからこそ、彼は世界の全てを甘く見積もっていた。

  　自分を殺すはずがない。自分を殺すのは、世界の損失だから──と。

  「ここにいる方々は、皆さん世界を動かす力を持っていますよ。貴方あなただけが特別というわけじゃありませんので」

  　漆しつ黒こくの悪意というものを、彼は本当に甘く考えていたのだ。背後にいたスタッフが、そっと彼の椅子を引いた。そしてスポットの前に回り込むと減音器サプレツサー付きのグロックを取り出した。

  「あ、あ、あ…………やめて、やめて、たすけて」

  　周囲を見回す。ある者は無関心そうに、ある者は好奇心を搔かき立てられるように弾んだ表情を浮かべ、ある者は彼の無様さにほくそ笑んでいた。

  　──これは夢だ。こんなことあっていいはずがない。私は世界を動かすべき人間だ。私だけが世界を動かしていいはずなんだ。何だ、お前ら。何な故ぜ笑っている。私が死ぬことの何がおかしい。おかしいはずがない。だって私は世界を手にしている。世界、世界を手にした選ばれた人間なのになのになのになのになのになのに畜生、畜生畜生生生生生生生生生生生生生生──プシュン──音がした。聞き慣れた音。銃声。ああ、私の眉み間けんに銃弾が食い込んでいる。噓うそだろう。私は死なない。私は不死のはずだ、未み来らい永えい劫ごう至高の存在であり続けるはずだ。神はそう仰おつしやったはずだ。でも死ぬ。痛み。痛みがある。ああ、畜生痛い。どうして、何故──これは、ただのたちの悪い冗談ブラツクジヨークのはずだろう？

  　ミスター・スポットは不思議そうな表情を浮かべたまま、死亡した。

  「片付けておいて、綺き麗れいにね」

  　スタッフは早々に、彼の死体を運び出す。アストライアは立ち上がり、両手を広げた。

  「さて。外はずれクジを引いてしまったミスター・スポットの冥めい福ふくを心から祈りましょう。彼の死体を踏み締め、皆様方はまた一つ聖父フアーザーへと近づきました。……おっと。どうやら赤あか神がみ楼ろう樹きに何かあったみたいですね」

  　アストライアが端末を操作し、スクリーンの背景を切り替えた。ローマのスクロファ通り、そこに面した建物が半壊し、轟ごう々ごうと巨獣の咆ほう吼こうにも似た音を立てながら劫ごう火かが広がっていた。そして灼しやく熱ねつ地獄の中心にいる赤神楼樹を認めた途端、会員メンバーたちはわっと盛り上がり始めた。

  「誰だ、これは誰がやっている!?」「生きているか？　赤神楼樹はまだ生きているか！」「大丈夫だ。走っている……まだ生きているぞ、よし！」

  　アストライアがカメラを切り替えた。いずこかのビル屋上──そこに、痩やせぎすの男が一人屈かがみ込んでいた。灰色の都市迷彩を施ほどこしたギリースーツに身を包み、狙そ撃げき用ライフルを構えている。

  　さらに、別のカメラに切り替わる。同じくギリースーツを纏まとって路地裏に隠れ潜ひそみ、タブレットＰＣを操作している肥満体の男がいた。彼がアイコンをタップするたび、通りの何ど処こかで爆発が起きている。

  「……オーケストラ」

  　アストライアがそう呟つぶやくと、会員メンバーたちは納得したような頷うなずきを見せた。

  　オーケストラ──指揮者マエストロ・爆弾魔チエリスト・狙撃手バイオリニストの三人で構成されるテロリスト集団だ。無政府主義を標ひよう榜ぼうし、英国で重点的に活動するテロリストの一員として活動していたが、「資本主義の屑くずどもが、これ以上増えることは許し難い」と表明した後、私立のプレスクールを襲撃。爆破と銃撃で三歳から五歳までの子供百二十六名を殺害した。

  　これには組織の同胞たちもさすがに辟へき易えきしたのだろう。彼らは粛しゆく清せいの対象となって警察からも仲間からも追われる身となり──そこで、〝クラブ〟に救われた。

  　彼らは三人兄弟であり、末弟のエストールの指示に従って長男パオラッドと次男ケチュアが動く。爆弾魔であるケチュアは、予あらかじめフィールドに無線式の爆弾を設置。パオラッドは、高地に陣取って狙撃を担当。エストールが爆破や狙撃のタイミングなどを指示することで、獲物を的確に追い詰めていく……というのが彼らのスタイルだ。

  　突然の爆破、突然の轟ごう音おん。それに対する人間の反応は、反射的逃走か思考停止かの二択だ。

  　棒立ちになるか蹲うずくまるかした獲物は、そのまま仕留めればよい。逃げることを選択した獲物は、退路を確保して誘導すればよい。いずれにせよ、結末は同じ。

  　行動心理学のエキスパートであるエストールは、爆弾の配置及び爆破のタイミングで、自在に標的の行動を操作した。

  　獲物となった人間は怯おびえて泣き叫び、怒って世の絶望的な状況に吼ほえ立てる。結果は同じでも、その〝音こ楽え〟は多種多様だ。彼らは『爆音』『銃声』『絶叫』で音を奏でる戦場の楽団。

  　彼ら三人に賭かけた会員メンバーたちは、先ほどのダン・スポットのような愚か者ではないが、臆おく病びよう者ものの誹そしりは免れない。一対一で挑もうとするタイプではなく、三人組トリオを選ぶことで少しでも敗北の確率を減らそうとしたのだ。

  （──妥当な手段ではある、が）

  　ゲームの参加者の一人、陸リウ炎イエン豪ハオは含み笑う。妥当ではあるが、しかしやはり愚かだ。この場合、問題となるのは赤あか神がみ楼ろう樹きの実力だ。

  　彼はロビン・フッド、ファーレンヴァイダー、フルメタルイーグル、そしてペイルライダーを打ち倒し、〝無垢イノセンス〟の称号を冠するこの怪物アストライアと引き分けた少年だ。

  　即ち、赤神楼樹はアストライアと同じく人間の規範から外はずれた存在だ。だからつまり、アストライアならばこのオーケストラに敗北するかどうかを考えるべきなのだ。

  　結論、有り得ない。一人が三人になったところで、アストライアの前には塵ちりも同然。爆破など恐れることがない以上、彼らの必勝パターンは無駄だ。

  「……畜生、逃げやがった！」

  　オーケストラに賭かけていた会員メンバーの一人が、苦い表情を浮かべた。どうやら陸リウの予想通り、赤あか神がみ楼ろう樹きは逃げ切ったらしい。

  （私の娯楽提供者エンターテイナーはまだ動かず、か）

  　だがまだ指示を出すタイミングではない。今のところは、このまま様子見だ。それより、気にすべきは他の娯楽提供者エンターテイナーの状況だろう。

  　精神が破は綻たんしたタイプは、既に街中で暴れ出している。味方であるはずのスタッフを虐ぎやく殺さつし、陶酔している者もいるようだ。彼らに賭けた会員メンバーが、頭を抱えていた──愚か者め。

  　一方、会員メンバーの指示に従うような理性を有する者もいる。彼らは、爆破から逃げ延びた赤神楼樹を捜索していた。

  「……あれれ？　ふうん、サンタンジェロ城に忍び込んだ奴がいるなあ」

  　アストライアは赤神楼樹の捜索を中止すると、娯楽提供者エンターテイナーの右肩に装着された小型カメラの視点に切り替えた。がさごそと、蠢うごめく音がする。

  　だが、暗い。ほとんど先の見えぬ闇やみを、微かすかな呼吸音と共に何かが進んでいた。

  「これは…………ああ、分かったぞ」

  　アストライアは笑った。

  「アンダーワールド・クリーパー！　……さてさて、君はヴァレリオ・ロベルティの首に牙きばを突き立てられるかな？」
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    ──バチカン　サン・ピエトロ広場
  


  　ローマにおける大規模なテロ事件のため、急きゆう遽きよサン・ピエトロ広場に避難した人間たちは、教皇暗殺未遂という衝撃的な現場に立ち会った。にもかかわらず彼らは身動き一つできず、祈ることすらできない。恐怖と、それ以外の何かが彼らを強くその場に縛しばり付けていたのだ。

  　赤いケープを羽織った少女が、妖精ニンフのように軽やかな動きで宙を舞う。その手には、二本の針剣ステイレツト〝カルトメルヘン〟。

  　見み目め麗うるわしい少女であるが、彼女こそがローマ教皇を暗殺しようとした張本人。彼女は笑いながら、敵対者にその二つの牙を突き立てようとする。

  　まさに凶気を具現化したような存在だが──取り巻く彼らが動けないのは、彼女のせいではない。むしろ彼女と死闘を繰り広げている存在から、どうしても目を離せなかった。

  「あはははは！　嬉うれしい！　楽しい！　素敵！　愛してるわ、ハインツ！」

  　くるりくるりと回転しながら、彼女は音速の刺つ突きを銃弾さながらの勢いで〝撃ち〟放つ。

  　最も早はや、針の弾雨に等しいそれを──ハインツと呼ばれた〝犬〟は首を振り、しゃがみ込み、時に跳躍してその悉ことごとくを躱かわしきった。

  　犬の名はイヌガミ。かつてハインツと呼ばれていた少年の脳を移植された人ならざる怪物だ。

  　奇妙なものだ──イヌガミは思考する。最愛だった姉と衆しゆう目もくの中、サン・ピエトロ広場で殺し合うことになるとは。かくも運命は残酷で、滑こつ稽けいだ。

  　いっそ、死んでしまえばいい。幾度となく、脳裏を過よぎった考えが再び目の前に現れる。

  　死んでしまえば、もう苦しまなくて済む。死は紛れもなく永遠の安息を与えてくれるだろう。

  　──ならば、何な故ぜ。

  　そう、何故自分は必死になって彼女の刺つ突きをミリ単位で見切り、躱し、その喉のどに牙きばを突き立てようとしているのか。

  　誰かのため？　否いな、そうではない。教皇を守るという目的は既に果たした。では、彼女──ロートケプヒェンを殺すため？

  　周囲に災さい厄やくを振りまく彼女を、捨て置けないため？　確かにそうだ。だが、それだけではない。決して、それだけではない。

  　ロートケプヒェンの姿が、突如消失した。縮しゆく地ち法ほう──！　イヌガミは総毛立って、横に跳躍したものの──今度もまた、躱しきれなかった。

  　ざくりと、胴体が裂ける。周囲の人間たちが、痛々しい光景に顔を歪ゆがめた。

  「──これは、避けられないでしょう？」

  　縮地法──記憶によれば東洋の古流武術に名だけが残る、瞬間移動にも酷似した走法。手段は幾つか存在するが、ロートケプヒェンが使用しているのは大地を蹴けって走るのではなく、地面に体重を乗せずに大地を滑るやり方だ。

  　初動で即最高速トツプスピードに到達する尋常ならざる脚力を有する、彼女ならではの技だ。だが、もっとも厄やつ介かいな点はそこではない。

  （殺気が……嗅かげない）

  　イヌガミは、相手の殺意を嗅ぎ取ることができる。殺意は明瞭に、攻撃過程を教えてくれる。ロートケプヒェンも例外ではなく、普通にやり合っているときは嗅ぎ取った殺意が、いかなる攻撃を繰り出すつもりなのか、如実に伝えてくれるのだ。

  　だが、縮地からの一撃にはそれがない。

  　これを放つ際、彼女は一種の無念無想の境地に達しているのか──殺気がまるでない。前傾姿勢を取る予備動作を見み逃のがせば、縮地からの一撃をまともに喰くらって即死だろう。

  　精神が、削り取られるようだ。

  　死ねば楽になるという言葉が、再び心に生まれる。分かっている。そんなことはとっくに分かっている。自ハイ分ンツと、彼女ゲルトの人生はとうに終わっている。

  　今、ここにあるのはただの廃棄物ガラクタにしか過ぎない。

  　ああ、それでも──。

  （……体はまだ動く。牙きばもある。疾走も跳躍も、まだ可能か）

  　殺意も、闘志も枯れ果てたとしても。己おのれには義務デユーテイがある。壊れた父の脳と、壊れた少女の体で構成された眼前の少女を、必ず────打ち倒す！

  　ロートケプヒェンが再び縮地の予備動作に入った。次に瞬まばたきした瞬間、彼女はイヌガミの体を串刺しにするだろう。絶対的な死の予感、心臓が強く強く締め付けられる。

  　だが、差し違えることも覚悟の上ならば──！

  　跳躍した瞬間、胸部から腹部にかけて激痛が貫いた。〝カルトメルヘン〟はただの針剣ステイレツトではない。内部に電熱機能が組み込まれており、触れただけでも皮膚が焼け爛ただれる。それは、イヌガミの金属繊せん維い体毛とて例外ではない。

  　だが、この一撃は覚悟していたものだ。痛みを覚悟して受け入れた以上、彼の思考は明瞭だ。

  　脳を揺さぶるような激痛にも負けず、イヌガミは自身の間合いに入り込んでいたロートケプヒェンを容赦なく嚙かみついた。

  「くぅ、ァァァァァァァァァァァァァァァァ──────ッ!?」

  　カルトメルヘンが引き抜かれ、イヌガミは容赦なく投げ飛ばされた。だが、ロートケプヒェンの肩から首にかけての肉を、ごっそりと喰くらい千切った。

  「ハインツ……！　ハインツハインツハインツゥゥゥゥゥゥッ!!」

  　忌いま忌ましげに、憎々しげに、それでも微かすかな愛いとおしさを隠さずに、彼女は弟の名を叫ぶ。血がひっきりなしに噴き出し、赤ずきんロートケプヒエンは更さらなる真紅に染まっていた。

  「今だ……！　撃て、撃て、撃て！」

  　凍りついていた三人のＶＳＳバチカンシークレツトサービスが、拳銃の銃ひき爪がねを引いた。二連射ダブルタツプ──六発の銃弾が、ロートケプヒェンの体に喰らいつく。

  　防弾繊維で編まれたケープを羽織っていたこともあり、急所の直撃は免れた。だが、状況が不利になったと理解するやいなやロートケプヒェンは素早く動いた。

  　脇目も振らず、サン・ピエトロ広場から離脱。ローマへと姿を消した。イヌガミは仕留めきれなかった無念さを引き摺ずりつつも、彼女の撤退に安あん堵どを抱いて崩れ落ちる。

  　口に違和感がある、彼女の肉片だろうかと前まえ肢あしで軽く触れた。

  （……何だ、これは？）

  　歯に鎖のようなものが引っかかっている。どうやらロートケプヒェンの肩を喰い千切ったときに、彼女の持っていたロザリオが牙に絡んだようだ。吐き捨てようとしたが、なかなか取れない。次第に、ぐらりと世界が揺らぎ始めた。一か八かの賭かけは失敗した。彼女は生きているが自分は瀕ひん死しだ。

  　──すまない、赤あか神がみ楼ろう樹き。私はここまでかもしれない。

  　最後に、戦と友もにそう告げて。イヌガミは目を閉じた。意識を喪そう失しつする。無念と後悔も、残さず暗くら闇やみに押し流される。

  

  

  　……そうして、人々はイヌガミを取り囲んだ。牙きばにロザリオを絡ませ、腹部から血を流し、弱々しく呼吸する、その生物を。

  　普通ならば、怪物だと忌いみ嫌われるに違いない。だが、この日この時この場所では、幾つかの条件が揃そろっていた。

  「……奇跡だ」

  　信仰心の厚い人々、ローマ教皇を暗殺しようとした少女とそれに立ち向かった猛犬、非現実的で超常的な殺し合い──そして、イヌガミの牙に引っかかったロザリオ。

  　彼らはこれを奇跡と見なした。そしてそれは、教皇の命を救われた形となったバチカンの人間たちにとっても同じだ。

  「獣医を呼べ！」

  　誰かの叫びにＶＳＳバチカンシークレツトサービスたちは慌ててスーツを脱ぎ、イヌガミを運ぶ即席の担架を作った。バチカンの医療施設には、獣医がいる。そこまで運ばなくては……！

  　サン・ピエトロ広場で奇跡を見た者たちは一人、また一人と神に祈りを捧げ始めた。

  　イヌガミ──教皇を救った奇跡の犬が、無事に帰還することを祈って。……もっとも、当のイヌガミにとっては、大きなお世話だっただろうが。
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    ──ローマ　サンタンジェロ城
  


  「ミスター、武器は持ってる？」

  　自称ＣＩＡの工作員、今は赤神楼樹の観測者ウオツチヤーであるシャーリー・ワードワーズの問いかけに、ＶＳＳ、ヴァレリオの護衛主任を務めるダスティ・ガープリングは渋い表情を浮かべた。

  「人質にされたときに、奪われた」

  「そう。なら、これを使って」

  　彼女は愛銃であるベレッタＰｘ４を手渡した。ダスティは慣れた手つきで、渡された銃をチェックする。

  「銃弾は何発残ってる？」「五発」

  　心強いな、とダスティは皮肉った。

  　シャーリーは、重たげな棍こん棒ぼうを片手に壁の前に立った。

  「セシリア。耳を塞ふさいでなさい。ちょっと音が大きいから」

  　そう言って、壁に勢いよく棍棒を打ちつけた。砕けた壁から手頃なサイズの欠片かけらを選びだし、投石機スリングの弾とする。

  「私に何かできることはあるかな？」

  　ヴァレリオの問いかけに、シャーリーはセシリアを指し示した。

  「セシリアの誘導をお願いします。彼女は目が見えないので」

  「うむ」

  　ヴァレリオはセシリアの前に立ち、穏やかな口調で告げた。

  「シスター・セシリア。私が君を誘導する。手を預けて貰もらえるかな？」

  「……はい」

  　おずおずと、セシリアが手を差し出した。ヴァレリオはその手を握り、もう片方の手で軽く手の甲を叩たたいた。

  「安心なさい。神は常に、あなたの傍そばにいらっしゃる」

  「……」

  　セシリアは、何な故ぜか困惑したような表情を向けた。恐れではなく、何かを不思議がっているようだ、とヴァレリオは見当をつけた。

  「どうかしたかね？」

  「いえ。……何でもありません、気のせいでしょう」

  　祖父と孫のように微ほほ笑えましい二人をよそに、シャーリーとダスティはこれからの対応を話し合っていた。

  「……今のところは安全だけど。踏み込まれる可能性も少なくないわね」

  「装甲車でこの付近までやってきたからな。仕方がないことだが」

  「一個分隊程度なら、何とか戦ってみせる。上う手まく銃を奪えば、銃弾も補充できるし」

  「銃弾じゃなくて、銃そのものを奪った方が効率的だろう？」

  「指紋による電子ロックがかかってるの。銃弾は問題ないけど、銃そのものは使えないのよ」

  「ああ、くそ。……〝クラブ〟ってのは、それほどの力を持っているのか？」

  　ダスティは、未いまだクラブという存在に半信半疑らしい。無理もないが。

  「持っているのでしょうね。東欧の小国をゲーム盤にするような連中よ。哀れみや躊ちゆう躇ちよは期待しない方がいいわ」

  　残弾五発の拳銃、ナイフ、そして投石器スリング──それが、彼らの武器全てである。はっきり言って、頼りないにも程がある。一刻も早く、何か武器を見つけ出すか……奪わなければ。

  「セシリア？」

  　ヴァレリオの訝いぶかしげな声に、シャーリーとダスティが振り返る。彼女は突然椅い子すから立ち上がり、心ここにあらずという様子で周囲を見回した。

  「……何か、来ます」

  　シャーリーとダスティが、隠し扉の入り口に向けて武器を構えた。

  「違います。音は上からです!!」

  　その瞬間、シャーリーの勘がもう一つの入り口を理解した。振り向きざま、テーブルの椅子を蹴けり飛ばして、侵入者にブチ当てる。

  「娯楽提供者エンターテイナー……!!」

  　もう一つの入り口──即すなわち、排気用の通路。子供が、入り込めるかどうかという狭苦しい場所から、その怪物はするりと抜け出ていた。当たった椅子にはまるで無反応だ。

  　黒い硬質ラバースーツに、頭から爪つま先さきまで覆おおわれている。さながら人間サイズの蛇。触手か何かのように伸びた両手には、アフリカ投げナイフが握られていた。

  　カチカチカチカチカチカチ──唯一、ラバースーツに覆われていない口から打ち鳴らされる黄色に変色した歯が、独特のリズムを編み出している。

  　ダスティが銃の銃ひき爪がねを引いた──が、胸部を狙ねらったはずの銃弾は至極あっさりと弾かれる。

  「くそ、防弾……!!」

  　ダスティは苦い顔で銃を下ろす。隠し扉の入り口を開けつつ、シャーリーは叫んだ。

  「逃げるわよ！」

  　分かりやすい指示にヴァレリオは弾かれたように走り出し、手を握り締められたセシリアも慌てながらその後をついていった。

  「ダスティ、あなたも！」

  　彼は手近にあった松たい明まつを取ると、振り向くこともなくヴァレリオと共に走り出した。彼の使命は、ヴァレリオの護衛だ。的確な状況判断が助かる。

  　シャーリーはナイフを構えて、ゆっくりと後あと退ずさる。楼ろう樹きがいない今、シャーリーはこれまで対たい峙じしたことのない、奇怪な化け物と戦わなければならなかった。

  「交渉は通じるのかしら？」

  　そう声をかけると、彼は無言で両手のアフリカ投げナイフを擦こすり合わせた。肯定なのか、否定なのか分からず、首を傾かしげる。すると──突然男が告げた。

  「いのちは、とらない」

  　喉のどの皮が貼はりついたような、掠かすれた声。シャーリーは全く安心できなかった。

  「命以外のものは？」

  　今度は質問に答えることなく、アフリカ投げナイフを再び擦り合わせる。彼女の目の前で、挑発するように。

  「……取るつもりね」

  　即座に、彼の意図を理解した。四し肢しを適当に切るか何かして戦闘力を喪そう失しつさせ、楼ろう樹きへの人質にする。分かりやすい戦略だ。そしてまあ、どうあれ自分たちは殺されるだろう。

  　楼樹が、人質に揺れ動いても動かなくとも。……役に立たなくなった時点で、死ぬ。

  「それは嫌よね」

  　彼女の嘆息と構えられたままのナイフを見て、ラバースーツの男は戦闘意志ありと判断したらしい。

  「アンダー、ワールド、クリーパー」

  　ぼそりと呟つぶやいた彼は、リズミカルにナイフを打ち合わせながらシャーリーに襲いかかった。

  

  

  　アンダーワールド・クリーパー。かつては南アフリカの鉱山労働者として働いていた平凡な男だった。だが、彼は突然の崩ほう落らく事故に巻き込まれた。同じ鉱山で働いていた同僚たちは、そのほとんどが圧死。わずかに生き残った者も脱出口が完全に塞ふさがれたことに絶望し、餓死するか自殺するかの道を選んだ。

  　そんな中、彼だけは暗く狭い崩落した鉱山で生存し続けた。生来の柔らかい肉体、自らの意思で関節を外はずすことができる特異体質が幸いしたのだろう。虫を、小動物を、果ては仲間たちをも喰くらいつくし、何と一年以上生存した。

  　だが、肉体的には生存していても精神的にはとうに崩ほう壊かいしていた。どこまでも続く暗くら闇やみ、音しか存在しない世界、どれほど叫んでも応答がない世界。そんな場所でただの〝人間〟が生き続けられるはずがない。生きるためには、人間以外の存在にならなければならなかった。

  　そして、アンダーワールド・クリーパーはそれを成し遂げた。

  　鉱山に新たな労働者が入り込んだとき、助けは求めなかった。すでに獣でしかなかった彼は、その労働者を外敵と見定め、皆殺しにした。

  　彼一人のためだけに、鉱山には軍一個小隊が投入された。多数の犠牲者を出したものの、捕獲され──〝クラブ〟に引き取られ、娯楽提供者エンターテイナーとして生まれ変わったのだ。

  　彼は二度と正気を取り戻せなかったが、代わりに得たものもある。どんな狭い場所でも自在に入ってのける、平たい蛇へびのような肉体。そして──暗闇を飛ぶコウモリを仕留めるために練り上げた、アフリカ投げナイフの技術だ。

  

  

  　アンダーワールド・クリーパー──それがあなたの名前ね。シャーリーは漠然とそう考えつつ、ナイフを突き出した。

  　彼が両手に握ったアフリカ投げナイフは、投とう擲てきすれば如い何かなる角度であっても突き刺さるように、あらゆる方向から刃が突き出ている。

  　その分、当然ながら速度は遅い。直進する通常の投げナイフとは比べるべくもない。だが、この至近距離ならば速度はハンデにならない。にもかかわらず、彼はナイフを投とう擲てきせずに握り締めている。ではこの状態ならば、ナイフのパフォーマンスは発揮できないのかというと──そうでもない。

  「ちっ……！」

  　シャーリー・ワードワーズはＣＩＡの特殊工作員であり、銃を所持できない場面での戦闘訓練も一通りこなしている。ナイフ捌さばきならば、恐らく組織でも随一だろう。だが、アンダーワールド・クリーパーの持つアフリカ投げナイフは、通常のナイフを相手にするとき極めて有効だ。

  　あらゆる角度から突き出た刃が、対戦者のナイフを絡め取ろうとするのだ。

  「意外に堅実な戦い方をするわね」

  　深追いを止めて、牽けん制せいの斬ざん撃げきを中心に戦闘を組み立てる。ナイフを奪われれば、その時点で殺し合いではなく、一方的な虐ぎやく殺さつへと移り変わる。

  　それだけはさせまいと、シャーリーは防戦に注力していた。勝ちはないが、敗北はまだ遠い。

  　シュゥシュゥと、アンダーワールド・クリーパーは呼吸する。呼吸は大事だ──地上の者は、呼吸を軽視しすぎる。あの暗くら闇やみでは、酸素すら貴重だった！

  　息を吐き出し、勢いよく滑るように、彼は襲いかかってきた。シャーリーはひたすら防戦を維持する。苛いら立だちが募り始める。
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  　無線指示──クリーパーに命を賭けたベツトした会員メンバーが、必死になって説得している。もっとも、精神が破は綻たんしている彼は指示に従うわけではない。ただ、忠告はそれなりに重要視するだけの論理性は残っている。

  《炎を消せ！》

  　その指示は、確かに正しい。なるほど、先ほどからチラチラと鬱うつ陶とうしいと思っていたところだ。暗くら闇やみだ、暗闇に戻ろう。自分が生きるべきは、あの暗闇なのだから。

  　シャーリーはすぐに気付いた。クリーパーの行動があからさまに変化したのだ。自身の背後にある松たい明まつを狙ねらうように、こちらを移動させようとする。

  （──まあ、普通はそうするわよね）

  　人じん外がいの徒とである娯楽提供者エンターテイナーに対し、シャーリーが勝っているのはその頭脳であり、観察眼だ。アンダーワールド・クリーパーの戦闘衣装コスチユームを見れば、彼がどういう人間なのかは理解できる。

  　そう……彼は目でモノを見ているわけではない。恐らくは聴覚と嗅きゆう覚かく、そして触覚を視覚の代替としている。となると、この松明を消したところで戦闘に支障はない。むしろ、シャーリーの方をより不利にするという点で、戦闘開始時点で消しておくべきものだろう。

  　だが、彼はしばらく真っ当に戦った。つまり気付かなかったか、あるいは松明を消せばこちらが不利になるということを理解していなかっただけだろう。

  　ならば、何な故ぜ松明を消すという作戦を突然取ろうとしたのか。答えは──言うまでもない。クリーパーは娯楽提供者エンターテイナーであり、観客の指示に従おうとしているのだろう。

  　シャーリーは空いた手で、松明を握った。そうして、ナイフでまたも牽けん制せい気味の一撃を放ち、躱かわされた瞬間──今度は全力で、松明で彼の胸板を突いた。

  「ギ、ィィイィィィイィィッ!!」

  　打撃のダメージよりも、炎熱が彼の痛覚を直撃した。それは、あの冷えた鉱山では決して存在しなかったものだ。シャーリーは容赦がない。ナイフをしまうと、もう一本の松明も手にして振り回す。

  　シャーリーの松明を使っての連撃が、クリーパーの思考を混乱させる。聴覚は、シャーリーが声を上げつつ、テーブルを蹴けり、椅い子すを蹴り、錆さびた鎧よろいを蹴る音で混乱している。では、嗅覚はというと、己おのれの肉体が焦げる臭においが阻害する。

  　悲鳴をあげながら、彼はアフリカ投げナイフを振り回す。だが、それはあまりにも短絡的である。松明を投げ放ったシャーリーは、クリーパーにそっと接近し、手首を摑つかんだ。

  「ァ、ェ、ァァァアァァァァァァッ!?」

  　くるりと、シャーリーが優雅に回転する。関節を極きめられたクリーパーは反射的に体が宙を舞った。受け身も取れず、強したたかに背中を打ちつける。手から離れたアフリカ投げナイフを強奪され、何が起きたのかも分からぬまま──。

  「終わりよ」

  　そう囁ささやかれ、クリーパーは頭ず蓋がいにナイフを突き立てられた。びくりと痙けい攣れんし、それで彼は動かなくなり──────突然、部屋の石壁が崩ほう落らくした。

  「え…………？」

  　啞あ然ぜんとするシャーリー。壁から、のそりと人影が這はい出てきた。大柄、長い灰色の髪、猛もう禽きん類るいのような目つき、そして──時代遅れもはなはだしい、黒色の功カン夫フー服。

  　男は嗤わらいながらシャーリーを見据え、その名を告げた。

  「娯楽提供者エンターテイナー、銀イン環フアン蛇シオ。故ゆえあって、貴女あなたを討つ」

  　二人目……！　シャーリーがじりじりと後あと退ずさる。一見しただけで理解できた。彼の強さは正統派であり、そして底なしだ。間違いなく自分より戦闘面では遥はるか上の存在だ。

  　──退却。

  　シャーリーにはその選択肢しか頭に浮かばない。ただ問題は、彼の走る速さが自分より遅いとは到底思えないことだった。どうする？　どうすれば、この状況を打破できる？

  　考えて、考えて、考えて、考えて、考えて──諦あきらめかけて、光明を見出した。

  「イァァィギィゥゥァァァェェェゥゥゥォォォオオォゥゥァェェッッェェッ!!」

  　奇声をあげながら、アンダーワールド・クリーパーが蘇よみがえった。頭蓋のナイフを引き抜き、跳躍して立ち上がる。銀環蛇が、反射的にそちらへ向き直り、拳を構えた。

  　……それが、よくなかったのだろう。床を踏み締める音や、勢いよく腕を振る音を察知したクリーパーは迷わず銀環蛇に襲いかかった。

  　その機を逃のがすシャーリーではない。彼女は二人から背を向けて、全力で走り出した。

  　無論、深刻なダメージを負っているアンダーワールド・クリーパーが、無む手てでの戦闘に特化した娯楽提供者エンターテイナーに勝てるはずもない。

  　クリーパーはアフリカ投げナイフをあっさりと捌さばかれ、両の耳に激しく掌打を叩たたきつけられた。鼓膜が破れ、何も聞こえなくなった彼の鼻を押し潰つぶす。

  　情け容赦のない連撃に、クリーパーはあっさりと崩れ落ちた。
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  　アンダーワールド・クリーパーに賭かけていた会員メンバーが、思わず立ち上がった。そして、銀イン環フアン蛇シオにベットした会員に懇願する。

  「待て！　待ってくれ！　もういいだろう！　まだ、私の娯楽提供者エンターテイナーは生きている！　チャンスをくれ！」

  　その懇願に、相手は何とも酷薄な笑みを浮かべた。その笑いの意味を、この場にいる皆はよく知っている。それは弱者を嬲なぶるとき、弱者の懇願を聞くときにどうしても表われてしまうもの。口が裂けたような、悪魔のような笑顔。

  「生あい憎にくとだね。私は欲のために、どれほど大切な人間でも裏切ろうとする者を沢山見てきたのだ。金、地位、名誉……人は人を裏切る、それが世界の真実だ」

  　銀イン環フアン蛇シオに賭かけた男は、アメリカの大手金融会社の最高経営責任者ＣＥＯ──エーヴェルト・グランフェルト。彼は人間というものを、一切信用していない。特にそれが弱者ならば尚なお更さらだ。

  「銀よ。そいつは始末していい」

  　スクリーンは銀環蛇の視点を映している。弱々しく痙けい攣れんするクリーパーの首に、銀環蛇の右手が絡みついた。

  　ごきり、と小気味良い音が鳴った。同時に、クリーパーの痙攣が止まる。アストライアが手元のタブレットＰＣで、彼の心音が途絶えたことを確認した。

  「ミスター・ヤコペッティ。アンダーワールド・クリーパーの心音停止を確認しました。貴方あなたの敗北ですね」

  「……くそ」

  　忌いま忌ましげにヤコペッティは、銀環蛇を止めなかった会員を睨にらみ付けた。彼は平然と肩を竦すくめて笑っている。

  「アンダーワールド・クリーパーは典型的な一点特化型。環境を設定すれば、これ以上ないほどに強力でありますが──貴方のような使い方では、その本領がいまいち発揮されません。奇襲が失敗したのなら、撤退させればよかったのです」

  　アストライアはそう言って、背後のスタッフに頷うなずいた。彼は速すみやかに拳銃を取り出し、ヤコペッティの前に回った。

  「敗北だ。それでは皆さん、お先に失礼。待っているよ」

  　最後にそう言い残し、ヤコペッティは〝敗北〟した。アストライアは、ヤコペッティを殺したも同然であるグランフェルトを愉快そうに見つめた。

  　隣り合った人間に、ジョークを飛ばし一人で笑っているが──彼は、果たして気付いているだろうか？

  （もう誰も、君の娯楽提供者エンターテイナーと協力しようという者は現れないだろうね。せっかく、理性があるタイプなんだから他と協力すればよかっただろうに）

  　アストライアはこの男は望み薄だろうな、と見切りをつけた。さて、果たしてこのゲームの勝利者は誰なのか──やはり、第一ゲームの勝利者である陸リウ炎イエン豪ハオだろうか。彼は良い娯楽提供者エンターテイナーを選んでいる、本人の度胸も天下一品だ。

  　勝利者になってほしくはないが、それでも勝利するとすれば陸かもしれない、とアストライアは考えている。

  　他に、有力候補がいるとすれば──第一ゲームで敗北しながら、運良く最強の娯楽提供者エンターテイナーを選ぶことができたアフリカの独裁者、ムルタラ・アルナだろうか？

  　アルナが選んだ駒は、かつて戦場で最強を誇ったグルカ兵だ。純然たる戦闘能力という点では、ロビン・フッドやペイルライダーに匹敵する。そして、戦闘経験という点では恐らく凌りよう駕がしているだろう。

  　アルナか、陸か。果たしてどちらが勝利するのだろうか。あるいは──。

  「あるいは。ここまでしてもやはり。彼は僕の前に立ってくれるのかなぁ……」

  　アストライアは嬉うれしそうに呟つぶやいた。
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  　シャーリーは、息せき切って暗くら闇やみの廊下を駆け抜けていく。扉の間近で揺れ動く松たい明まつの炎が見えた。

  「シャーリー様!!」

  「セシリア。逃げるわよ！」

  　ヴァレリオ、ダスティ、そしてセシリアと共にシャーリーは外へと飛び出した。駐車してある装甲車へ乗り込もうとする。だが──。

  「……っ！　ダメ！　ダメです！」

  　その望みは果たされずに消失した。セシリアが咄とつ嗟さにヴァレリオたちを引き留めた次の瞬間、炎の太矢クオレルめいたものが装甲車に突き刺さった。

  　轟ごう音おん──猛烈な衝撃波。そして、装甲車が勢いよく回転した。

  「くそ！」

  　ダスティがヴァレリオとセシリアをまとめて、抱えて跳躍。彼らがいた場所を、装甲車が押し潰つぶした。

  「今のは──」

  　シャーリーが慌てて、矢が放たれてきた方を視認する。背後で燃える木々や建物のせいで、そこは随分と明るかった。おまけに、相手は真っ白なワンピースを着ていたので判別も容易だ。

  「ってか、何なのよ。アレは……」

  　奇々怪々にして百ひやつ鬼き夜や行こうの娯楽提供者エンターテイナーたちに慣れた彼女も、さすがに絶句するより外ほかない。

  　純白のワンピース、長い黒髪、ほっそりとした肢し体たい。そして──両手に抱えられた、対戦車用ロケットランチャー。腰にはその擲てき弾だんが、無数に吊つるされている。

  　髪が彼女の顔を覆おおっているせいで、その表情は窺うかがえない。だが、彼女の悲痛極まりない絶叫が四人の鼓膜を震ふるわせた。

  「──ごめんなさい。ごめんなさい、ごめんなさああああああああああああああい!!」

  　泣き叫び、絶叫しながら──彼女はランチャーに擲てき弾だんを再装そう填てんした。

  　シャーリーの顔が青ざめる。狙ねらいは装甲車ではなく、当然の如ごとく……自分たちだ！

  「逃げるわよ！」叫びながら、シャーリーは投石器スリングの石を彼女目掛けて投とう擲てきした。

  　肩口に直撃──女は怯ひるんで、ランチャーの砲口を下げた。シャーリーがセシリアを抱え込み、ダスティがヴァレリオを抱えて走り出す。

  「ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　助けて助けて助けてえええええええええええええええええ！　悲しいのォォォォッ!!　悲しいのよぉぉぉぉぉぉっ!!」

  　女が泣き叫んだ。

  　後方から、ロケット弾が放たれる音──無む我が夢む中ちゆうで突っ走る。凄せい絶ぜつな爆音。熱風と衝撃に、シャーリーがよろける。セシリアが悲鳴をあげて耳を押さえた。彼女の耳には、この轟ごう音おんは酷だろう。

  　体格のいいダスティは揺らぐことなく、ヴァレリオを担かついでひた走る。

  　立て続けの爆音、爆風。直撃こそ避けているものの、破壊された建物やアスファルトが、容赦なくシャーリーたちの体を傷つけていく。

  「たぁぁぁぁぁすぅぅぅぅぅけぇぇぇぇぇてぇぇぇぇぇよぉぉぉぉぉ!!」

  　このままでは、間違いなく死ぬ。考えたくもない未来を考えざるを得ない状況に陥ったとき、唐突に銃声が鳴り響いた。

  「こんなときに……!!」

  　シャーリーが絶望に呻うめいた。恐らく、新手の娯楽提供者エンターテイナーもしくは、このローマを統制している〝クラブ〟のスタッフたちだろう。武器もなく、立ち止まることすらできない彼らは、まさに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい──のはずだったが。

  「え……？」

  　不意に、ロケット弾がこちらに射ち込まれなくなった。立ち止まり、振り返る。……銃声は、あのロケット女がいる場所から聞こえてくる。

  　すぐにシャーリーは理解した。どうやら、あのロケット女とスタッフたちが同士討ちを始めているらしい。娯楽提供者エンターテイナーなどという存在は、多かれ少なかれ精神を破は綻たんさせている。なかでも、彼女はかなりの重症なのだろう……敵と味方の区別すらできないくらい。

  　どちらが勝利するにせよ、このチャンスを逃のがしていいはずがない。

  「……幸ツ運キが巡ってきた今のうちに、さっさと逃げましょう」

  　シャーリーの言葉に、三人は全面的に賛成した。

  　背後からは、絶叫と爆音。シャーリーはどちらが勝利するだろう、とふと考えた。

  　そんなことは決まっている。精神が完全に破は綻たんした比類なき怪物が、ただ道から外はずれただけの人間に敗北するはずがない。
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  「くそ、幸ツ運キが巡ってこなかったか」

  　ロケット女──通称、バズーカ・バンシーに賭かけた会員メンバーは苦い表情で舌打ちした。その名の通り、彼女はＳＭＡＷ（多目的ロケット擲てき弾だん発射器）を武器とする。彼女は元々、平凡なアメリカ人だった。ただ一点、恋人が暴力的な海兵隊員マリーンズであったことが彼女の運命を変えてしまった。

  　ある日、酔っぱらった恋人は彼女を椅い子すに縛しばり付け、その上で拳銃を突きつけた。酔っぱらい、目が澱よどんだ恋人が安全装置セーフテイを外した拳銃を自分の頭に押し当てている──それは、まさに想像を絶する恐怖だった。

  　泣き叫び、謝罪し、止やめてくれと懇願した。酔っぱらった男は笑いながら、時に鬱うつ陶とうしいと怒りながら──拒絶した。三発撃たれ、頰ほおを銃弾が掠かすめた。

  　彼女が解放されたのは、何と三十時間後。生きていた、大した怪け我がも負っていない。だが、彼女の精神には二度と癒いえぬ傷が刻み込まれた。と同時に、彼女の内側に秘められていた凄すさまじい凶暴性も開花してしまった。

  　彼女は思考した。ただただ必死になって思考した。自分には銃がなく、彼には銃がある。自分と彼の力の差は、そこにある。

  　だから。もっと強力な武器を持とう。彼女の思い込みはあまりに強く、そして誰にも止められなかった。彼女は恋人が個人で保有していた武器から、一番強力なものを盗み出した。

  　男と彼女の住まいであるトレイラーハウスを、彼女はＳＭＡＷで吹き飛ばした。泣きながら謝罪し、泣きながらロケット弾を叩たたき込んだ。男は即死したが、バラバラになった彼の肉塊が、バズーカ・バンシーの顔面に直撃した。

  　これがほぼ崩れかけていた彼女の精神こころを、まさに木こっ端ぱ微み塵じんにした。

  　彼女は泣きながら、近くにあったトレイラーに片っ端からロケット弾を叩き込んだ。警察が彼女を逮捕できたのはロケット弾が尽きたからだ。彼女の目的地であった軍基地に到達していれば、犠牲者は何倍にも増えていただろう。

  　一度ＳＭＡＷを持たせれば、敵も味方も関係なく目についたものに片っ端からロケット弾を叩き込む──とてつもなく過激な娯楽提供者エンターテイナー。

  「こちらの指示にも従わないか……何ともまあ、厄やつ介かいなことだ。ところで、彼女の弾薬は補充してくれるのかい？」

  　会員メンバーの問い掛けに、アストライアはしばし考えて頷うなずいた。

  「……まあ、彼女は破は綻たんしてますし。その分のハンデとして、補充は許可しましょう」

  　哀れなのは、錯乱する彼女に接触しなければならないスタッフである。ロケット弾を渡した瞬間、吹き飛ばされる可能性があるのだ。

  「ありがたいね。赤あか神がみ楼ろう樹きの武器が、ククリナイフである以上こちらの優位は動かない」

  「さて、どうでしょうか──」

  　アストライアは薄く笑った。それは少し、彼を過小評価し過ぎている。

  「調停者よ、質問をお許しあれ」

  　──と、会員メンバーの一人が手を掲げた。銀イン環フアン蛇シオに賭かけたエーヴェルト・グランフェルトだ。

  「ええ。どうしました？」

  「例の、ヴァレリオ・ロベルティを殺害寸前で押し留とどめる原因になったあの少女だが」

  　グランフェルトが不敵な笑みを浮かべた。

  「……貴き島しまあやながどうしました？」

  「彼女はその、我々の自由にしてもいいのかね？」

  　アストライアは彼が考えている『チープな』作戦に、心中で溜ため息いきをついた。チープではあるが、それなりに効果的ではあるだろう。だが──。

  「赤神楼樹が貴方あなたの話を聞いてくれたときは、貴島あやなを人アイ質テムとして使用する許可を与えましょう」

  「条件付きなのかね」

  「彼女は参加者でなく、このゲームの報酬です。僕は楼樹くんにそう告げた。ゲームのルールに反することは絶対にできません。ただ、赤神楼樹を斃たおすにあたり全力を尽くしたいという貴方の気持ちも理解できる」

  　アストライアは黄金の天てん秤びんを持つと、それをゆらゆらと動かし始めた。

  「ですから。貴方は銀に交渉を任せなければいけません。問答無用で殺害される危険を冒おかしてでも、『貴島あやなを人質に取った』と告げることができれば──そして、楼樹くんがそれを信じたならば。彼女は人質として、貴方の自由にしてもいい」

  「……それでいい」

  　バズーカ・バンシーに賭けた会員メンバーが、羨うらやましそうにグランフェルトを見た。彼女に交渉は無理だろうな、とアストライアは苦笑した。

  「他の皆様で、この人質交渉を活用したい方は？」

  　全員が手を掲げない。精神が破綻しているため、そのような交渉を行うことがそもそもできない者が大半だが、理性があったとしても、そういう搦からめ手てを使うことに応じなさそうな者もいる。オーケストラの三人組は、交渉こそ可能だろうが──彼らは自身の位置を秘ひ匿とくしている。赤あか神がみ楼ろう樹きの前に姿を現して交渉する、という行為は拒絶するだろう。

  　結局、貴き島しまあやなを活用するという作戦はグランフェルトのみであった。彼は得意満面で、周囲の会員メンバーを見回した。どうだ、俺は賢いだろうと言いたげだ。

  　アストライアはその作戦を賢明だとは思えない。ただ──。

  （楼樹くんの考え次第かな）

  　確かにグランフェルトの望んだ通り、赤神楼樹はあっさり膝ひざを屈することになるかもしれない──それは少し、悔しいとアストライアは思った。

  「……ふふ」

  　それまで沈黙を保っていたゼーレン・オルリックが不意に笑みを浮かべた。

  「どうしました？」

  「バチカンを見たまえ」

  　その言葉に、アストライアは端末を操作した。バチカンといえば、今はイヌガミがいるはずだ。ロートケプヒェンを撃退して、獣医に運ばれたはずだが──。

  「……え？」

  　滅多なことでは驚かないアストライアも、さすがに絶句した。会員メンバーたちも同様だ。スクリーンに映った光景は、それほどにわかには信じ難いものだったのだ。

  「教皇……」

  　スクリーンに映ったのはローマ教皇と──イヌガミ。イヌガミが、ローマ教皇に抱ほう擁ようされていた。
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  　……自分は、『奇跡の犬』ということになったらしい。イヌガミは嘆息を隠せない。どうやら、バチカンはローマ教皇の暗殺を防ぎ、暗殺者と死闘を繰り広げた自分を奇跡の産物と勘違いしたようだった。

  　いや、確かに自分は──ある意味で奇跡の産物ではあるのだが。それは決して、彼らが考えているような心温まる物語ではない。どちらかというと、心が凍りつくように陰いん鬱うつな物語だ。壊れた父親により、人間でありながら犬に改造されたなどと──誰が信じようか。

  　だが、そのお陰で手厚い介護を受けたことは間違いない。扱い的にも鎖やケージはなし。大きな樹に、紐ひもを繫つながれただけだ。これなら、いつでも嚙かみ千切って脱出できる。

  　そんなことを考えていると、一人の老人が近付いてきた。

  　その姿を認めて、啞あ然ぜんとする。目の前にいるのは、ローマ教皇そのものだ。ＶＳＳバチカンシークレツトサービスも後方に控えさせ、イヌガミを抱ほう擁ようした。

  「ありがとう。君のお陰で、私は救われた」

  　いいさ、別に。元より、自分は彼女を殺したかっただけだ。貴方あなたの救出は優先順位が低かった。だから、あまり感謝しないでほしい──むずがゆい。

  「何か病気を持っているかもしれません。教皇、どうか……」

  　イヌガミの世話を担当していた聖職者が、慌てて告げた。教皇はゆるゆると首を横に振る。

  「病気など、私には今いま更さら何でもないさ」

  　そうだろうな、とイヌガミも思う。……彼はもう、長くはあるまい。第三者である自分にも、分かってしまうのだ。彼にまとわりつく、濃厚な〝死〟の臭におい。

  　恐らく本人もそれを理解している。あの混乱の最中、サン・ピエトロ広場に姿を現したのもこれが理由だろう。遅かれ早かれ死ぬのならば、迷える子羊を導くという務めを果たしたかったのだ。

  　教皇が咳せき込み始め、慌ててＶＳＳの人間たちがイヌガミから彼を引き剝はがした。

  「……それでは、君に祝福の道が開かれんことを」

  　胸で十字を切り、教皇は退席した。イヌガミはそれを見送り、何とも皮肉なことだと心中で嘆息した。姉を殺す決意を固めた自分を、祝福とは！
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  「やれやれ、心臓に悪い。まあ、お前なら聖人ならぬ聖犬として序列されるかもな」

  　飼育係の人間はそう言って、イヌガミに餌えさ皿ざらを差し出した。

  「番犬用のドッグフードだ、お口に合うかな？」

  　イヌガミはドッグフードを絶対に食べない。犬の食い物を食べているという事実だけで、脳がこの肉体に侵される可能性があるからだ。人と同じ食事をとることが、人間であることを認識し続ける第一歩である。

  　匂いを嗅かいでから、露骨にそっぽを向いた。

  「……お気に召さない、か。やれやれ、何か他にあったかな」

  　飼育係が立ち上がって、食事を探しに行った。それを見送り、イヌガミは瞼まぶたを閉じる。あのタブレットＰＣで見たローマの地図を思い出す。

  　ロートケプヒェンがいた、黒こく槍そう騎士団がいた、そして赤あか神がみ楼ろう樹きがいて、『あの男』がいた。

  　今はこのバチカンにいるはずだ……何とかして彼を捕らえなければならない。そのためには、手掛かりが必要だ。耳を澄まし、遥はるか彼方かなたから聞こえる人間たちの声を捕ほ捉そくする。

  

  　──〝一体どういうことだ。ローマで何が起こっている！〟

  　──〝教皇の避難が最優先だ。ドクターヘリを準備させろ！〟

  　──〝我らが人に許す如ごとく我らの罪を許したまえ。我らを試みに引きたまわざれ我らを悪より救いたまえ……〟

  

  　雑音ノイズ、どうでもいいノイズ、意味はないノイズ。

  　言葉の波を搔かき分けて、イヌガミは全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってたぐり寄せる。

  

  　──〝枢すう機き卿きよう！〟

  　──〝ヴァレリオ・ロベルティ枢機卿！　どこにいらっしゃるのですか！〟

  　──〝ああ。卿ならば、先ほどまで私と共にいた。所用で席を外はずしている。もし何か用向きならば、私が伝えておくが……〟

  　──〝おお、そうでしたか！　ならば安心です。枢機卿全員の無事を確認しているだけですので、お気遣いなく〟

  　──〝なるほど。一体ローマはどうなっているのだろうか。何か分かったことは？〟

  　──〝我々にも分かりません。情報経路が完全に途絶していて──。ところで、そちらの御方は？〟

  　──〝彼はアグニ司教だ。母国での宗教弾圧と教会内部の紛争に関する相談のためにやってこられたのだが……〟

  　──〝それはお気の毒に〟

  　──〝いいえ。困難な道のりであればあるほど、それを乗り越えたときの喜びは大きい〟

  　──〝なるほど確かに。では、私はこれで〟

  　──〝どうか、お気をつけて〟

  

  　見つけたぞ。イヌガミは即座に、繫つながれていた紐ひもを嚙かみ千切った。

  「おい、よせ！」

  　新たなドッグフードを持ってきた飼育係が慌ててイヌガミを止めようとする。だが、イヌガミは銃弾に等しい勢いで、その傍かたわらを駆け抜けていった。

  　目的地は定まった。それではヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きよう、ひとまず赤あか神がみ楼ろう樹きに代わって貴き様さまの喉のど笛ぶえを食い千切ってやる。


  


  第二章　スタンド・アンド・キル

  

  　──気付いた。まず現状を確認しよう。

  「……つ、ぅっ……」

  　全身を鈍痛が苛さいなんでいる。……耐えられないレベルではない。骨折はなし、内臓器官から両手両足に至るまで損傷はなし。出血……浅い。応急処置で充分対応できるレベルだ。

  　さて頭を少し整理しよう……マンホールが吹き飛び、僕は建物の壁に叩たたきつけられた。ほぼタイミングを同じくして、僕の頭部に殺意が集中した。

  　あれは恐らく、銃で狙ねらわれたのだ。それも狙そ撃げき用ライフル。セットした爆弾で僕を追い込み、指定の地点まで誘導し、ライフルで仕留める……というのが、彼らの戦術なのだろう。二人組か、あるいは三人組の〝娯楽提供者エンターテイナー〟か。

  　ともあれ僕は論理も思考回路も吹き飛び、本能の赴くままにマンホールの中へと飛び込んだ。狭苦しい下水道の内部を、屈かがんで進み──。

  「こんなところに辿たどり着いたか」

  　ローマの下水道工事は、遅々として進まないことで有名だという。工事で地下を掘るたびに、新たな遺跡が発見されるからである。そのたびに業者は溜ため息いきをついて専門家を呼び立て、遺跡の価値を査定しなければならないのだ。

  　今回は、どうやら僕が発見してしまったようだ。冷えた空気を吸うと、微かすかに黴かびの臭においがした。灯あかりがないので、慎重に歩いた方がいいだろう。

  　不意に人影らしきものを見て、慌ててククリナイフを構えた。だが、相手は動かない──しばらくして、自分が横たわる白骨死体相手に武器を構えていたことに気付いた。

  「地下墓地カタコンベか……」

  　ローマの地下には、夥おびただしい数のキリスト教徒が葬ほうむられている。なかには壁一面に頭ず蓋がい骨こつが積み上げられている場所もあるそうだ。ここもまた、その一つなのだろう。

  「使えそうなものは……まあ、ないか」

  　──といっても、この地下墓地カタコンベに畏い敬けいを感じている暇などない。ここはかつて『死』があった場所で、今は最も早はや何もないというだけの場所。ここがどこに通じているか、それは分からないが、ともかく前に進むしかない。

  　ああ、そう結論付けても──暗くら闇やみの中を、ゆっくりと一歩一歩突き進むせいで、次々と見てはならないものを見てしまう。

  　それは、例えばあやなの幻影だった。死体になって、眠るように横たわる彼女だった。

  　それは、例えばグレタの幻影だった。椅い子すに座り、何か毒を飲んだのか唇から血を流している彼女だった。

  　そして、セシリアの幻影も見た。聖職者という連想からだろうか、彼女は夕暮れの赤い光を浴びながら、木の枝で首を吊つって死んでいた。

  　数あま多たの死、数多の殺さつ戮りく、数多の無念。一歩踏み進むたびにその幻影が囁ささやく。

  　これはお前がしたことだ。お前のせいでこうなったのだと。

  　だから、僕は告げる。

  「その通り。これは僕がしたことだ。そして──」

  　止やめる気は、ない。

  　死の幻影を振り払い、僕は地下墓地カタコンベを進む。そうして、崩れかけていた通路の壁を蹴けり飛ばして、下水道へと再び戻った。

  　今のは罪悪感か、それとも恐怖？　あるいは、両方か。……あやなと言葉を交わし、あやなの姿を見て、そしてあやなが敵地の真っ只ただ中に存在するせいであんな幻影を見てしまったのだろう。

  　あの幻影を、真実としないためにも。僕はこの梯はし子ごを登る。

  　マンホールの蓋ふたを開き、まずは周囲の様子を窺うかがう。悲鳴、絶叫、そして震動に気付く。それから散発的な銃声。だが、シャーリーたちではない。狼ろう狽ばいしきった男たちの悲鳴が聞こえる。

  　一般市民を誰かが虐ぎやく殺さつしているか、あるいは同士討ちか……。僕は後者と睨にらんだ。マンホールから抜け出て、音のした方角へと向かう。そして、建物の陰からそっと様子を窺うかがった。

  　……ふむ。驚きよう愕がくして口をぽかんと馬鹿みたいに開くべきか。それともなるほどな、と納得して頷うなずくべきだろうか？

  　眼前に広がる光景は、どうしようもないほど非現実的で、悪夢のようで……そして、冗談のようだった。

  

  　〝ソレ〟は言葉を放つことなく、身の丈以上の大剣を無言で振るっていた。あの武器はドイツ語で確か、ツヴァイハンダーと呼称されるものだったか。

  　だが、僕の知識によればそういう両手剣というのは意外にも軽量なのだ。通常の片手剣よりも間合いを広く取って攻撃を仕掛けるため、あまりに重たすぎると長時間戦闘を続けられない。

  　……〝ソレ〟が持っている大剣は、些いささか事情が異なっているらしい。振るった剣が道路に叩たたきつけられるたびに、アスファルトが爆砕していた。その際の音や、見た目から察するに──恐らく、八十キロは超えているだろう。

  　僕でも、あれを持ち歩けと言われれば閉口する。けれど〝ソレ〟は軽々とその武器を構え、振り回し、暴れていた。もっとも、真に驚くべきはその格好だ。

  「……白銀の騎士、か」
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  　　そう。〝ソレ〟は男か女かも判別がつかなかった。白銀に輝く甲かつ冑ちゆうに全身を固め、ツヴァイハンダーを振り回すその姿はまさに中世の騎士であり、動く要よう塞さいと呼ぶべき存在だった。

  「撃て……撃て、撃て、撃て!!」

  　周囲を取り囲んだ兵士たちは、必死の形相でアサルトライフルを撃ちまくっている。だがしかし──五・五六ミリ弾ですら、あの分厚い鋼鉄の塊を貫通することはできない。

  　弾丸を撃ち尽くした兵士が、パニック寸前の表情で弾マガ倉ジンを交換する。だが、その間に甲冑騎士は彼の眼前まで辿たどり着いていた。

  「ヒ────」

  　一いつ刀とう両りよう断だん、というよりは一撃爆砕というべきか。頭から振り下ろされた剣は、兵士の頭ず蓋がいから体のあらゆる部分を粉こな微み塵じんにした。

  　紅こう霧むが広がり、周囲の兵士たちの顔にかかる。その瞬間、兵士たちが抱いていたなけなしの士気は完全崩ほう壊かいした。

  　アサルトライフルを投げ捨て、少しでも安全な場所を求めて、ただただ逃げ惑う。

  　甲冑騎士は彼らを追わないだろう、と思った。さすがにあの甲冑と剣で、走れるはずがないからだ。

  　だが、騎士はツヴァイハンダーを背負うと腰の部分に設置されていた銃爪トリガーのようなものを引いた。

  「な…………!?」

  　思わず声をあげて驚いた。甲冑の背中、腰、そして踵かかとあたりから一斉に爆炎が噴出した。足元から火花を散らしながら、甲冑騎士は瞬またたくうちに逃げる兵士たちの眼前へと回り込んでいた。

  　彼らは愕がく然ぜんとした表情で、両膝ひざをついた。

  「ゆ、許して……許してください……どうか」

  　両手を重ね、祈るような仕草を浮かべる。全員がその後に続いた。許してくれ、助けてくれ、慈じ悲ひをくれと、震ふるえながら懇願した。

  　そして。騎士はもちろん、一片の慈悲も持ち合わせてなどいなかった。

  　横薙なぎに振るわれたツヴァイハンダーが、兵士たちの上半身を塵ちりにした。

  　彼が僕に気付いていないのは幸運だった。折れたククリナイフ一本と、二十本の棒手しゆ裏り剣けんで戦える相手ではない。

  　しかし、彼が周囲をきょろきょろと見回し始めた。どうやら、何かを探しているらしい。多分、夜や叉しや刀がたながつけていた例のヘッドホンを彼も持っているのだろう。赤あか神がみ楼ろう樹きがすぐ傍そばにいると、伝えられたに違いない。僕はそそくさと甲冑騎士から離れることにした。

  　彼のクローズドヘルムは視界が狭い。遭遇した者を追跡する程度ならともかく、視認してない存在を捜し出すのは難しいはずだ。僕は路地裏に潜り込み、暗くら闇やみに蹲うずくまる。そして、あの甲冑への対応策を考え始めた。

  　あの甲かつ冑ちゆうでは、まず生半可な銃火器は効果がないと考えた方がいいだろう。拳銃やアサルトライフルも論外、対物ライフルでようやく通じるレベルだ。

  　黒こく槍そう騎士団のバイクが、対物ライフルを装備していた。あれを手に入れられれば申し分ないだろうが……場所が分からない。

  　黒槍騎士団と戦ったスーパーの周囲なら、もしかすると転がっているかもしれない。だが、既にバイクは回収されているかもしれない。

  　それに何より、あれを持ってここまで戻ってくる間に、彼はどこかに行ってしまい、別の〝娯楽提供者エンターテイナー〟に襲撃を受けるという可能性もある。

  「……ッ!!」

  　地を揺るがすような轟ごう音おん。甲冑が動き出したらしい。僕は立ち上がり、そこから更さらに離れて考える。

  　武器、武器、武器──あの甲冑を貫くような、あるいは甲冑ごと粉砕するような武器。

  　考えながら路地裏を走り、表通りに出る。果たしてそこには、沢山の兇器──自家用車が並んでいた。

  　エンジンをかけ、時速百キロのスピードで、あの甲冑に鋼はがねの兇器を叩き込む。

  　甲冑は無事でも、中にん身げんが無事とは思えない。内臓が衝撃でズタズタになるだろう。

  　よし、このプランでいこう。

  　……そこまで考えたところで、背後からの殺意を感じ取る。

  　振り向くと二十メートルほど向こうにちろちろと、赤竜の舌みたいな何かが見えた。

  「火……？」

  　反射的に呟つぶやく。赤竜が顎あぎとを開いた──全身に耐え難い悪寒が走る。そして、シャーリーが漏もらした呟きを思い出した。

  

  　──楼ろう樹き。アンタも火炎放射器には気をつけなさいよ。そりゃもうおっかないんだから。最近は炎を噴き出すというより、焼しよう夷い榴りゆう弾だんを連射するインシネレイターなんてのもあるのよ。さらに一旦燃え移った炎は、水なんかじゃ早々簡単には消せないわ。物もの凄すごい痛みで思考もおぼつかないし、重度の火傷やけどを負えばそれで終わり。

  

  　竜の息ドラゴンブレスの如ごとく、暴力的な炎が噴出した。連なっていた自動車に炎がへばりつき、更に火炎球フアイアボールが雨のように降り注ぐ。

  　畜生、この炎はヤバすぎる……！　直感で理解する。この炎はとんでもない最悪の代物であり、直撃すればそれで終わりだということを。

  「……く、ぅ……!!」

  　ほんの少しだけ炎が服を掠かすめ、たちまち引火した。慌てて引火した部分を切り裂いて、捨てた。だが、一瞬感じた痛みは凄すさまじいものだった。それに、この何とも言い難い不快な臭におい。自分が焦げる臭いは、どんな悪臭にも勝るのだと思い知った。

  　──くそ、ここから離れないと！

  　車のボンネットに飛び乗り、全力で炎から逃亡する。ちらりと背後を窺うかがうと、火炎球は先ほどとあまり変わらない場所から、射出されていた。どうやら、こちらを追いかけてくる気はないらしい。

  　やれやれ、これで一安心──なわけがない。僕はどこまで甘いのだ。

  　壁の粉砕音、そして先ほどまで聞こえていた甲かつ冑ちゆうの金属音。攻略策を練っていたあの甲冑の怪物が、最悪なタイミングで僕を視認した。

  「オオオオオオオオオオオオオオォォォッ!!　ヒューッ！　ヒューッ！」

  　奇声を発する甲冑騎士はツヴァイハンダーを構え、先ほどと同じく背面から爆炎を噴出させて加速する────！

  　無む我が夢む中ちゆうで、僕は上へと跳んだ。宙空で全身を捻ひねり、回転させ、折り曲げて、ツヴァイハンダーの刃を鼻先で躱かわしきった。

  　先ほどまで僕がボンネットに乗っていた自動車が、天井から押し潰つぶされて鉄てつ屑くずになった。先ほど思いついた自動車による体当たりという作戦は放棄した方がよさそうだ。甲冑はともかくとして、あの超重武器であるツヴァイハンダーは、僕が乗った車ごと粉砕するだろう。

  　では──どうする？

  「どうする？　どうする？　どうする？」

  　追い込まれた僕は頭を抱かかえたくなった。思いつかないのではなく、思いついてしまったのだ。決断すべきだろう。この作戦を取るべきなのだろう。上う手まくいくはずだ……僕がミスらなければ。

  　残り時間は三秒もない。今すぐ決断して、実行に移さねば。

  　ああ──畜生め。僕は本当に、心の底から、娯楽提供者おまえたちが大嫌いだ。

  「……行くぞ！」

  　その言葉は、果たして誰に向けたものなのだろうか。あの甲冑か、それとも自分自身にか。あるいは──この光景を見て、この光景を仕立て上げた〝クラブ〟になのか。

  　ともあれ僕は、炎渦巻く戦場へ走り出した。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  

  「〝ズィルバー・リッター〟！　いいぞ、もう少しだ！　殺やれ！　殺れ！　殺れェッ!!」

  　全身に白銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとった怪物、〝ズィルバー・リッター〟に賭かけた会員メンバーは興奮し、立ち上がって腕を振り回した。一方、それに負けじと立ち上がったのは炎を噴出させていた娯楽提供者エンターテイナー──〝ナパームゴースト〟に賭けた会員メンバーである。

  「燃やせ！　さあ、燃やすんだ！」

  　二人の興奮に煽あおられるように、他の会員メンバーたちも固かた唾ずを呑のんでこの状況を見守っている。間違いなく勝負所だ。どちらかが赤あか神がみ楼ろう樹きを殺害する、どちらかが勝利する。

  　そうなってしまえば、このゲームは早々に終わってしまうのだ。

  「……敗北する可能性は考えてないのかなあ」

  　アストライアがポツリと呟つぶやいた。それを聞いたオルリックが頷うなずく。

  「それはそうだろうな。誰しも、自己の破滅からは目を逸そらしたい」

  「〝慈愛アフエクシヨン〟。貴方あなたは、どう思います？」

  「ああ、彼ら二人が祈るべきは自分が賭けた〝娯楽提供者エンターテイナー〟の勝利ではない。自分たちが生き残ることだ」

  「同意見です。……僕たちと同一の意見を持つ者も、何人かいるみたいですね」

  　そう言って、アストライアはちらりと陸リウ炎イエン豪ハオを見た。彼と、その隣にいるアメリカ人オーガスタス・フィッシャー（陸と同じ第一ゲームの勝利者だが、彼は早々にこのゲームから弾き出されている）、それにムルタラ・アルナの三人が同意見のようだ。

  「ズィルバー・リッターも、ナパームゴーストも、お互いが見えていない。何しろ双方共に『破は綻たん型』だからな」

  「……そうですね。僕だったら、まずそこを狙ねらうなぁ」

  　いわゆる〝娯楽提供者エンターテイナー〟は大まかに『秩序型』と『破綻型』に区分される。秩序型は理性が存在する者──元テロリスト、元軍人といった殺さつ戮りくに関する欲求を持て余したが故ゆえに、暗黒の道に踏み入った人間が多い。

  　破綻型はその逆。ありふれた日常を送っていたが、ある日何かがきっかけで精神を破綻させ、邪悪な信仰を抱いてしまった者たちだ。破綻型にとっては、己おのれの世界を具現化することこそが重要であり、他人という存在は邪魔物にしか過ぎない。

  

  　ズィルバー・リッターは、自身を中世の騎士と思い込んでいる破綻型の青年だ。先祖が誇り高き騎士だった、というだけの理由で彼を騎士として育てていた祖父は孫の気弱さを罵ば倒とうし、蔑さげすみ、折せつ檻かんした。彼は毎日のように騎士甲冑を着せられ、歩かされた。

  　骨を折ったことも一度や二度ではない。彼は泣き、悲しみ、受け入れ、そして騎士としての誇りを抱いた。……無論、それは間違った誇りだった。彼が騎士の誇りを獲得して、まず最初にやったことは、これまで自分を無礼に罵ののしっていた祖父の殺害である。

  　そして、彼は破綻した。あの甲冑を着て、あのツヴァイハンダーで敵を両断する行為こそが騎士の誉ほまれと彼は信じている。たとえ敵が子供であれ、女であれ、老人であれ──両断する行為は誉れだ、と。

  　一方のナパームゴーストは、極限体験によって壊れてしまった男だ。一流の金融コンサルタントとして順じゆん風ぷう満まん帆ぱんのエリート人生を歩んでいた彼は、ある日高層ビルの最上階で猛烈な火災に巻き込まれた。

  　生まれてこの方、自分の思い通りにならないことなど何一つとしてなかった。挫ざ折せつもなく、絶望もなく、ただ真っ直すぐに生きていた彼にとって、その火災はあまりに凶悪で──神聖なものだった。

  　燃える──自分のクライアントが、指先一つで小国を買い取る金額を動かす老人が、苦痛と絶望で泣き叫びながら燃えていく。

  　焦げる──クライアントの愛人であり、かつてはモデルとしてその名を轟とどろかせていた美女が、肌を焼かれる痛みに悶もだえ苦しみながら死んでいく。

  　そして彼自身もまた、死にかけた。無む我が夢む中ちゆうで階段を転がり落ちたはいいものの、全身を焼かれ、同時に心も灼やき尽くされた。

  　炎を恐怖するのではなく、炎を信仰するようになった。炎に魅せられ、炎に傅かしずくようになったのだ。

  　そうなれば、あとは炎の担い手となって誰かを燃やすということしか考えられなくなる。幸いにして金はあった。彼の願望を満たす装備を揃そろえるのは、あまりにも簡単なことだった。

  　そうしてあらゆる存在を炎で灼き尽くす亡霊──〝ナパームゴースト〟が誕生した。

  

  　つまるところ、二人共に自分の世界を持ち、自分の世界に執しゆう心しんしている。その二人が別々に行動するならば、まだいい。戦闘状態でなければ、まだ会員メンバーの指示を理解するかもしれない。

  　だが、今は戦闘状態……二人は自分の世界に深く没入している。その状態の二人が、対たい峙じすれば果たしてどうなるのか。

  「さて。彼らの祈りは天に届くのかどうか──」

  「とくと拝見させてもらおうじゃないか」

  　熱風渦巻く大通りを、スクリーンが映し出す。監視カメラが赤あか神がみ楼ろう樹きの姿を捕ほ捉そくした。彼は決然と真っ直ぐ前を見て、その一歩を踏み出した。
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  　そう、僕は走り出していた。

  　真っ直すぐ、あの甲かつ冑ちゆう騎士目掛けて走っていた。と言っても、彼に接近するのが目的ではない。僕の目標は、その更さらに向こうにいる火炎使いの娯楽提供者エンターテイナーだ。

  　あらゆる兆候を見み逃のがすまいと、僕は目を見開いた。

  　あっという間に甲冑騎士の脇を通り抜ける。予想──彼は慌ててこちらを振り返り、追いつくためにあのジェットパックを使用するだろう。

  　正面からは火炎球フアイアボール。その数は十を下らない。そして、背後から迫り来る甲冑騎士がツヴァイハンダーを振りかぶっている──鋼はがねが道路に擦こすれ合う音が、見る見るうちに近づいてくる。

  　左へ跳躍──火炎球を躱かわした。自動車のボンネットを踏み台にしてもう一度跳躍。

  　凄せい絶ぜつ苛か烈れつなツヴァイハンダーの一撃を、どうにか躱しきった。甲冑騎士が混乱し、火炎使いが再充填リロードするわずかな時間の隙すき間ま。

  　逃さず、再び道路を走る。

  　僕の足は力強く大地を踏み、機関車のように力強く、紫電の如ごとき速度で死の道を駆け抜ける。

  　呼吸する暇もない。脳の情報処理機能は、正面から来る火炎球の対応に全て注がれている。

  　冷静になれだの、落ち着けだの考えている余裕すらない。想像してみよう、とても退屈なゲームだ、ただ敵が撃ってくる弾を方向キーで避よけることしかできないゲーム。それを二時間三時間、延々とやり続けていると仮定してみるといい。

  　次第に、脳がそのゲームについて考えることを拒絶する。動かして避けていることに、理屈や快感、あるいは苦痛といったものすら感じられなくなる。ただ、避けるという目的があるため、それに沿って指を動かし続けるだけ。

  　何も聞こえない、何も感じられない。退屈だとか、つまらないとか、そんなことすら考える余裕はない。今の僕は、ちょうど似たような心境だった。

  　だが。それでもゲームに終わりは来る。……ついに、火炎使いの顔が見える地点まで辿たどり着いたのだ。真紅のビジネススーツを身にまとい、顔部分はフルフェイスの消防用ヘルメット、背中には燃料タンク。

  　さあ、ここから先は野生の勘と本能と、相手の一挙手一投足を見逃さない観察力を総動員する必要があるぞ……！

  　火炎放射器の黒い噴射口がこちらを向く──一気に右へと跳躍、車の屋根に着地する。背後の甲冑騎士が追いついてくるのを待つために、ほんの一秒間ここで待機した。その間に、膝ひざのバネを思い切り溜ためる。

  　火炎使い──黒い噴射口が真横に逃げた僕に、再び狙ねらいを定めた。

  　甲冑騎士──ツヴァイハンダーが、車の屋根にいる僕に殺意を収束させる。

  　コンマ数秒クラスのタイミングを摑つかみ取り、僕は一気に左へ向けて跳躍した。

  　火炎使いの噴射口は反射的に左側──つまり、彼から見て『右』へと流れた。その際に、吐き出された火炎球の一つが、車を粉砕して体勢を立て直そうとしていた甲冑騎士に直撃した。

  「ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィッ!!」

  　絶叫。闘争のための咆ほう吼こうではなく、自身の暗黒を声高らかに謳うたい上げるためのものでもなく。これはただ、苦痛と怒りの絶叫だった。

  　──そう。あの白銀の甲かつ冑ちゆうは大抵の物理攻撃を物ともしない。ナイフも、銃も、剣も、手しゆ榴りゆう弾だんも防ぐだろう。

  　だが、炎は防げない。炎は甲冑のわずかな隙すき間まから忍び込み、強烈な熱と痛みをもって騎士の誇りを打ち砕く。

  　視界が炎で塞ふさがれているのだろう。ツヴァイハンダーを振り回し、あらゆる物を打ち壊していく。その攻撃は全く見当違いだが、徐々に火炎使いのもとへと近づいていく。

  「──アハ。アハハハハ！　燃えちまえ燃えちまえ燃えちまえェッ！　お客様にはこちらの株をお勧めしております私ナパームゴーストのアドバイス通りにすれば怖いものは何もありませんさあどうか私の手を取って下さいませェェェェェッ！」

  　そう高笑いして、火炎使い──〝ナパームゴースト〟は甲冑騎士に立て続けに火炎球を打ち込んだ。

  　炎の塊と成り果てた甲冑騎士は、それでも前に進む──が。あの状態では、もう一つ心配せねばならないことがある。

  　呼吸ができないのだ。立っているのが奇跡であり、ツヴァイハンダーを手から離さないのも奇跡的だと言えた。だが、奇跡の大安売りはどうやらここまでらしい。

  　ずん、と臓ぞう腑ふに響くような音を立てて。名も知らぬ娯楽提供者エンターテイナーは斃たおれ伏した。

  　……当然、次は僕の出番ということになる。

  「クライアントの皆様におかれましてはどうか勇ゆう猛もう果か敢かんなる決断をお願い致しますッ!!　そう、世界は始原の炎に包まれ焦げて焦がれて燃えて燃やされ果ててしまえばいいと！」

  　ナパームゴーストがこちらに火炎放射器の噴射口を向ける。僕は即座に跳躍。火炎球が車を次々と爆発炎上させ、宙に引っ繰り返していく。

  　地獄のような光景──ナパームゴーストの哄こう笑しようが、ローマ中に響き渡る。だが、すぐにその笑いは止まった。

  「──え？」

  　火炎使いは僕を見失った。当たり前だ。あれほどの勢いで炎を撒まき散らせば、お前自身の視界も塞がるだろう。……もっとも、これまではそれがハンデとなるはずもなかっただろう。僕のように、炎に耐え、熱気を堪こらえ、呼吸を停止したまま全力で動き続ける生物が存在するとは、思わなかっただろう。

  「……こっちだ」

  　声に彼は反射的に振り向いたが、そこに姿がないことを認めて戸惑う。混乱は一瞬で解消され、噴射口が宙を向いた。だが、一瞬──棒手裏剣を投擲するのに必要な時間を獲得した僕の勝ちだ。

  　放たれた棒手しゆ裏り剣けんが、火炎使いの手を貫いた。鋭い痛みに、彼は反射的に火炎放射器のフォアグリップを手放した。必然、噴射口が下を向いてしまう。……けれど、彼の指は銃爪トリガーを既に引いていた。

  　地を跳ねた火炎球フアイアボールが火炎使いの顔面に直撃し、ヘルメットを吹き飛ばす。

  「あ、アァ…………アァァァァァァッ!?　寒い！　寒い寒い寒い寒いよォォォッ!!」

  　ヘルメットに隠された彼の素顔は、唇がなく、鼻がなく、耳がなく、皮膚もなかった。剝むき出しの骨にちらちらと肉があるだけの骸骨兵士スケルトンソルジヤー。

  「寒いぃぃぃぃ！　暖かくしなきゃ暖かくしなきゃ暖かくしなきゃ、火、火、火、火ィィッ!!」

  　噎むせび泣きながら、彼は僕に向けて再び火炎放射器を構える──だが、僕はもう何もする必要がない。

  「気をつけろ、後ろにいるぞ」

  　ナパームゴーストが反射的に背後に目をやった。そして、目に映ったモノを見て驚きよう愕がくする。

  　そこに立ち尽くすは、炎に包まれた甲かつ冑ちゆう騎士。滅びかけの肉体を動かしているのは、ただただ騎士の誇りと憎悪のみ。彼はツヴァイハンダーを振り上げた。

  「オオオオオォォォォォォォオオオオオオオオオォォォゥオオオオ!!」

  「ヒ、ィッ……！」

  　甲冑騎士の斬ざん撃げきは超局地的な嵐を巻き起こし、ナパームゴーストはあっという間に粉微塵となった。だが、潰つぶれた燃料タンクからガソリンが漏もれ出したせいで、騎士を包んだ炎はますます勢いを増していく。

  　……やがて、一分もしないうちに甲冑騎士は無言のまま斃たおれた。彼はただの焼ける肉塊と化し、動く気配は全くない。

  　同士討ちを誘発し倒せたことに満足して、その場を離れようとして思い出した。ロザリオを手に入れなければならない。だがしかし──、二人を包む炎はしばらくの間消えることはないだろう。だが、彼らはまだロザリオを手放していない。たとえ火が消えても、熱が冷めるまでは触ふれられもしない。

  「どうやって取ればいいんだか、全く」

  　倒し方も少しは考えるべきだったか、そう思って僕は溜ため息いきをついた。
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  　ナパームゴースト、そしてズィルバー・リッターに賭かけた会員メンバーが処理され、運ばれていくとロビーは沈黙で覆おおわれた。

  　……彼らのうちの何人かは、恐らく肝が冷えかけているのだろう。彼らは『自分の命が賭かけられていること』を、本当の意味で理解していなかった。これまで殺された会員メンバーたちは、ただ運が悪かっただけ──そう思っていたのだろう。

  　違う。もちろん、運が悪いというのは確かにある。だが、彼らは考えるべきだった。必死になって誰が生き残ることができるのかを。

  （……愚か者どもめ。単純に力があれば勝てると思ったのか？）

  　第一ゲームの勝利者である陸リウ炎イエン豪ハオはせせら笑った。案の定、破は綻たん型の娯楽提供者エンターテイナーであるバズーカ・バンシーを選んだ会員メンバーが青ざめて必死に指示を送っている。

  　他の会員たちも動揺を隠せず、自身の娯楽提供者エンターテイナーに何か指示を出しているようだ。

  「──君は指示を出さないのかい？」

  　アストライアの問い掛けに、陸は肩を竦すくめた。

  「現状、必要があるとは思えませんな。何しろ、私の娯楽提供者エンターテイナーは特殊ですので」

  「まあ、確かにね。ミスター・フィッシャー。貴方あなたは？」

  　アストライアは陽気にオーガスタス・フィッシャーに声を掛けた。フィッシャーはただひたすらに平均的な男だった。太ってもおらず、痩やせてもおらず、小さくもなく、大きくもなく、顔には皺しわ一つとてないが、瑞みず々みずしい肌というわけでもない。髭ひげは綺き麗れいに剃そられており、彼を特徴づけるものと言えばクラシックな黒縁の眼鏡のみだ。

  　オーガスタス・フィッシャーは俯うつむいてじっと金貨を見つめている。スクリーンに映し出されるローマなど、最初から眼中にないようだ。

  「ミスター──」

  　もう一度声をかけると、彼はようやくアストライアに顔を向けた。とろりとした闇やみが、彼の瞳に満ちていた。もそもそと、口をロクに動かさずにフィッシャーは呟つぶやいた。

  「……私は最も早はや、動かずとも良い。勝利は既に確定している。他愛たわいもない、栄光なき勝利ではあるが」

  「ふむ。まあ、そういう考え方もありと言えばありです。ですが、退屈ではありませんか？」

  「いいや、全く、ちっとも」

  　笑いもせず、フィッシャーは答えてまた俯いた。アストライアは陸と目線を交わし、肩を竦めた。陸は彼の態度に、多少の不審を抱いだいたが──ゲームとは関係ないと意識から外はずした。

  「ミスター・フィッシャー」

  　不意に、オルリックが口を開いた。フィッシャーは「何か？」と応じたが、顔を上げようとはしなかった。

  「素晴らしく悪趣味ですな」

  「……そうでしょうか？」

  　オルリックの言葉に、フィッシャーはほんの少しだけ口元を歪ゆがませた。陸リウはそのやりとりの意味不明さに、眉をひそめた。

  「おや。……イヌガミが、到達したみたいだ」

  　アストライアの言葉に、会員メンバーたちが一斉にスクリーンを注視した。唾つばを呑のみ、その戦いが開始されるのを待つ。

  　人の脳を持つ猛犬と、戦場で最強と謳うたわれた娯楽提供者エンターテイナーとの戦いを。
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    バチカン　バチカン庭園
  


  　バチカン庭園は非常事態ということもあり、一部を民間人に開放されていたが、それでもこの奥まった場所に踏み込もうとする人間はいなかった。あるいは……そこに佇たたずむ二人と一頭の犬が、この死地へ常人が近付こうとするのを拒んでいたのかもしれない。

  　死人の肌のように青白い月光が、イヌガミと相対する男を共に輝かせている。風はびょうびょうとおぞましい声で歌い、冷ややかな空気と共に彼らの間を駆け抜けていく。

  　対たい峙じした瞬間、強者にして敵対者と理解した。彼は、眼前にいる老人よりもなお、優先して殺害せねばならない存在だ。

  　短くまとめられた赤しやく銅どう色いろの髪の毛、樫かしの木のようにしっかりとした体たい躯く。浅黒い肌はところどころに深い傷きず痕あとが残っている。だがその傷は決して彼を醜くも恐ろしくも見せていない。むしろ、彼のような顔と体をした人間には相応ふさわしいものだった。

  　男は刃やいばの如ごとき視線でイヌガミを睨にらみ据えている。敵てき愾がい心しんを露あらわにしているのではない。ただ、見ているだけだ。

  　にもかかわらず、イヌガミはどうしても動けなかった。

  　──くそ。

  　理由は唯一つ、男の視線のせいだ。後方に退さがろうが、前方に踏み込もうが、左右に跳躍しようが、全てを読み取られている気がしてならない。男の視線が、粘ついたガムのようにイヌガミから離れないのだ。

  　そして、その瞳ときたら！　ただ見ているだけで、腕を引っ張られて地獄へと連れ去られてしまいそうな気分だ。

  「……君が、イヌガミか」

  　老人と思おぼしき男が淡々とそう告げる。思しき、というのは彼の顔に包帯が巻かれているからだ。だが、イヌガミの名前を知っている以上は敵対者と考えていい。

  　吼ほえる。後こう肢しを突っ張って戦闘態勢に入る。

  「退さがっていろ、枢すう機き卿きよう。巻き添えを食いたくはないだろう」

  　頷うなずいた『枢機卿』が一歩退いた。彼を守るように、男が前に出る。そうして、後ろに手を回して──その武器を引き抜いた。

  　イヌガミが目を見開く。彼が持つ二振りの剣には、よく見覚えがある。赤あか神がみ楼ろう樹きが愛用し、戦場を駆け抜ける輩ともがらとしていた兇器。

  　──ククリナイフ！

  「娯楽提供者エンターテイナー、アグニ。我わが望みを叶かなえてくれ、赤き魔犬よ」

  　その瞳は一切の情がなく、容赦がなく、倫理がなかった。イヌガミは即座に、彼があのロートケプヒェンと『同類』であると認識した。人でありながら、殺さつ戮りくの悦よろこびのために人であることを捨てた者たち。

  　ならば。彼に躊ちゆう躇ちよは全くない。

  　──殺す。貴き様さまの首を嚙かみ千切る。

  　凍りつきそうになった血を、憎悪という熱で強引に溶解させた。後肢を突っ張らせて牙きばを剝むき、並の人間なら聞いただけで、心が打ち砕かれそうな唸うなり声をあげる。

  　無論、アグニは造作もなくその憎悪を受け入れる。目め尻じりには涙すら浮かべて、イヌガミという芸術品を打ち砕く光栄に身を震ふるわせた。

  　アグニの両手には、黒い刀身のククリナイフ。赤神楼樹が持つものより、一回りほど大きいとイヌガミは見当をつけた。

  　彼らを中心に半径十メートル内の空間が、赤黒い殺意で充満する。生涯をまともに生きてきた人間ならば、空間に踏み入っただけで心を打ち砕かれるだろう。

  　即すなわち。この枢機卿とやらもまた、常人でない領域に踏み入った怪物であるということだ。

  　共に戦闘態勢は十全に整った。殺意を滾みなぎらせる巨大な猛犬と、二振りのククリナイフを構える痩そう躯くの戦士。

  　強風が吹いて不思議な沈黙を生み出す。瞬間、この庭園は──さながら神話の戦場を描いた絵画の如ごとく変わり果てる。

  　心臓が早はや鐘がねを打つ、アドレナリンが爆発的に体内を駆け巡り、見ている光景がひどくのろくなった。互いのこめかみに銃を向け合い、銃ひき爪がねを絞るゲーム。己おのれが死ぬか、敵が死ぬか、双方が死ぬか。結末はこの三通り以外にない。

  

  　──来る。

  

  　認識したのはどちらだったか。

  　そして、その一歩を最初に踏み込んだのはどちらだったのか。

  　それは第三者として観賞していたアストライアたちはもちろん、当人であるアグニやイヌガミにすらも分からぬことだった。

  　分かったことはただ一つ。

  　銃弾のような勢いで襲いかかったイヌガミと、銃弾を打ち砕く勢いでククリナイフを薙なぎ払ったアグニ。そして、その勝利者は──。

  

  「……見事だ、魔イヌ犬ガミ。だがしかし、足りん。お前では我わが臓ぞう腑ふを満たすに全く足りん」

  

  　振り返り、頽くずおれた犬を悲哀を込めて見つめる男である。両手にしたククリナイフは、黒い血に塗まみれている。

  　一瞬。まさに刹せつ那なの出来事だった。間近で見ていた枢すう機き卿きようの目にも、何が起きたか分からないほどの速度だった。

  「それでも──私の腕に傷を負わせたその技量は、賞賛に値する」

  　鋼鉄の牙きばが彼のカソックを斬きり裂き、袖そで口ぐちからわずかながら血が滴したたっていた。

  「慈じ悲ひを」

  　振り下ろされたククリナイフによって、イヌガミの心臓は停止した。びくりと一度だけ跳ね上がり、彼の思考は停止した。
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  　歓声がどっと円卓を包み込んだ。ムルタラ・アルナは満足げな笑みで、アグニの勇姿に手を叩たたいている。これは、今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすに相応ふさわしい見世物だった。

  「まさか、イヌガミを斃たおすとはなぁ」

  　アストライアが感嘆の呟つぶやきを漏もらす。

  「無理もあるまい。相手はあの炎神アグニだぞ。ありとあらゆる戦場で屍しかばねを積み上げ、公式非公式問わずあらゆる作戦に携たずさわった人ならぬ魔人だ。お前が執しゆう心しんしている赤あか神がみ楼ろう樹きですら、彼の力には敵かなうまい」

  　惜しみない賞賛を与えるオルリックの言葉に、アストライアも渋々といった様子で頷うなずく。

  　確かにアグニならば、赤神楼樹の首を獲ることすらも可能だと思える。

  　何しろ彼はイギリス最高の戦功章というだけでなく、世界でもっとも受賞が困難といわれるヴィクトリア十字勲章を三度授与された男だ。

  　二度授与された者ですら、歴史上たった三人。三度の授与となると、最も早はや彼以外には存在しない。イギリス陸軍グルカ旅団の兵士のみで組織された、グルカ特殊工作部隊〝シヴァ〟の隊長を務め、数々の戦争や紛争に参加──悉ことごとく、凄すさまじい戦果を叩たたき出した。

  　彼が四十歳を前にして退職──テロ予防のため、表向きは戦死という扱いになった──そのことを、惜しむ人間も多かった。だが、まさか〝クラブ〟に引き込まれていたとは、誰も考えもしなかったろう。

  　かつてアストライアは、アグニに問い質ただしたことがある。

  「君は、このクラブに何を求めて来たんだい？」

  　男は淡々と呟つぶやいた。その声は、とても静かで結晶のように透き通っていて──まるで深い谷底から、聞こえてくるような気がしてならなかった。

  「……戦いを」

  「戦いなら、戦場にいくらでもあるじゃないか？」

  「だが、刺激はない。兵士たちは、銃火器に頼りすぎている。悪いとは言わないが、我わがククリと戦うには値しない。私と互角に殺し合ってくれる人間は、もうあの戦場には存在しない」

  　一千年前なら、いたのかもしれない。ヨーロッパならば、英雄たる騎士が。あるいは中国なら猛たけ々だけしい武将が、日本ならば剣に全てを捧げた剣聖が。

  　だが、最も早はや戦場にそんな異才は存在しない。

  　戦場に必要な存在はたゆまぬ訓練を積み上げ、殺人を禁きん忌きとする倫理観から解放され、指揮官の意のままに動く兵士たちだ。そして、彼らはアグニが存在する〝領域〟に到達することは決してない。

  「この世界には、弱者でありながら、才を眠らせている者がいるかもしれない。私のククリと打ち合い、恐れも怯おびえもなく勝利する者がいるかもしれない」

  「極限状況下で追われる者が発揮する何かに期待しているのかい？」

  「……ああ。私の望みは、もうそこにしかない」

  「ふうん。ただ、そういう稀少な存在は滅多に出ないと思うよ？　今より弱者を相手にしなければならないかもしれない。……それでも？」

  「それでも。そこに、可能性がある。ならばいい」

  　アストライアは微ほほ笑えみ頷うなずいた。黒こく曜よう石せきのように無機質な瞳は、無む垢くで残酷な光を帯びていた。有り体ていに言えば、彼はそのグルカ兵を大いに気に入ったのだ。

  「分かったよ、アグニ。それでは君に、世界が気き紛まぐれで産み出した怪物と戦う機会を与えようじゃないか！」

  　炎神アグニ──ヒンドゥー教における神の名だ。二つの顔と四本の腕を持ち、炎を司つかさどる猛々しい神。

  　その名を冠した、最強無比のグルカ兵。赤あか神がみ楼ろう樹きと真っ向から戦えるのは、彼以外にいないだろう。折れたククリナイフを手に、ケモノガリはどこまで立ち向かえるだろうか？

  「ああ、見てみたいけど見たくないなぁ、この二人の戦いは！」

  　アストライアは両手を広げ、大おお仰ぎような仕草で嘆いた。
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    ──ローマ　フォッサ通り
  


  　……ようやく炎で焼けたロザリオを手に入れた。これで三つ。まだ残り九つもあるのに、僕はひどく疲ひ弊へいしていた。だが、立ち止まるわけにはいかない。戦い続けなければならない。この戦いが終わってあやなの無事を確認できたら、一日──一時間でもいい。休もう、ただ休もう。

  　それから、セシリアにバイオリンを弾いてもらおう。戦場の兵士すら心を動かしたバイオリンだ。きっと良い音色に違いない。

  「……ああ、畜生。下らないことを考えた」

  　壁に頭を打ちつける。痛みと衝撃で、どうにか自分を取り戻す。

  　殺し合っている最中に、夢想のような未来を思い浮かべるな……武器を振るう腕が鈍るだけだ。僕は脳内にローマ市内の地図を描き、これからどこに進めばいいかを思考する。

  　と言っても、現状、目的地らしい目的地はない。それより、必要なものは情報だ。

  　耳を澄ます──聞こえるのは、ただひたすら陰惨な即興曲。

  　建物が吹き飛ぶ爆発音、明らかに狙そ撃げき用ライフルと思おぼしき銃声、絶望の悲鳴、呻うめき──。

  　なかでも大音量で曲をかき鳴らしているのは、ここから少し歩いた場所にあるスクロファ通り一帯だ。恐らくだが……例の狙撃手が、我慢しきれずに出てきたローマ市民を射殺しているのだろう。

  　──止めなければ、一刻も早く。

  　だが、そうは言っても迂う闊かつに踏み込めない。あの爆弾魔と狙撃手の二人組コンビ（もしくは指揮官を加えての三人組トリオ）の領域テリトリーに侵入することは避けたかった。あの爆発は、完全に計算し尽くされたものだった。運が悪ければ、脳天に銃弾を撃ち込まれていた可能性が極めて高い。

  　もう一つ気になるのは、シャーリーたちがサンタンジェロ城の隠し部屋で無事に過ごしているかどうかだ。サンタンジェロ城に自分たちがいたことは、恐らく露呈してしまっているはずだ。あの暗くら闇やみから隠し通路を発見する可能性は……高くはないが、決して有り得ないことではない。

  　もっとも、その場合どうするかも既に話し合っている。襲撃を受けた場合はシャーリーをリーダーとして、城から脱出。以降は連絡手段を確立させ、状況によっては一時的な合流なども視野に入れて動くこと。無線機を手に入れた場合の連絡はこう、待ち合わせ場所はここ──と、大おお雑ざつ把ぱながら決め事をしていた。

  　深呼吸。……嫌な予感がする。第六感が、何とはなしの警報を鳴らしている。それがイヌガミに対してなのか、シャーリーたちに対してなのか、そこまでは分からない。ともあれ、できるだけ速すみやかに連絡手段を確立させるに越したことはなさそうだ。

  　連絡手段……通信機能はほとんど断たれている。スマートフォンを確認してみるが、通信は回復していない。

  　もっとも、このスマートフォンはアストライアから送りつけられた忌いまわしい小道具だ。何か仕掛けが施ほどこされているのかもしれない。

  「……ぅぅ、ぁ……ぅ……」

  　呻うめき声に、僕は一旦考え事を頭の隅に追いやった。誰かが悲痛な声をあげ、助けを求めているらしい。敵でないことを祈りつつ、傍そばに近付いたが──。

  　何だ、と思わず失望の声を上げた。彼の右手には、焦げて破損したアサルトライフル。体の半分が焼け爛ただれており、手の施しようがないのは明らかだった。このローマを占領していた陸軍──〝クラブ〟のスタッフのようだ。

  　恐らく、ナパームゴーストの炎に巻き込まれてしまったのだろう。

  　彼は必死の形相で、訴えかける。

  「……ろ……し、て……」

  　──殺して、か。

  　見捨ててもよかった。彼はきっと、命いのち乞ごいを嘲ちよう笑しようして生命を愚ぐ弄ろうして生きてきたに違いないのだから。

  　しかし、火傷やけどは苦痛だ。炎に炙あぶられる痛みは想像を絶する。涙を浮かべ、必死になって殺されることを願う彼を見捨てるのも、少しだけ後味が悪い。

  　僕が誰かも分かっていないのだろう、慈じ悲ひが欲しいと心から願っている。

  「……」

  　嘆息。僕は人間一人の命を、速やかに奪った。憤ふん怒ぬからではなく、義務からでもなく、ただの慈悲によって。生まれて初めての行為かもしれない。棒手しゆ裏り剣けんを心臓に刺し込んだ。

  　刃が命を抜き取った瞬間、名もなき兵士は確かに──感謝の瞳で、僕を見つめていた。

  　……死んだ後のことまで、どうにかしようという気はない。僕は僕なりに慈悲を与えた。それだけで充分だろう。

  　死者となった男のレザーベルトに吊つるされたホルスターがふと目についた。形状からして、拳銃の類たぐいではない。ホルスターから抜き取ってみると、携帯無線機だった。緑色に発光するディスプレイは、夜間でも視認性が高い。

  　たまには幸運が巡ってくるものだ。僕は周波数を指定のものに合わせ、通信を受信する……よし。聞こえた、シャーリーの声だ。

  《こちらタンゴ・ブラボー・アルファ・ブラボー・エコー・リマ。応答お願いします。こちらタンゴ・ブラボー・アルファ・ブラボー・エコー・リマ……》

  　ガラスが、流れ弾か何かで破損して侵入が可能になっていたドラッグストアに入り、鎮痛剤やら消毒液やらを漁あさりながら、その無線に応じることにした。

  「こちらロキ。極めて明瞭に聞こえているファイブ・ナイン。どうぞ」

  《こちらシャーリー。こちらもファイブ・ナインよ。さて、こちらは『一応』全員無事。逃げに逃げて、どうにか隠れたところ》

  「そうか……無事ならいい。逃げたってことは、襲われた？」

  《ええ、娯楽提供者エンターテイナーにね。二人襲ってきて、一人は死んだと思うわ》

  「いいニュースだ。僕は……一応、三人斃たおした。だから残り八人」

  　厳密に言うと、あの二人は僕が殺したのではないが。まあ、ロザリオを手に入れたので問題はあるまい。

  「……あ、そうだ。ロザリオ持ってる？」

  　娯楽提供者エンターテイナーが持っているロザリオが、こちらの勝利条件だ。手に入れなければならないのだが──。

  《ロザリオ？　……ああ、ごめんなさい。逃げるのに夢中で、それどころじゃなかった》

  「そうか……いや、無理しない方がいい」

  　サンタンジェロ城に取りに戻るしかないか……ロザリオが残っていれば、だが。ともあれ僕は消毒液、軟なん膏こう、抗生物質、包帯、それに糸と針を使って、治療を開始した。

  《それより、イヌガミと合流はできた？》

  「……いや。少し、嫌な予感がする」

  　シャーリーたちが全員無事だというのであれば、あのとき抱いた嫌な予感というのは──。

  《心配だけど、今はどうしようもないわ。少し話したいことがあるの》

  「何……？」

  　引き攣つるような火傷やけどの痛みを堪こらえつつ、抗生物質入りの軟膏を塗布してから包帯を巻いた。直撃せず、重度の火傷ではなかったせいだろう。痛みは次第に和やわらいでいった。

  《ロベルティ枢すう機き卿きようについてよ。どうして彼の名前が、リストにあったのか》

  「……ああ」

  　腕や足を曲げ伸ばしして、確認。軽い痛みだ、これなら全力で戦っても何の問題もない。

  《色々とお話を伺ったわ。彼は本気で〝クラブ〟について何も知らなかった。それは噓うそじゃないと私は判断する》

  　シャーリーお得意の尋問術か。彼女も僕同様に、枢機卿を信用することにしたらしい。

  「だが、そうなると……リストに名前が掲載される理由が、分からない」

  《そうね。あくまで仮定の話だけど。リストそのものが間違っていた……というのが、一番安易かつ妥当な結論ね》

  「それは僕も考えた。手っ取り早いけど、色々と無理が出てくる」

  　たとえば、僕が今まで殺した会員メンバーたちは、いずれもクラブのことを理解していたし、悪趣味なコレクションを所有していることもあった。シャーリーが調べてみると、後ろ暗い話が出てきた人間もいた。

  《そうね。では別のアプローチ。枢すう機き卿きように関わりのある誰かが、彼の名前をリストに載せた》

  「理由は？」

  《怨えん恨こんか祝福のどちらか。……苦しいかしらね》

  「……苦しいな。あのリストは公開されているものじゃない。枢機卿が〝クラブ〟のメンバーになっていたことなんて、組織の中枢を除けば誰も知らなかったと思う」

  《でも、誰かが彼の名前をリストに載せた。歪ゆがんだ善意か、純粋な悪意かまでは分からないけれどね》

  「枢機卿に関わりのある誰かというと、やはりバチカンになるんだろうか」

  《どうかしら。ロベルティ枢機卿ともなると、あちこちを飛び回っていて顔は広いわ。敬けい虔けんな信徒から、無神論者までね》

  「ふむ──」

  《……だけど、枢機卿はこう言っていたわ。『私が根ざしているのは、やはりバチカン以外にない。もし、私が闇の世界アンダーグラウンドとの関わりを示し唆さされているとするならば──バチカン銀行のせいかもしれん』って》

  「……銀行？」

  　どうして銀行なんて単語が出てくるのだろうか。

  《ねえ、楼ろう樹き。バチカンにも銀行があるって知ってる？》

  「いや……」

  　それは、知らなかった。いや、どれほど小さくとも国である以上はあって然しかるべきだと思うが……。

  《そう。バチカン事業運営公社。役割はバチカンの資金調達及び管理運営。別名──『神の銀行』。大変に立派な名前で結構だけど、同時にバチカンの闇やみと呼ばれることもあるわ》

  「どうして？」

  《……イタリアに存在するマフィアと深く関わりがあるからよ》

  　バチカンの財産は、美術館に存在する天文学的な価値を持つ芸術品と、世界に十億いると言われている信徒たちの寄進だ。事業運営公社は、その莫大な財産を各国の投資銀行で運用し、資金調達を行っている。

  　ここまでならば、何もおかしいことはない。……だが、ここにイタリアのマフィアが関わっているとなると、話が複雑になってくる。バチカンの資金運用に乗じ、イタリアの投資銀行をトンネルとして彼らのアンダーグラウンドマネーの資金洗浄ロンダリングを行っているという[image: ]うわさが絶えないらしい。

  《かつて、このバチカン銀行の改革に乗り出した教皇は在位一か月で何の兆候もなく死去したわ。その際、バチカン銀行の総裁であり、資金管理の権力を握っていたマーロー大司教が奇妙な行動を取っていることが目撃されている》

  　教皇ばかりではない。このときは、投資先だったイタリアの銀行総裁を含めた関係者が軒並み変死。次代の教皇は改革をすることなく、マーロー大司教を総裁から更迭することもなかった。

  　バチカン事業運営公社こそは、バチカンの影であり闇やみ。血塗られた歴史を今も連綿と受け継いでいる組織であると見なされている。

  「枢すう機き卿きようは──」

  《そう。ロベルティ枢機卿は秘密裏に、バチカン銀行の改革を進めていた。まだ信頼できる者を事業運営公社に派遣して、調査している段階らしいけど》

  「バチカンの銀行については、大体よく分かった。でも、それが一体──」

  《バチカン事業運営公社こそはつまり、おおっぴらに汚れた金を洗浄できる場所。使途不明の資金も見み逃のがされる、闇の聖域。……ここに〝クラブ〟が関わっているとは思わない？》

  「……何だって？」

  《実際の話、ＣＩＡカンパニーでもバチカンの資金運用に関してはその中身を摑つかめてなかったの。マフィアのマネーロンダリングや不正融資があることくらいは分かっていた。でも、その程度では有り得ないほど莫大な使途不明金は、一体どこに消えていたのか皆目検討がついていなかった。アメリカでも、ヨーロッパでも、アジアでも、中東でも、アフリカでもない。そのくせ、いくら調査を進めても藪やぶの中だった。だから、もしここに──国家を超越した権力を有する〝クラブ〟の存在が関わっているとなると、話は一変するわ》

  　無線機にヒビが入るくらい、強く握り締めた。未いまだその全ぜん貌ぼうが隠された〝クラブ〟──その手掛かりを、摑めたのか？

  「実際の話、可能性としては高いのか？」

  《現時点では、何とも言えないわね。それに、この話は〝クラブ〟とロベルティ枢機卿の関わりがある可能性を示し唆さしただけ。リストに名が掲載されていた謎は解けていない。枢機卿は、あくまで自分が命を狙ねらわれるに足る理由を教えてくれただけだから。関係ないかもしれない、あるかもしれない》

  「それでも。それでも──そこから、突破口が開ける可能性がある」

  《──その辺りも調べるために、一度バチカンに戻ろうと思うの。どのみち、ＶＳＳバチカンシークレツトサービスと合流して二人を保護してもらわないと》

  　なるほど、シャーリーの提案はもっともだ。娯楽提供者エンターテイナーに遭遇さえしなければ、ローマが混乱している今がチャンスだろう。

  「それはもちろん問題ないと思うが……すまない、その前に少し力を貸してほしい」

  《あら珍しい。どうしたの？》

  「二人組……いや、三人組だと思う。仕掛けた爆弾で標的を追い詰め、別の人間が狙そ撃げき用ライフルで仕留めるって戦術をとっている娯楽提供者エンターテイナー。あれは一いつ朝ちよう一いつ夕せきの作戦じゃない。幾度となく同じ戦術を取って、極めて練り上げられているようだ」

  《爆弾での誘導から、狙撃？　……数年前にいたわね、そんなテロリストが》

  　シャーリーの声が、無線機越しでも苦々しいものに変わったのが分かった。

  「名前は？」

  《通称『オーケストラ』。指揮者マエストロ・爆弾魔チエリスト・狙撃手バイオリニストの三人で構成された暗殺集団。悪名高いブラウンプレスクール爆破事件の実行犯と目されているわ》

  「……どんな事件？」

  《聞くと、肩に余計な力が入るわよ。三歳から五歳までの子供たちが通うプレスクールを襲撃。爆弾と狙撃銃で百二十六人の子供を虐ぎやく殺さつしたの。理由は、彼らが富裕層の子供だったから。彼らが大人になることが、罪深かったらしいわよ。……落ち着いてる？》

  「……大丈夫、落ち着いているさ」

  　ああ、まったくもって僕は平静だ。どの道、殺すのだ。相手を必要以上に憎悪したり、蔑さげすんだりすることはない。速すみやかに、鋼鉄の克こつ己き心しんをもって殺してやる。

  《ならいいけど。それからもう一つ、アジトを摑つかんだスコットランドヤードが投入した対テロ部隊を壊滅させたって事件があるわ》

  　彼らの組織に潜入させていたもぐらスパイにより、最優先対象であるオーケストラの居場所が判明。スコットランドヤードは、対テロ部隊を彼らが住むという雑居ビルに突入させた。

  　だがその情報は別のスパイによって報告されており、彼らは自分たちが住んでいた雑居ビルを部隊が突入したと同時に爆破。更さらに、周囲のビルを爆破して窓ガラスを降らせることにより、後方支援に控えていた警官たちも殺害。ほぼ同時刻に、狙撃手がスコットランドヤードのビル内にいた警視総監を射殺。

  　英国の警察組織に大混乱を巻き起こし、彼らはそれ以降の消息を絶ったという。シャーリーの話を最後まで聞いて、僕は厄やつ介かいだなと舌打ちした。

  《うん、そうね。一対一なら多分楼ろう樹きの敵じゃない。でも、あれは三人揃そろうことで相乗的な力を産む地獄の門番ケルベロスのような怪物。私の手助けを求めるのは良い判断ね》

  「ありがとう。僕はどうすればいい？」

  《そうね。彼らが根城としている領域は分かるかしら？》

  　僕は爆発に巻き込まれた通りの名を伝えた。彼女と共に、オーケストラを手早く、そして確実に仕留めるための作戦を練り上げる。

  　三十分後に計画を実行することに同意した。

  《ええと……ああ、ちょっと待って。セシリアに代わるわ》

  　セシリアに？　何かあったのかと思いつつ、僕は無線機を持ったままじっと待機する。

  《あの……楼ろう樹き、さま。えっと……ど、どうぞ》

  　ぼそぼそと、何とも緊張した声色。どうぞ、が上うわ擦ずっているのが少し可愛かわいらしい、などと下らないことを考えた。

  「聞こえるよ、セシリア。何かあった？　ええと、どうぞ」

  《ご無事……なのですよね？　どうぞ》

  「ああ、軽い火傷やけどを負ったくらいで命に別状はないさ。どうぞ」

  《火傷は、痛いですよね。わたくしも何度か経験があります。……あ、ど、どうぞ》

  　慌ててどうぞ、と言う彼女が何となく面白いけどそろそろいいだろう。

  「どうぞはつけなくていいよ。逃げてきたってことだけど、セシリアは怪け我が、ないよね？」

  《ええ。ただ、間近で何かが爆発する音が聞こえたので……ちょっと、耳鳴りがします》

  「大丈夫……なんだね？」

  《昔はよく聞いていましたから》

  　さらりと、彼女は告げた。どこで聞いていたかなど、問うまでもない。

  《そうだ。ええと、楼樹さま。一つお願いが……》

  「うん、何？」

  《以前、枢すう機き卿きようについてわたくしが語ったことは、お忘れください。やはり、ただの勘違いだったようです》

  　セシリアが語ったこと──ああ、アレか。ヴァレリオ・ロベルティが刹せつ那なだが強烈な悪意を自分に叩たたきつけた、という話。

  「疑いは晴れたんだ？」

  《ええ。……あの方は、紛れもなく善良な方です。世界の悲しみも、人の喜びもよくご存じです。疑っていた自分が、恥ずかしいくらいです》

  　勘違い、ということなのだろうか。……それだけではないかもしれないが、ともあれ彼の疑いはほぼ完全に晴れた、と見なしていいか。

  《……》

  　不意の沈黙。どうしたの、と尋ねると彼女はひどく悲しげに呟つぶやいた。

  《悲鳴が聞こえました》

  「……誰の？」

  《人の、悲鳴です。こうしている間も、誰かが死に、誰かが嘆いている。それを止められないことを、枢機卿も悲しんでおいでです》

  　確かにそうだ。事ここに至っては、祈りは役に立たない。祈りは死の恐怖を救ってくれるだろうが、死そのものへの対抗手段ではない。

  　これが第三者の争いならば、彼も身を投げ出すだろう。だが、彼は当事者だ。彼の命を狙ねらう者がいる以上、おいそれと顔を出すわけにもいかない。

  「僕が、止めてみせる」

  《……どうか、どうかご無理をなさらないでくださいね》

  　素直に礼を言った。そして、こんな状況に巻き込んだことを申し訳ないと思う。

  「ありがとう。君こそ、無事でいてほしい。……でも、君には神様がついてるか」

  　そう言うと、セシリアはくすりと笑った。

  《いいえ。神が見守るのは、わたくしだけではありません。楼ろう樹きさまにも、神がついていらっしゃいます》

  　──それは、死に神だろうか？　などという不ふ穏おん当とうな発言をすんでのところで抑え込んだ。

  「ああ。それは心強い」

  《そして、わたくしもまた祈っております。楼樹さまの無事を、心から》

  　あまりにも、あまりにも人間らしい言葉。

  　彼女の優しさはさながら毒のように、僕の体に染み渡る。

  「ありがとう。なら──」

  　だから、思わず口を滑らせてしまった。

  「この一件が片付いたら、君のバイオリンが聴いてみたい」

  《まあ。……え、ええと。わたくしのバイオリンなどでよろしければ……いつでも》

  　未来を想い、夢を見る。果たして今の僕に、それが許されるのか？　許されるはずがない。それは、〝ケモノガリ〟にとって不要で不純な想いだ。

  　論理はそう告げて、その夢を捨てるように呼びかける。要らない、そんな夢は要らない。そんな願望は殺意を濁らせる。その笑顔は、戦闘能力を阻害する。

  　それでも。それでも僕は──。

  「楽しみにしている」

  　そう、ハッキリと告げた。論理を無視し、ただ自身の感情に従った──愚かにも、だ。ああ、その通り。仮にもこの僕が夢を見るなど、愚かで無様に過ぎる。

  　論理が確信的な口調で告げる。

  『お前はそう言ったことを、必ず後悔する』

  

  　──そして、セシリアとの会話から三十分後。僕とシャーリーは作戦を決行した。狙うは、外げ道どうのテロリスト集団〝オーケストラ〟。

  　速すみやかに、冷徹に、残酷に彼らの首を狩り取ろう。彼らが恐怖で震ふるえるように、彼らが殺あやめた無む垢くな魂が、少しでも慰められるように──彼らを徹底的に狩り取ろう。
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  　娯楽提供者エンターテイナーオーケストラ──末弟であるエストールは奇妙に冷えた空気を敏感に察知した。

  「殺意の臭においだ」

  　無論、実際に嗅きゆう覚かくを使用しているわけではない。彼はただ、自身の領域テリトリーと定めた場所に不穏な気配が漂うことを、第六感で察知しているだけだ。

  　先ほど、赤あか神がみ楼ろう樹きの行動パターンを読み切って攻撃を仕掛けたまでは良かった。だが、予想以上のスピードと立ち回りに、傷一つつけられずに逃げ切られてしまった。

  　それでも、彼の走力や跳躍力、そして思考パターンは掌握した──今度こそ、自分たちの芸術的な殺人交響楽を喰くらわせてやる。オーケストラたちはそう決意していた。

  　だが、彼は一向にこちらへ接近しない。人質が存在する以上、自分たちと殺し合わないわけにはいかないはずなのに。臆おく病びよう風かぜに吹かれたか？　あるいは、最後に雌し雄ゆうを決する相手と自分たちを定めたのか？

  　そうであればいいと願っていたが──焦じれたのか、あるいは稚ち拙しつな策を捻ひねり出したのか。

  「来たな……」

  　赤神楼樹が、自分たちの領域テリトリーに再び踏み込んできた。彼とて、ここが死地であることくらいは感じ取っているだろう。つまり、彼は決死の覚悟で戦いを挑んできたということになる。

  「爆弾魔チエリスト、赤神楼樹が来た。爆弾の準備はいいか？」

  　エストールの言葉に、無線機から粗暴な男の声が響いた。

  《もちろんだ、指揮者マエストロ。誘導経路は再構築済みだ。起爆のタイミングは──》

  　爆弾魔──オーケストラの次男、ケチュア。兄弟の中では一番図体が大きく、外見的にいかにも鈍にぶそうな男という印象を受けるが、実際には一番手先が器用で、繊せん細さいで、尚なおかつ慎重に物事を運ぶ男だった。

  「起爆のタイミングは、一秒速めてくれ。先ほどと同じタイミングで爆発させても、間かん隙げきを突いて逃げられる可能性が高い」

  《了解だ兄弟。これまでの最高記録だな》

  「ああ。欠片かけらも油断しないでくれよ、爆弾魔の兄貴。あの男はこれまでで最悪にして最強の標的だ。戦闘能力は、軍の一個中隊に匹敵すると思ってくれ」

  《我わが弟にしては、珍しいジョーク──》

  「ジョークじゃないさ。あの男の筋力・精神力・耐久力・走力、その他全ての能力値パラメータを考慮した上での結論だ」

  《……オーケー、分かったよ我わが弟。お前の言うことに、間違いはない》

  　エストールは満足げに頷うなずいた。これが赤の他人であれば忠告を聞くことなく、油断していただろう。だが、彼らは実の兄弟であり、プライベートでも仕事上においても極めて親密であったし、互いに互いの命を預けていた。それ故ゆえに末弟であるエストールが、無茶で意味不明な命令を出しても彼らは納得し、従ってくれていた。

  《指揮者マエストロ。こちら狙撃手バイオリニスト、俺はどこで狙ねらえばいい？》

  　ケチュアとは異なる、冷え切った鋼鉄のような声。狙撃手バイオリニスト──長男のパオラッドである。

  「狙撃手が今いる場所は、サンタクローチェ教皇大学の屋根だったな？　オーケー、そこから北東、スクロファ通りに面したカンパーナ・マンションに移動してくれ」

  《了解だ、指揮者マエストロよ》

  「一つ、狙そ撃げきは頭を狙わないでくれ。それよりは胴体だ。当てやすい方を狙ってくれ」

  《……》

  　パオラッドが沈黙した。彼の好みは頭部狙撃ヘツドシヨツトである。胴体を狙え、というのは彼に娯楽提供者エンターテイナーとしてのプライドを捨てろと言っているも同然だ。

  　本来なら、当然拒む。拒まずとも、黙って頭部を狙う。そうしたとしても、末弟であるエストールは笑って許していただろう、今までならば。

  　だが、今回ばかりは許すわけにはいかない。頭部狙撃では、躱かわされる可能性が高い。となれば、狙撃の確率を高めるために胴体を狙わなければならないのだ。やはり、最後の最後で頼りになるのは、長男の銃弾なのだから。

  「頼む、兄さん。……赤あか神がみ楼ろう樹きを斃たおすために、俺は全力を尽くしたいんだ」

  　末弟の必死な言葉に、パオラッドも折れた。

  《分かった、我が愛しき弟よ。ヘッドショットではなく、胴体を狙おう》

  　その返答に、末弟であるエストールは胸を撫なで下ろした。やはり兄弟はいい、こういうときに余計なプライドを持ち出したりなどしない。生まれてからずっと、三人で過ごしてきたのだ。だから、絆きずながある。信頼がある。

  「助かったよ、兄さん。それから一発目は、避けられるという前提で動いてくれ。もちろん兄さんの腕を信用していないわけじゃない。だけど、分かってほしい。相手は怪物だ、銃弾を避よけ、銃弾を弾くバケモノなんだ。あのアストライアのようにね。分かるだろ？　だから──」

  　兄への指示を終わり、無線を切ったエストールはほくそ笑みながらタブレットＰＣをそっと指でなぞる。監視用カメラの映像が映し出され、赤神楼樹がその姿を現す。装備品は変わらず、パオラッドの狙撃銃レミントンＭ７００に対抗できそうな銃火器は持ち合わせていない。

  　もしかすると、拳銃程度ならば手に入れているかもしれない。だがそんな武器では、狙撃用に最適化カスタマイズされたライフルに敵かなうはずがない。

  　エストールは真っ白い頰ほおにとんとんと指を当てつつ呟つぶやいた。

  「さて……どうする気かな？　赤あか神がみ楼ろう樹き」

  　次に赤神楼樹が取った作戦は、愚ぐ者しやの誹そしりを免まぬがれないだろう。

  「なに──？」

  　唐突に、走り出したのだから。
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  《いい？　楼樹には、先ほどと同じ通りを突っ走ってもらうわ》

  「それは構わないけれど、目的は？」

  《そりゃ。狙そ撃げき手の位置を特定してスナイプするのよ》

  　スナイパーライフルによる狙撃は死に神に出くわすようなものであり、まともな人間であるならば為なす術すべはほとんどない。僕も、殺意に気付くのは狙撃直前だ。ほんの少しでも油断していたり、体勢を崩していようものならば、たちまち脳をごっそり削り取られるか、あるいは心臓を穿うがたれて──死ぬ。

  　だが、それでも直感と幸運が良い方向に働いて躱かわしきれば、起死回生のチャンスが生み出される。スナイパーライフルは、どうしても機動性が鈍い。連射ができるわけでもない、そして何より一度撃てばどこから狙撃したのかが分かってしまう。

  　建物の内部に逃げ込まれたり、スコープで捉えきれない場所に移動されればそれで終わりだ。無論、スナイパーは狙撃した場所を変えればいい。だがそうなると、狙撃するための環境を一から構築する必要がある。つまるところ、狙撃は圧倒的有利な攻撃手段であるが──それを凌しのげば一転不利に陥るということだ。

  　とは言え、僕とシャーリーにはスナイプを行うにあたり、最低限の条件すらもクリアしていなかったのだが。

  「銃がないだろ。拳銃じゃダメだ」

  《ああ。工夫次第なのよ、こういうのは》

  　どう工夫すれば、ありもしないライフルが手に入るのだろうか。

  「自作の弓矢とかじゃないよな？」

  《アーチェリーは苦手じゃないけど、得意というわけでもないわ。そんなものを使う気はないから安心なさい》

  　そうは言っても、不安が残る。まさか、とは思うが……投石器スリングで立ち向かおうとは思っていないだろうな。

  《まあ、いざとなったら投石器スリングを使うかもしれないけど。とりあえず、最初はちゃんとした銃を使うこと前提の作戦よ。黒こく槍そう騎士団が装備していたライフルを使うわ》

  　バレットＭ95……黒槍騎士団が、バイクに接続していた対物ライフルだ。元より、軽装甲車やヘリコプターを射撃するために開発された代しろ物ものだ、人一人を撃つには充分な破壊力がある。

  　だが、それには一つ問題がある。

  「でも……使えないだろう？」

  　彼らの銃火器には最新式の指紋認証システムが組み込まれており、その一切は使用できない。僕の言葉にシャーリーは笑って言った。

  《安心なさい。裏技を考えついたわ。いい？》

  　シャーリーが軽快に喋しやべった『裏技』は何と言うか、思いつかないというよりは思いついてもやらない類たぐいの代物である。だが、背に腹は代えられない。それでいくしかなかった。

  　……と言っても、スコープを装着していない対物ライフルとスナイパーライフルでは精密性が桁けた違ちがいだ。威力は勝っていても、スコープがなければ肉眼で撃てる距離まで接近しなくてはならない。

  　したがって、シャーリーがカウンタースナイプを成功させるためには、有効射程距離まで狙撃手バイオリニストに接近し──なおかつ、相手に気付かれてはならないのだ。

  　付け加えるに、シャーリーは暗視装置ナイトビジヨンへの対策も行わなくてはならない。暗視装置には、一般に可視光を増幅する微光暗視方式と熱の放射を測定する遠赤外線方式があり、最新世代の装置ならばそれらを併用することができる。

  　どちらも闇やみを崩ほう壊かいさせ、夜に潜ひそむ者を駆逐するには充分な代物だ。

  「暗視装置への対策は？」

  《それも、何とかするわ……何とか》

  　少し不安だが、それを言ってしまっては始まらない。僕とて、爆弾が立て続けに爆発する中、突然襲いかかってくる銃弾を躱かわし続けられるかどうか、いまいち自信がない。無論、やらなければならないならやるが──それ以外の策を弄ろうすることができるなら、それを選ぶに越したことはない。

  

  

  　そして──結局それ以外の策は見つからず、僕は疾は走しっている。否いな、ただ足を動かすだけではない。球体ボールのように跳躍し、建物の壁を蹴けって走った。

  　既に、オーケストラの殺戮領域キリングフイールドに侵入しているため全身が敵意に晒さらされているのをひしひしと実感する。立て続けに、僕の周囲でありとあらゆるものが爆破される──前方で爆発が起き、反射的に立ち止まりかけた。

  　道路の両脇に停車していた自家用車が爆発──宙を舞う。

  　──どうする？

  　論理が向かうべき道筋を指し示し、本能が取るべき行動を指し示した。論理は路地裏に逃げ込めと言っている。そして、本能はそのまま真っ直すぐ突っ切れと告げている。

  　刹せつ那なの選択──僕は本能を選び、立ち止まることなく直線を突っ走る。

  　先ほどより爆破の間隔が短い、まるで僕に合わせたかのようだ……実際そうなのかもしれない。オーケストラのリーダーである指揮者マエストロは、爆弾魔チエリストと狙撃手バイオリニストを完全に、そして精密に操作コントロールする怪物なのだとか。

  　壁を蹴けることすらもなく、ただ愚直に真っ直ぐ──落下する車に向けて、突き進む。吹き飛び、落下する車の下を走り抜ける。これは、指揮者マエストロの想定外の行動だっただろうか？

  　ずん、と全身に衝撃めいた殺意が襲いかかってきた。重く、熱く、そして腹部に響く。

  　狙撃手バイオリニストの、一発必中の狙そ撃げき。恐らく、僕の走る速度も計算に入れて彼は撃つだろう。僕の行動は全て、指揮者マエストロの想定内だったということか。

  　こちらに有利な条件はただ一点、殺気を感じ取ることで攻撃の起点を読み取れるということ。

  　だが、それ以外のアドバンテージは存在しない。狙撃手バイオリニストはこれが二度目の戦闘である以上、僕の行動をある程度は読み取っているだろう。音速を超えて飛来する銃弾を、行動を読み取られたまま躱かわす術すべはない。

  　もしそんな奇跡があるとすれば、第六感。直感で決めて、直感で動く。ただそれだけだ。

  　最も早はや祈ることすらもなく、ただ己おのれの命を擲なげうつ。胃袋を冷たい手で握り潰つぶされたような感覚に腹部を狙ねらわれたと確信する。

  　本能に従い──体を捻ねじりながら、跳躍した。無理矢理折り曲げた肉体が、その強烈な負荷に悲鳴をあげる。うるさい黙れ、死ぬよりはマシだろう。

  　殺意が収束し、放たれた。

  　一瞬のようでもあったし、やけにのろのろとしていた気もする。僕の体を斬きり裂いた銃弾は、凍りつくように冷たかった。

  　だが、傷口はたちまち燃え上がるように熱を帯び始めた。苦痛を堪こらえ、悲鳴を押し殺す。

  　着地したものの、膝ひざをついた。再び走り出すのに、四秒──否いな、五秒はかかる。ボルトアクションでも、二発目を撃ち放つには充分な余裕があるだろう。

  　次弾を躱しきれるか？　その次の銃弾は？　その次の次は？　……今は考えるな、と不穏な思考を即座に切り捨てたところで、愕がく然ぜんとした。

  　ほとんど間かん髪はつ容いれず、僕に向けて殺意が収束する──信じられない、ロビン・フッドより速いじゃないか。まるで、躱されることを最初から分かっていたとしか思えない！

  　本能が凄すさまじい勢いで警鐘を打ち鳴らし、僕に動けと絶叫する。言われるまでもない、僕は激痛を堪えて、無理矢理体を動かした。

  　銃弾は、正面やや上から。またも腹部を狙ってきた。

  　苦痛の絶叫を押し殺しつつ、僕は勢いよく横に跳んだ。足首が斬り裂かれる──血が飛び、意識が喪そう失しつしかかる。だが、その痛みより何より間近に迫った『死』への警告で、脳が圧迫されていた。

  　まずは脚を動かせるようにするのが先決だ。とにかく、狙撃手バイオリニストの手から逃のがれなくては話にならない。

  　アスファルトを踏み締める。足が千切れていれば、それすらも不可能だったが──幸運なことに、足はまだくっついている。

  　一秒以内に走らなければならないが、僕は走ることができるだろうか？　立ち止まることなく、躊躇ためらうことなく、この大通りを駆け抜けることができるのか？

  　焦しよう燥そうと懸け念ねん、恐怖と絶望を呼気と共に排出して。僕はもう一度走り出す──まだか、まだかシャーリー！　こっちはいつまでも保たないぞ……！
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  　スクロファ通りを曲がり、ルバ通りへと向かってしばらく進むと開けた空間が現れる。ボルゲーゼ広場と呼ばれているそこは、普段なら骨こつ董とう市が開かれて賑にぎわう場所だ。だが外出禁止令が敷かれている今は、ひっそりと静まり返っている。

  　広場に面しているのは、ボルゲーゼ宮。シャーリーはバックパックと対物ライフルのバレットＭ95を背負うと、窓枠や街灯を使いながら屋根まで上っていく。

  　ライフルは、黒こく槍そう騎士団のバイクから奪い取ったものだ。ご多分に漏もれず、これにも指紋認証による電子ロックがかかっている。銃ひき爪がねを引く人差し指以外の指で、グリップを握ることで認証される。

  　わずかな壁のでっぱりに指をかけようとして、つるりと滑る──彼女は慌てず、下にあった窓枠を摑つかんで体勢を立て直した。心臓の鼓動は、その状態でも平静を保ち続けている。自身の心が、空中を遊離しているような感覚──さながら、今のシャーリーは自分という肉体を操作するゲームプレイヤーだった。

  　彼女は予あらかじめ、黒槍騎士団から拝借したライダースーツを装着し、フルヘルメットを被かぶっている。さらに暗視装置ナイトビジヨンによる熱放射を防ぐため、十五分間その状態で、近くの精肉店にあった業務用冷凍庫（電源は切断されていたものの、冷凍庫内部の温度はさほど上昇していなかった）の中で待機していた。

  　──焦あせらず、ゆっくりと、静かに。

  　完全に冷え切った体では、動くことすらも億おつ劫くうだった。だが急げば体温が上昇し、冷やしたライダースーツが台無しになってしまう。

  　思っていた以上に時間がかかったものの、シャーリーはどうにか屋根まで上り切った。一息つく間もなく、バックパックから男の手首を取り出す。言うまでもなく、黒こく槍そう騎士団の死体から切断したものだ。

  　指紋認証をクリアするため、シャーリーは〝彼〟に銃を握ってもらうことにしていた。グリップは彼が握り、銃ひき爪がねだけは自分で引く。

  　残り時間五分。今のところは予定通り、あとは隠れ潜ひそんでいる狙撃手バイオリニストを捜すだけだ。だが、ここで動くわけにはいかない。暗視装置ナイトビジヨンで、微光暗視方式に切り替えられた場合、体温が下がっていても動いただけで酷ひどく目立つ。

  　ヘルメットのバイザーを上げて目を皿のようにして観察するものの、所詮は平均的な人間の目だ。

  　──やれやれ。贅ぜい沢たくは言わないから、梟ふくろうの目が欲しいわ。

  　苦笑しつつ、それでも彼女は狙そ撃げきの一瞬を見み逃のがすまいと伏せた姿でじっと待つ。

  　残り一分半。心の中に生まれた焦しよう燥そうを、どうにか押し殺す。ゆっくりとした動作でバレットＭ95を構え、グリップを死体の手で握らせた。そして死体の手を覆おおうようにライフルを握り、人差し指をトリガーガードに添わせた。

  　零ぜろになった瞬間、爆発がスクロファ通りで起こった。だが、シャーリーはそれに一握りの関心も向けない。今の彼女にとって、この爆発の後にリアクションを起こす狙撃手バイオリニストこそが全てだ。

  　──さあ、撃ちなさい。

  　赤あか神がみ楼ろう樹きは、最初の一発ならば致命傷を喰らわないと告げた。その言葉を、もちろんシャーリーは信じている。

  　故ゆえに、その一発で狙撃手バイオリニストを捜索。マズルフラッシュの場所から、どこにいるのかの見当をつけ、そして防弾チョッキなど歯し牙がにもかけない威力を誇る対物ライフルで跡形もなく吹き飛ばす。

  　爆弾が立て続けに破裂した、空気の震動がこちらに伝わってくる。呼吸は変わらず冷静、心中の焦あせりはまだ低域を保持している。

  　もし、自分が狙撃手バイオリニストだとしたら──という前提で、彼女は狙撃場所の候補を幾つか抽出していた。ここは、その狙撃場所を全て見渡せるという点で絶好だ。

  　──いつ。果たして。どこに。一体。どうやって。どんな風に。

  　爆発が止やむことはない。恐らく、爆弾は赤神楼樹が向かう先その悉ことごとくに仕掛けられ、爆発し続けているだろう。戦闘において、勢いというものは必須だ。爆発が止まれば、赤神楼樹は体勢を立て直す。それは、オーケストラ側にとって望ましいことではない。爆弾は、一度爆破してしまえば、二度目はない。

  　故に。この爆破に織り交ぜるようにして、狙撃手バイオリニストは赤神楼樹に狙ねらいを定めるはずだ──。

  　そして。その刻ときは、疾風のように訪れた。

  　──光った！

  

  　全神経を銃口の先にいるであろう標的に集中、シャーリーの指が銃ひき爪がねを絞り、肩口に殴りつけられるような衝撃が走った。轟とどろいた音を凌りよう駕がする速度で銃弾が飛び出し、確かに狙ねらった場所へと着弾した。

  　そして、即座にシャーリーは察知した。

  「手応えが、ない……!?」

  　でも、今しがた確かにあの場所からマズルフラッシュが──。

  「……ッ!!」

  　ヘビー級のボクサーが突然現れ、素手ベアナツクルで彼女の腹部を殴り飛ばした。無論、ただの幻影だ。実際には、マズルフラッシュを確認した指揮者マエストロが、シャーリーの腹部に拳銃弾を撃ち込んだだけである。

  

  

  《いいかい、兄さん。例の……ＣＩＡの女。俺の分析が確かなら、彼女は絶対に兄さんを狙ってくるはずだ。だから、狙そ撃げき場所の第一候補に囮おとりを用意しておいた。狙撃の直前、スイッチを押してくれ。そうすれば──》

  　──そうすれば、必ず囮が吹き飛ばされる。後は俺に任せてくれよ。

  　エストールの言葉通り、囮がいた場所からマズルフラッシュが光ったと同時──そこにあった人形ダミーが木こっ端ぱ微み塵じんになった。パオラッドはその一切を黙殺し、二発目の銃弾を赤あか神がみ楼ろう樹き目掛けて撃ち放った。信じ難いことに、また躱かわされた。だが、足を掠かすめた。次こそは外はずさない。

  「ハハハハハ！」

  　哄こう笑しようをあげつつ、パオラッドは遊底ボルトをスライドさせ、レミントンＭ７００の薬室に七・六二ミリ弾を送り込んだ。これで三発目。

  　次こそは、腹部に当てる。……仮に外したとしても、体に損傷を与えることができればそれでいい。この殺戮領域キリングフイールドは自分たちの狩場だ。

  　パオラッドは、脳内で自身が虐ぎやく殺さつした子供たちのことを思い出して舌なめずりした。爆発炎上する建物から必死の思いで逃げ延びた子供たちの脳天を、一人一人吹き飛ばしてやった。最後に残った一人など、教師たちの眼前で頭を弾いたものだ。

  　あのときと同じだ。何が何だかも分からぬうちに怯おびえて泣き喚わめく子供たち──自分がその生命と感情を支配した。あれは、まさに神と成った瞬間だった。目の前に現れて懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明し、命令を下してやりたかった。俺が神で、俺がお前たちの命を握っていて、俺の指先一つで、お前たちは死ぬのだと。残念ながら、狙撃場所を動くなとエストールに猛反対され、遠距離からの狙撃に徹するしかなかったのだが。

  　そう、この瞬間──パオラッドは紛まぎれもなく神であった。赤あか神がみ楼ろう樹きという少年の生せい殺さつ与よ奪だつを握った、絶対的な神である。

  　だがしかし、だ。

  「……え？」

  　神を自称したいのであれば絶対的な安全圏に逃避すべきだった。神は上位の次元に存在し、下位の次元に自由自在に干渉するものでなくてはならないのだから。

  　既にしてローマは死地。パオラッドは見誤った──今この場には、神にすら傲ごう岸がん不ふ遜そんに喰くらいつく怪物がいるのだと、知っていたはずなのに。

  　突如、白びやつ光こうが出現し、パオラッドの目の前で爆はぜた。

  「いぎゃああああああああああああああああああああああああああ!?」

  　眼球が破裂したような衝撃。視界が漂白され、悶もだえて背中を丸めた。ただ単純に目を塞ふさがれたのではない。あまりにも眩まばゆい光は、思考すらも凍結する。

  「何が……!?　何が、何が、何が何が何が何が何がッ……!?」

  　パオラッドは理解ができない。こうなるに至った経緯も、自分が何をしていたかすらも。それでも、悶えているうちに最優先すべきことだけは思い出せた。

  「銃……!!　銃、銃はどこだ……！」

  　銃を手にしなければならなかった。そうでなくては、何もかもが始まらなかった。この手に銃、この手に銃を握らなければ──。

  「見つけた……！」

  　冷えた鋼鉄の感触に、腰が抜けそうなほどの安あん堵どを抱いた。

  　そして。

  「もう遅い」

  　自身の手が、靴底に踏みにじられたことを理解し──奈落の底へと突き落とされた。
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  　ローマは観光が主要産業の一つとして位置づけられている都市であり、携帯やスマートフォンなどによるデジタルカメラが主流になったとはいえ、土産物屋では使い捨てカメラがまだまだ現役で販売されている。

  　それとキッチンタイマー、マグネシウム粉、アルミニウム、キャンプ用の着火剤などを材料にして組み合わせると、簡易かつ粗悪ではあるが閃光手榴弾フラツシユグレネードを作製することが可能だ。

  　もっとも、これでは眼前でカメラのフラッシュを焚たかれる程度の威力しかない。だがしかし、狙撃手バイオリニストは暗視装置ナイトビジヨンを装着していた。さらに、彼は微弱な光を増幅させることで夜間の視覚を得る微光暗視機能へと切り替えている。赤あか神がみ楼ろう樹きの周囲では、爆弾が爆発している。その際に放出される熱を、赤神楼樹のそれと混同することを恐れたのだろう。

  　だが、元々夜の闇やみを無理矢理明るくさせているのだ。そこに、眩まばゆい何かが視界に出現すれば──安あん寧ねいの闇ではなく、苦痛の光が彼の視覚を奪うだろう。

  

  　腹部に銃弾を受け、丸まっていたシャーリーは即座に次の作戦へと移行した。そう、手製のフラッシュグレネードを、狙撃手バイオリニスト目掛けて投とう擲てきしなければならないのだ。

  　だが、そのためには一つの障害があり、それを分析して踏破しなければならなかった。

  （指揮者マエストロが、こんなに近くにいたなんて──ツイてない、じゃなくて読まれていたか。やれやれ屈くつ辱じよくだわ）

  　残る時間は数秒もない。だが、だからこそか。シャーリーの思考は目まぐるしく、光を超える速度で稼働していた。

  （指揮者マエストロは、私が死んだと思っている？　確率半々、でも致命傷を負ったと認識している可能性が高い。少なくとも戦闘能力は奪ったと考えているだろう。指揮者マエストロへの反撃を優先すべきか？　狙撃手バイオリニストへの投擲を優先すべきか？　言うまでもなく後者。指揮者マエストロへの攻撃は、恐らく何とでもなる。私が喰くらったのはスタンダードな九ミリパラベラム弾、黒こく槍そう騎士団のライダースーツ──ケブラーが中に編み込まれていた──が、防弾の役割を果たしてくれたので問題ない。次の攻撃も耐え凌しのげる可能性が高い。よし、いいぞ。では、狙撃手バイオリニストの場所は一体どこだ？　あのときのことを、冷静に思い出せ。マズルフラッシュのあと、銃声がしたはずだ。拳銃の声ではなく、スナイパーライフルの声。ああ、覚えている。それはどこから？　意外に近かった気がする──百メートル圏内だ。投石器スリングを使えば、充分に投擲範囲だ。目を開け、もうすぐ二発目の──今度こそ、狙撃手のマズルフラッシュを見届けろ）

  　二発目の銃声。これで、赤神楼樹が射殺されていれば終わりだ。だが、そうはなるまい。この程度で、彼が死ぬはずがない。

  　そして、シャーリーは確かに視認した。五十メートル先、カンパーナ・マンションの屋根。ギリースーツに身を包み、伏ふく臥がした状態で狙そ撃げきしている──見えたのはほんのわずかな間だけだが、それだけ分かれば充分だろう。

  　シャーリーは勢いよく立ち上がり、傍そばにいた指揮者マエストロが仰天するのを見た。振り向きもせずに横蹴げりを喰らわせ、怯ひるんだ隙すきに閃光手榴弾フラツシユグレネードの導線に着火。それから、投石器スリングを構えた。

  　狙ねらいを定め、調節。サンタンジェロ城で何度も練習していたおかげで、最適な投擲方法は摑つかんでいる。それでも、凄すさまじいプレッシャーがのしかかってきた。弾はこの一つだけ。オリンピックの選手が背負うのは自国と自身の名誉であるが、今のシャーリーが背負っているのは楼ろう樹きと自分自身、そしてヴァレリオやセシリア、ダスティたちの命である。

  　呼吸を整えることもなく、威勢の良い掛け声すらもなく、シャーリーは静かに閃光手榴弾フラツシユグレネードを投とう擲てきした。結果を確認するより先に、立ち直りかけていた指揮者マエストロに向き合い、足首のホルスターからナイフを引き抜いた。さすがにここまで接近すれば、彼が装着している暗視装置ナイトビジヨンなど、何のアドバンテージにもならなかった。

  　指揮者マエストロが拳銃を構えた。が、シャーリーは逆手に握ったナイフで素早く手首の部分を斬きりつける。反射的に拳銃を取り落とした彼は、それでも顔色一つ変えずに手刀をシャーリーの鎖骨に打ち込んだ。

  　痺しびれが走り、シャーリーもナイフを取り落とす。指揮者マエストロが、拳銃には目もくれずにナイフを奪い取ろうと屈かがみ込んだ。

  　ならばと拳銃に手を伸ばした瞬間、優しい死に神──楼ろう樹きの顔をしていた──が、彼女に警告した。即座にシャーリーは状況を理解し、拳銃を手に取った。

  　指揮者マエストロが勝利を確信したような笑顔を向け、シャーリーもヘルメットの奥で笑った。そして、銃身を握り締めるとグリップの部分で顔面を殴りつけた。

  「な、ぁっ……!?」

  　予想だにしなかった行動に、指揮者マエストロが狼ろう狽ばいする。彼女はそのまま拳銃のグリップで何度も彼の顔面を殴りつけた。ナイフを握った手を、もう一度強したたかに打ちつける。手首が折れた。顔が血に染まり、反射的に両手で顔を押さえ込む。

  　素早くシャーリーはナイフを手にして、指揮者マエストロの頸けい動脈を速すみやかに切断した。

  　彼は啞あ然ぜんとした表情で、シャーリーを見る。どうして、何な故ぜ、彼女は拳銃を普通に使おうとしなかったのか。そうすれば、そうすれば必ず勝てていたのに。

  「な……ン…………でッ……!!」

  　シャーリーはナイフをしまい込むと、ヘルメットを脱ぎ捨てて朗らかな笑顔で指揮者マエストロを見た。

  　拳銃を構えて、銃ひき爪がねを引く────カチリ、弾は飛び出すことがなかった。

  「指紋認証だってこと、ギリギリで思い出せてよかったわ」

  「ちく、しょうっ……！　畜生、畜生、畜生！　こんなふざけた話があるか！　俺はこんなところで死んでいい人間じゃないはずだ！　殺すしか能のない馬鹿な兄たちならともかく、俺が俺が俺が俺が俺が俺が……俺、がッ……!!」

  　シャーリーは溜ため息いきを一つついて、首を踏んで押し潰つぶした。噴出した血が、一定量を超えたところで、指揮者マエストロは息絶えた。

  「やれやれ。次は狙撃手バイオリニスト──」

  　振り返った瞬間、五十メートルほど先から絶叫が届いた。楼樹の声ではない、今しがた死んだ男の声に似た、耳みみ障ざわりな声だ。

  　この状況で、あの場所でそういう声を出す男はただ一人。つまり、問題はないということだ。

  　ならば、残りは一人。爆弾魔チエリストのみ。
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  　遥はるか彼方に、閃せん光こうが瞬またたいた。それは僕の心の中で次第に膨れ上がっていた焦しよう燥そうを、一気に吹き飛ばすだけの威力を秘めていた。

  　いる。あそこに奴がいるのだ。そして、あの閃光手榴弾フラツシユグレネードが爆発したということはシャーリーが仕留めきれなかったということを指す。ならば、行くしかないだろう。猶ゆう予よは数秒もない。考える余裕もない。

  　何もかもを置き去りにして、大通りを駆け抜ける。当然のように、爆弾魔チエリストが仕掛けた爆弾が爆発する──が、そこにはどこか違和感があった。恐らく、彼らにとっては完全に想定外の出来事なのだろう。

  　所詮、彼らの〝秩序ロウ〟など、一皮剝むけば〝混沌カオス〟に転じてしまう、その程度の弱々しいものでしかない。

  　マンションに到達した僕は、迷うことなく外壁の登とう攀はんを開始した。急ごう、この猶予はシャーリーが死力を尽くして与えてくれたものだ。あだや疎おろそかにするわけにはいかない。登り切った僕の耳に、呻うめき声が届いた。

  「銃……銃を……」

  　ああ、銃とはこれだな、僕の目の前にある狙そ撃げきライフル……レミントンＭ７００。ギリースーツに身を包んだ狙撃手バイオリニストは、これを捜しているらしい。

  　彼は必死に這はいずり回って、どうにか銃身に触れた。ああ、という安あん堵どの声。それでも、まだ視力は回復していないらしく、僕が間近にいるのに気付きもしない。当然の如ごとく、彼の手を思い切り踏みにじってやった。

  「あ、ひっ……ひぃぃぃぃぃぃぃ……!?」

  　怯おびえている。小動物のように、あるいは子供のように怯えている。無様にも程があるが、ある意味で同情もする。お前は、僕の接近を許した時点で死ぬべきだったのだ。

  「──子供を殺したそうだな」

  　僕の冷え切った声に、狙撃手バイオリニストは身を震ふるわせながらゆっくりと首を横に振った。

  「誤解だ、誤解だ！　そんなことは、していない。お、俺は……ただの、ただの雇われ狙撃手だ。傭兵だ。そりゃ人間を殺したことはあるが、子供を殺すなんて真ま似ねは……」

  「ふぅん……そうか。だけどな、子供を殺した奴がいるのは間違いない。そして、その最有力容疑者がお前だけなんだ。だったらそら、とりあえず殺してから判断するさ」

  「……い、いや。違う、違う、違う！　本当に違う！　あれは弟がやったことだ！　俺は知らない！　弟が、弟が全部やったんだ！」

  　蹴けり飛ばしたライフルが、屋根から滑り落ちた。狙撃手バイオリニストは、尻しり餅もちをついたまま後あと退ずさりしようとしている。武器を持っているとしたら、ショルダーホルスターに差し込んだ拳銃だろう。狼ろう狽ばいしながらも、必死に退さがっているのはこの為だ。

  　だから、僕はククリナイフを構えたまま接近する。狙撃手バイオリニストは必死になって後退したものの、振り返って青ざめた。屋根は途切れていて、そこから先には何もない。

  　もう一度、僕を見て必死の形相で訴える。

  「信じてくれ、噓うそじゃない。殺したのは俺じゃない。俺は、子供を殺してなんかない。俺は、俺は、俺は──！」

  　喉のどを搔かき切った。それ以上の言葉は不愉快なものでしかない。狙撃手バイオリニストは茫ぼう然ぜんとした表情で、血が[image: ]あふれ出る喉を両手で押さえた。だが、気管が切断されてそこに血が入り込み始めると、苦しげに噎むせ始めた。

  「あ……ひ、ぎっ……」

  　僕は彼の懐ふところから、拳銃を奪い取った。最後の頼みの綱すらも断たれて、彼の表情が絶望へと変化する。

  「死ぬ瞬間まで、思え。子供たちのことを考え続けろ。お前がここでこうして、何の意味もなく、報酬もなく、名誉もなく、ただ無様に死んでいくのは、お前が子供を殺したからだ」

  　──これでも慈じ悲ひ深いくらいだろう。

  　僕はその場を立ち去った。後に残されるのは、呼吸ができない苦しみに悶もだえつつも、僕の言葉に絶望した狙撃手バイオリニストだけだ。

  　彼は思うだろう。彼は考えるだろう。彼はただ、子供たちのことを──想って、後悔と絶望に喘あえぐだろう。これが、何よりの復ふく讐しゆうと鎮魂だ。

  　オーケストラは残り二人。指揮者マエストロがどこにいるか分からない以上、爆弾魔チエリストの処理が先決だろう。僕は再び、スクロファ通りに戻った。

  　しん、と静寂。歩き出しても何かが爆発しそうな気配はない。……いや、静寂というのは誤りか。ほんのわずか、ほんのわずかだが足音が聞こえる。かなりテンポが速い、足音からも焦あせりが伝わってくる。

  　ああ、なるほど。どうやら爆弾魔チエリストは、一か八かの賭かけに出たらしい──。

  　逃がすわけにはいかない、僕は直ただちに追跡を開始した。

  

  

  　押し殺された呻うめき声。歩調は一定ではなく、限界まで走ってから休んでまた走るの繰り返し。出で鱈たら目めな歩き方は、彼のパニックをよく表わしている。僕は早足で歩き、彼との差を徐々に詰めていく。

  　右に行ったかと思うと、左に戻った。三さん叉さ路ろで立ち止まり、ぐるぐると一周したりもした。その間も、彼との差はどんどんと縮まっていく。

  「ひっ……はひっ……ひ、ひ、ひっ……！」

  　とうとう、背中を捉えた。振り向いた爆弾魔チエリストと目線が交錯する。死を前にして完全に怯おびえきった瞳と──黒い殺意で冷え切った瞳。

  　突っ張った腹部のせいで、巨大なボールのようにも見える。この体では、走るのも億おつ劫くうだったろうし、今までの人生で走ったこともほとんどなかっただろう。つまり、それほど必死だったということだ。

  　脂汗をだらだらと滴したたらせる彼の足に向けて、懐ふところから抜き出した棒手しゆ裏り剣けんを投とう擲てきする。太ふと腿ももの裏側に、棒手裏剣は過あやまたず突き刺さった。

  「……い、ぎっ!!」

  　悲鳴をあげ、無様に転げた。それでも、彼は賞賛すべき忍耐力で、路地を這はいずり回った。だが、もう終わりだ。

  「──追い詰めたぞ」

  　そうして、僕は静かにそう宣告した。背中を壁に貼はり付けた爆弾魔は、かりかりと壁を搔かく。彼が逃げ込んだのは袋小路である。どこにも逃げ場はなく、戦うしかない。けれど、その戦いでケモノガリぼくに勝てるはずがないというのもまた道理。

  　つまり、進しん退たい谷きわまった。どんな選択肢を選んでも、行き着く先は『死』以外にはない。そのことを、彼も理解しているのだろう。

  　引き攣つった表情で、壁に背を押しつけていた。

  「何か言い残すことは？」

  　ない、だろうな。僕はそう思いつつ、ククリナイフを構えた。振りかぶる──彼の頭ず蓋がいに、その刃やいばを叩たたき込む。引き攣った表情の爆弾魔がその瞬間、にんまりと笑った。

  　何かが僕に叩きつけられた──濃厚な殺意。直感が告げている。このままでは殺される！

  　だがどうやって？　……ああ、畜生分かったぞ！

  「デストラップ!!」

  　彼が倒れ込んだまま、ポケットに手を突っ込んでいる理由が今ようやく理解できた。だが、爆弾魔が、わずかに速く『それ』を起動させてしまっていた。

  　爆弾魔自身と、周囲の建物が連鎖的に爆発した。

  　爆風は巨人の如ごとき拳となって、僕を殴りつけた。数メートル以上の距離を吹き飛ばされ、アスファルトに体を叩きつけられる。

  「あ、ぐっ……!!」

  　体内を搔き回されるような痛み──肋ろつ骨こつにヒビが入ったようだ。壁に体を押しつけ、ずるずると崩れ落ちる。爆破炎上する建物や車の間を駆け抜け、狙撃手バイオリニストの狙そ撃げきを躱かわし続けたせいだろうか、エネルギーが枯こ渇かつ寸前だった。

  　だが、ここで立ち止まってはマズい。オーケストラのリーダー、指揮者マエストロの始末がまだ残っている。休憩するのは、せめてそれを斃たおしてからにしよう。

  　立ち上がる。奥歯を砕かんばかりに嚙かみ締め、一歩一歩を踏み締めていく。誰かが駆け寄ってくる──ククリナイフを震ふるえながら握る。

  　力が抜けて、膝ひざをつく。意識が遠のくのを、必死になって防ぐ。やがて、炎上する建物によって、シャーリーが照らし出された。

  　……安あん堵どする。

  「楼■！　■■、し■かり■■■！」

  　雑音のせいで、言葉が塗り潰つぶされている。目め眩まいがする、思考が混乱しているものの、どうにか『論理』は稼働している。僕の目の前にいるのは、シャーリーだ。

  「……指揮者マエストロは」

  「死ん■わ。さ■、■旦戻る■よ！　とにかく、応■■当を……！」

  　肩に担かつがれる。そう言えば、と思い出す。バレルガニアでグレタを救出したときも、こんな感じで担がれたっけか。

  「また……世話を……かける、な」

  　途切れ途切れの僕の言葉にシャーリーは首を横に振って、笑った。

  「いいのよ。面白いから」

  　無邪気で透き通るような声は、何な故ぜだか雑音が一切混じらなかった。

  　──何て奴だ、まったく。

  　僕はそう思いながら、意識を手放した。
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  　三人一組の娯楽提供者エンターテイナー〝オーケストラ〟。彼らにその命を賭かけた会員メンバーたちは、悔やみながら、惜しみながら、やり直しを求めながら消えていった。

  「やれやれ。会員メンバーたちも残り少なくなったなぁ」

  　アストライアが溜ため息いき混じりに、オルリックを見た。

  　オルリックは開始したときから変わらない、厳然とした表情でアストライアを見据えている。

  「〝無垢イノセンス〟よ。君が望む結末は、きっと酷ひどくつまらないぞ」

  「やだなぁ、〝慈愛アフエクシヨン〟。僕が望むのは、いつだって幸運や悪運に頼らない勝つべき者が勝利するという必然的な結末ですよ」

  　そうした二人のやりとりを眺めつつ、陸リウ炎イエン豪ハオは沈ちん思し黙もつ考こうした。現状、赤あか神がみ楼ろう樹きが生き残っているのは喜ばしい。彼の戦力を過小評価しなかった自分を褒ほめてやりたかった。

  　残るは五人であるが、うち一人は論外だ。残るは銀イン環フアン蛇シオ、そしてバズーカ・バンシー、アグニ、そして──陸の選んだ娯楽提供者エンターテイナー。

  　気をつけなければならないのは、何と言ってもアグニだ。

  　──彼が本気でゲームを打ち壊そうとすれば、もうどうしようもない。

  　だが、幸いなことに。彼に賭かけた会員メンバーであるムルタラ・アルナは正々堂々、真っ向から勝負する腹積もりのようだ。

  　もっとも、仮にアルナが搦からめ手てを指示しようともアグニがそれを拒絶するだろう。彼は理性を持った『秩序型』だ。戦闘を満まん喫きつしたい彼は、それ以外の指示を受け付けまい。

  　だが──アグニと赤神楼樹、戦ってどちらが勝つかと言えば──アグニだろう。

  　ならば、赤神楼樹とアグニが戦っている最中にどうにかするしかない。バズーカ・バンシーは論外だ。彼女はそのうち、適当に自滅するだろう。多少厄やつ介かいそうなのは銀か。中国拳法といえば聞こえはいいが、その実は何でもありの殺し屋だ。

  　おまけに、アグニと決定的に違うのは銀は搦手を使うことを何とも思っていないことだ。彼に賭けた会員メンバー共々、注意を払って然しかるべきだろう。

  「……勝利は我わが物、か」

  　ぼそりとした呟つぶやきに、陸は訝いぶかしげに隣を見た──事実上の『脱落者』であるオーガスタス・フィッシャーが、小さな紙を丁てい寧ねいに折っていた。

  「貴方あなたは不運でしたね。ミスター・フィッシャー」

  　陸が微ほほ笑えみそう告げると、フィッシャーは緩ゆるやかな仕草で首を横に振った。

  「そうかね？　いや、私としてはできる限りの手を尽くしたと思っている。命を永らえることはできるからね」

  　──ふん。確かにそうだな。命だけは、永らえるだろうさ。

  　娯楽提供者エンターテイナーが生きているならば、そして赤神楼樹の前から姿を現しそうになければ。命だけは、報酬として与えられる。だが、そこには名誉がない。

  　陸はフィッシャーを『臆おく病びよう者ものだ』と心中で蔑さげすんだ。その一方で、彼の態度に疑念が湧き上がったこともまた事実だが。

  　──どうして、この男は悔しそうにしないのだろう？
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  　目め眩まい。

  「──■■■ア！　タ■■と■、■■と消毒■！」

  　言葉が飛び交っているが、僕の耳には断続的にしか届かない。だが、ようやく再起動を果たした脳は、乏とぼしい情報を元に状況を整理し、対応するために体を動かそうとする。

  　ここはどこだ？　……空気の流れから外ではなく建物の内側だということは分かる。安全なのか、危険なのか。

  「楼■■ま！」

  　この悲痛な声は、セシリアだ。応じようと口を動かしたが、まだ回復できていないせいで、言葉にならない。周囲の気配を探る、シャーリーがいる、セシリアがいる、そして……枢すう機き卿きようとダスティもいるようだ。負傷した僕への不安が、何となく肌に伝わってくる。生きているし、五感も次第に復活しているのだが……言語機能が回復しきっていないせいで、大丈夫だと言えないのがもどかしい。

  　傷口を消毒され、深手を負った部分を片っ端から縫ぬわれた。麻酔はなしなので、正直言ってかなり痛いが贅ぜい沢たくは言えない。麻酔で眠りに落ちる方が、現時点では遥はるかに悪いのだ。

  　三十分も経たつと、僕の処置は完了した。包帯があちこちに巻かれ、開いた傷口は再び縫合された。あとは、体力を回復するだけだ。

  　ゆっくり休ませよう、という心遣いだろうか。複数あった人の気配が消えていく、残ったのはただ一人、セシリアだけだ。彼女は僕の手を握り続けていた。

  「大丈夫です、大丈夫ですから……」

  　不意に、聴覚がクリアになった。澱よどんでいた意識が緩ゆるやかに鮮明になっていく。とはいえ、まだ視覚は完全に戻っていない。目に映るもので確かなものなど一つもない。傍そばにいるのがセシリアだと認識できる程度だ。

  「……ひどい。どうして、こんな」

  　涙まじりの呟つぶやき。僕に聞かせるつもりではなく、口から勝手に衝ついて出た言葉だろう。どうやら、セシリアが涙ぐむほどに僕は壊滅的に見えるらしい。

  「ここまで、しなければならないのですか？　楼ろう樹きさま──」

  　大方の事情は、僕やシャーリーの口から語られているはずだ。人間を狩ることをよしとするケモノたちがいる。彼らはそれを罪と思わず、悦よろこびに満たされている。生まれついて弱者である人間たちにとって、それは抵抗し得ない圧倒的な暴力だ。

  　だが、僕は違う。僕だけが──ケモノを狩るに足る暴力を有している。だから、狩る。狩り続ける。心と体を傷つけられ、引き裂かれることも承知の上で。だからセシリア、ここまでしなければならないのさ、僕は。

  

  　──ああ、そうだ。そうだとも。僕は選んだ、選んだのだから。

  

  　僕はまだ戦えるか？　……当然、戦える。僕はまだ、ケモノを引き千切るための牙きばも、探し当てるための眼も失っていないのだから。

  「……わたくしには、何もできませんが。せめて、このくらいは」

  　セシリアが囁ささやき、横たわる僕に寄り添った。包み込むように、抱き締められる。穏やかなリズムの心音、まるで楽曲のような生命いのちが、彼女の体を通して伝わってくる。

  　いや、彼女だけではない。生きている人間は、誰しも似たような楽曲を持っているのだろう。僕も、あやなも、イヌガミも、アストライアですら。

  　僕はそんな命を喰くらい、吐き捨て、屑くず籠かごに叩たたき込んでいた。

  　いけない、と『論理』と『本能』がこぞってその思考を糾きゆう弾だんしにかかる。気弱な考えは、あのときの二の舞だ、と。確かにそうだ、僕は狩るべき存在をケモノと見なしているからこそ、一切の躊ちゆう躇ちよなしに刃やいばを突き立てることができる。

  　それがなくなれば、僕はただのどこにでもいる学ガ生キと変わりはない。

  　ならば、と『記憶』が僕を嘲あざけり笑いながら告げた。

  

  　──お前は、この風景を忘れるのか？

  

  　そう言って、差し出した写真にはかつて僕が共に過ごしたクラスメイトたち。教室に仲良く座り、誰もが平等に死んでいる。

  　首を切断された者、腹部を吹き飛ばされた者、全身を膾なます切ぎりにされた者、心臓に槍やりを突き刺された者、大口径の銃で挽肉ミンチにされた者、無数の矢で針はり鼠ねずみにされた者、チェーンソーで真っ二つにされた者──。

  　ああ、忘れるはずがない。誰もが殺されていいはずのない存在だった。

  　だから『論理』も、『本能』も、そして『記憶』も安心しろ。この風景が心象に刻まれている限り──僕は彼らがたとえ家族を心から愛し、慎ましく暮らす存在であったとしても絶対に容赦はしない。

  　僕の心臓が、強烈に脈打った。セシリアの穏やかな心音、生きていることが美しく尊とうといものだという幻想を拒絶する。

  　狩る、殺す、殴る、首を絞める、撃つ、斬る──そう、それでいい。僕がケモノガリであり続けるために必要なモノ。

  　体内に、冷えた氷のような殺意が蘇よみがえった。それを大切に抱き締め、ふと思う。

  　僕の隣には、セシリアが寄り添っている。彼女の容姿を考慮し、シスターであることを除きさえすれば、もしかしたら僕たちは仲なか睦むつまじい恋人か何かに見えたかもしれない。

  　だが、僕と彼女はこれ以上ないほどに隔絶している。体は確かに触れ合っている、呼吸も心音も耳に届くほど、近くにいる。

  　けれど、僕と彼女は違う生き物、違う次元に存在している。僕はそれが……少し、嬉うれしい。

  　セシリアとて、戦争で何もかもを奪われたはずだ。その身を戦いに投じる可能性もあったはずだ。けれど、彼女はそうでなく楽器を手に取ることを選んだ。

  　それは、素晴らしいことだと思う。そう、この戦いが終われば──セシリアは再び、音の世界に戻ることができる。そのときまで、彼女を傷つけさせやしない。

  　あやなを救い、セシリアを元の世界に返す。その使命は、今の僕にとって憎悪と同じくらい大切なものだった。

  　だから、彼女には泣かないでほしいと僕は思う。

  「お目覚め、ですか？」

  　身じろぎした僕を感じ取ったのか、セシリアが声をかけてきた。

  「……何とか」

  「良かった……」

  　涙を浮かべるセシリアは、僕の胸に顔を埋うずめた。少し迷ったが、彼女の頭にそっと手を置いた。柔らかな髪の毛が、指の間を抜けてさらさらと零こぼれていく。

  「楼ろう樹きさま、あの、髪の毛触られると、くすぐったいです」

  「ごめん」

  　照れ臭くさそうにセシリアが呟つぶやいたので、慌てて謝った。

  「……」

  「……」

  　しばらくの沈黙。セシリアが、何か言いたげに口を開こうとして──耳を劈つんざく音と唐突な衝撃。僕の体は自動的に行動を開始した。セシリアを抱き締めて即座に立ち上がる。

  「い、今の……!?」

  　爆発だ。セシリアの悲鳴が間近で響く。シャーリーとダスティの怒号。恐らくは敵だろう、対応しなくてはならない。ひとまず、ククリナイフを引き抜いた。

  「おい、マズい。例のロケット女だ!!」

  　ダスティが飛び込んできた。立ち上がった僕を見て、ぽかんと口を開く。復活が早すぎるせいだろうか。だがもう情報は伝わった。後はやるべきことをやるだけだ。

  「待っ──」

  　待たない。セシリア、君と僕は生涯分かり合えないだろうし、生涯寄り添うこともできないだろう。けれど、僕は君を助けてみせる。君を元の世界に戻してみせるから。僕が汚れるのを哀しむことはない。僕が血に塗まみれることを嘆く必要はない。

  　今君が見ているのは──遠い世界の、違う生き物の物語なのだから。

  　セシリアを置いて走り出す、ここは二階のようだ。窓から外の様子を窺うかがう。なるほど、ＳＭＡＷロケツトランチヤーを持った白いワンピースの女性がいる。

  　こんな場所であんな格好スタイルである以上、娯楽提供者エンターテイナー以外の何物でもないだろう。

  　撃たれるより先に、窓から飛び降りた。恐らく、シャーリーは全員を引き連れて別の出口から逃げ出すはずだ。自分の役割を忘れることはないだろう──そのまま当初の予定通り、バチカンへと向かうはずだ。

  　さて、と周囲を見回す。ローマのところどころに点在する、小さな広場。右も左も、何もないただの空間だ。奇襲や接近戦を主とする自分にとって、正直こういう広場はあまり好きではない。隠れる場所、守るに易やすい場所が存在しないからだ。

  　だが、いるからには仕方あるまい。唯一の救いは、敵がただ一人であることか。女は二十メートルほど先に、幽ゆう鬼きのように佇たたずんでいる。僕と女は向かい合い、敵対する。

  　不意に。冬の強い風に乗って、呟つぶやきが僕の耳に届いた。

  「……………………………………たすけて」
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  「……何？」

  　助けて、と女は呟つぶやく。どういうことだ、まさか強制されているのだろうか？　ロケットを射たなければならないと脅迫されている──。

  「たすけでよおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　たすけて！　たすけてたすけてたすけて！　お願い！　私は平凡なの！　平凡でか弱い存在なの！　だからコレが必要なの！　でも助けて！　お願いだから助けて！　貴方あなたが私を助けて！　バズーカ・バンシーを助けて！　助けて助けて助けて助けてェェェェッ!!」

  　──わけがないか。

  　溜ため息いきを堪こらえて、僕は向かい合う。五感は未いまだ揺らいでいる、油断すると彼女の姿が二重にも三重にも変わり果てる。

  　嗅きゆう覚かくは、濃厚すぎる火薬の臭においで台無しだ。味覚……血の味しかしない。触覚はあやふやだ。僕はしっかりと、ククリナイフを握っているだろうか？　微かすかに横目で確認する、ククリナイフはちゃんと握っていた。とはいえ、しっかりと握り続けていなければすぐに手からすっぽ抜けるだろう。五感中、唯一聴覚だけがほぼ完全といっていいレベルまで復旧している。

  「助けてくれないの!?　くれないのね!?　ヒドいことをするのね!?　いっぱいいっぱい、ヒドいことをするのね!?　酷ひどい非ひ道どい惨ひどい酷い非道い惨い！　殺されるくらいなら！　そう、殺されるくらいなら！　吹き飛ばしてやる！」

  　その言葉と同時にスイッチを切り替える。痛みは確かにある。脳に信号を送り続けている。けれど、それが障害となることはないようにする。全身に響く痛みは、単なる数値上のものに過ぎない──そう認識する。体力ヒツトポイントがゼロにならない限り、僕は問題なく加速し続ける。

  　一歩を踏み出す。

  　対する女は泣き叫びながら、ＳＭＡＷロケツトランチヤーを両手で構えた。一いつ挺ちようを両手で抱え込んだのではない、二挺を両手で抱え上げたのだ。

  「ヒャゥァァァァァァァァァッ!!」

  　絶叫を聞きながら、僕は思う。あの細腕で、よくもまあ──とまず呆あきれた。いわゆる、火事場の何とかというやつだろう。僕やアストライアが、常時脳のリミッターを外はずして筋肉を極限まで酷使しているように、彼女──バズーカ・バンシーも、脳の限界を振り切ることでＳＭＡＷを軽々と抱え上げる力を持ったのだ。

  　二歩を踏み出す。

  　単純な特攻ではあるが、考えなければならないことが山積みだ。そもそも、単純に真っ直すぐ突き進むだけではロケット弾が直撃して終わりだ。

  　だから、躱かわさなければならない。それは当然の理屈だ。では問題。

  　僕は、どうやって躱すべきなのか？

  　一挺だけなら話は早い。最初の一発目を躱し、再装そう填てんさせる暇を与えず首をヘシ折ればそれで片付く。

  　だが、二挺ある。より詳細に言うと、つまり彼女は一発目を捨て石にして──僕の反応を見てから二発目を射ち込んでも問題ないのだ。

  　一発目を躱かわしたとき、僕は──恐らく、体勢に相当な無理がかかっている。今から僕に襲いかかってくるのは、銃弾のように掠かすめた程度なら問題なしというものではない。

  　触れれば最後、爆発して僕とその周囲を灰はい燼じんにする炎の擲てき弾だん。

  　直撃すれば無論、死ぬ。間接的だったとしても──致命傷は避けられまい。

  　猶ゆう予よはコンマ一秒もない。あらゆる可能性を検討し、構築し、覚悟を決めて、あとは祈るだけだ。

  　──そうして、当然のように一撃目が射出された。

  　その寸前、僕は既に跳躍している。射出されてからでは遅すぎる、射出寸前──つまり、彼女がＳＭＡＷロケツトランチヤーの銃ひき爪がねを引く動作を開始したときでないとダメだ。

  　それ以前だと、銃爪を引こうとした指を止めればいいだけ。銃爪を引こうとする指の筋肉が、止まることのできないほんのわずかな時間の隙すき間まに狙ねらいを定める。

  　僕は横へと跳躍した。この状況では、左も右もさほど違いはない。予想通り、僕の足元を狙った一撃だった。勢いよくジャンプしつつ、僕は体勢を崩して片手を地面につけて、側転を行った。少しだけ遠ざかった石畳の床が破片となって吹き飛ぶ。

  　掠めた破片が、行動の障害にならないかを分析──問題なし。さあ、次だ。

  　二撃目の擲弾を、体勢が崩れた状態で避けなければならない。そのためには、両手両足を限界以上に酷使する。

  　体勢を強引に立て直し、尚なおかつ走り出す体勢を整える。

  「く、ぅ…………!!」

  　例えば、腕の関節を極きめられたまま全力疾走できるだろうか？　力加減次第で関節が外はずされるか、さもなくば折れるかもしれない状況で普段と同等の速度を出せるだろうか？

  　今から、そうしなければならない。

  　関節が、靭じん帯たいが、あらゆる部分が軋きしんで絶叫する。無茶苦茶だ、出で鱈たら目めだ、不可能だと。

  　だがしかし、それを可能にしなければ、そもそもお前たちが不要になる。つまり、体が吹き飛んでバラバラになってしまえば、お前たちの存在意義はない。

  　今にも引き千切れてしまいそうなアキレス腱けん、伸びきってしまいそうな靭帯、砕け散りそうな骨──それらを無理矢理酷使し、僕はそのまま走り出す。

  「助けてェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッ!!」

  　バズーカ・バンシーが泣き叫ぶ。助けてと言いながら、その行動には一切の情け容赦がない。まさしく、完全に破は綻たんした娯楽提供者エンターテイナー。彼女の行動を止めるのは『自身の死』のみだろう。

  　そして二撃目が射出された。疾走速度と体勢、擲弾の破壊力と爆発することによる衝撃波、それから砕け散るであろう石の欠片かけらが僕にいかなるダメージを与えるかを考慮する。

  　──ギリギリだ。

  　多分死なない、だが死ぬ可能性も高い。そんな、何とも言えない曖あい昧まいな状況。全身のバネを極限まで圧縮し、ただ一歩で致死の領域から離脱する。

  　擲てき弾だんが僕の真横を通過し、石畳を再び破壊する。背後の爆発──黙殺。破片が背中に突き刺さろうが、構うものかと突き進む。

  「ア────ヒィィィィッ!!」

  　バズーカ・バンシーの絶叫。恐怖と悲哀に満ちたその嘆きは、これで最後になるだろう。

  　長い黒髪に隠れていた凶気の瞳が、垣かい間ま見えた。常人ならば、直視しただけで行動を停止させるほどにおぞましい。

  　だが、幾多の凶気と付き合ってきた僕にとっては──彼女もまた、単なる人間にしか過ぎないと理解できている。無論、彼女がどういう経緯でここまで堕おちたのかは分からない。なぜ人間を止やめて殺人鬼に成り果てたのかも分からないし、分かりたくもない。

  　僕に分かることはただ一つ。人間として殺せば、人間として死ぬということ。

  「イ、ギィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ!!」

  　悲鳴をあげながらも、バズーカ・バンシーは最後まで殺人鬼として抗あらがった。何千回と繰り返したのであろう素晴らしく滑らかな動きで、擲弾を再装そう填てんして僕に向けた。

  　だがほんの一秒か二秒遅かった。あと一秒あれば、零距離で直撃させていたはずだ。だが、その一秒で僕はＳＭＡＷロケツトランチヤーの内側に潜り込んでいた。

  　彼女の瞳から、涙が流れ出す。殺される、と改めて自覚したのか。あるいは、単なる芝居か。

  「……助けて」

  「ああ、助けてやるとも」

  　僕の言葉に、彼女はわずかに微ほほ笑えんだ。その言葉の真意を、理解してくれたのだと思いたい。バズーカ・バンシーは殺人鬼であり、一方的な加害者であるが……多分、最初は被害者だったのだろうから。ククリナイフは、頸けい動脈を分断してそのまま首を分断した。痛みは一瞬、意識は即時に絶たれたに違いない。

  　これは果たして慈じ悲ひなのだろうか。あるいは、敬意だろうか。訳の分からない感傷が、ほんの一瞬、僕の胸に去来する。……不要な感情、ではあるが。

  　彼女の首にかかっていたロザリオを回収、オーケストラの三人からも回収済みだから──これで、七つ。より正確を期するとアンダーワールド・クリーパーという娯楽提供者エンターテイナーが、サンタンジェロ城の隠し部屋で死亡したらしいから、合計八つと見ていいか。

  　残り四つ。ローマに来てから連戦に次つぐ連戦だった。多分、まともな人間ならばくたびれ果てて一歩も動けない、と音ねを上げる頃合いだ。

  　……面白いことに。僕の体はまだまだ動く。アサルトライフルも、対物ライフルも、突ラ撃ン槍スも、死を運ぶ馬ペイルライダーも、日本刀も、ツヴァイハンダーも、火炎放射も、爆弾も、狙そ撃げき銃じゆうも、心理分析も、そして擲てき弾だんすらも、僕を止めることはできない。

  　もっとも、止めることはできずとも傷ついてはいる。まだ、斃たおれてはいないだけで。

  「……はは」

  　力ない、何とも自じ嘲ちよう的な笑み。己おのれが恐ろしい、などと思うときが来るとは。だが、今はこの才能、この体だけが僕の武器だ。

  　願わくば、この僕の力で踏破し得ないような怪物が出ないよう、心から祈るばかりだ。
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    バチカン　バチカン公園
  


  　心臓というのは臓器の中で一番重要で頑丈なものだ。何しろ、全身に血液を送り込み続けなければならないのだ。それも二十四時間三百六十五日、休むことは決して許されない。

  　生物にとって心臓と並んで重要な器官であるところの脳ですら、眠ればその活動をひととき落ち着かせることはできよう。

  　心臓は彼らと違い、動き続けなければならない。これが止まるということは、即すなわち明瞭たる『死』が訪れたと考えていい。

  　だが、世界の法則ルールにはあらゆる例外が存在する。鍛えることなく、天の頂きに立つようなケモノガリが存在するように。

  　心臓もまた、停止すれば死を指し示すものではない。……ただし、それは停止し続ければということだ。繰り返しになるが、生物にとって極めて重要な臓器である心臓は、その役割故ゆえに──幾つかの保護装置バツクアツプが取られている場合が多々存在する。

  　脳が砕かれれば、記憶と精神が破壊される。だが、心臓はあくまで血液を送り込むことに特化した存在。

  　大脳が現状の、超々危機的状況下に凄すさまじい反応速度を示した。

  

  　──お前は何物だ？

  　　　　　　　　　　　分からない。だが、やらなければならないことははっきりとしている。

  　──それは何だ？

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦い、殺し、喰くらい、そして……向かい合うこと。

  　──そのためには何が必要だ？

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生きること、動くこと、考えること、牙きばを剝むくこと。

  　よろしい、と脳の中の誰かが囁ささやいた。

  　イヌガミは何となく、お前こそ誰なんだと問い質ただしたくなったが……何となくは、理解できた。……あのロートケプヒェンが、体のみでゲルトの如ごとき振る舞いを見せるように。自分もまた、脳を奪われた犬の体が囁くのだろう。

  　……君の体を奪い取って、申し訳ないとは思う。

  　思うけれど。もう少し、もう少しだけ付き合ってもらわなければ。

  　脊せき柱ちゆうから莫大な量のエネルギーが放出される。体内を駆け巡り、損傷した肉体組織に凄すさまじい再構成能力を与えた。心臓が機能を果たそうと足あ搔がいているうちに、損傷し用を為なさなかった大動脈が急激な再生を果たす。

  　もし、誰かがそれを見ていたならば。蠢うごめく肉塊に嫌悪感を催していたかもしれない。まして、アグニが見ていたならば、直ただちにトドメを刺そうとしただろう。

  　長い戦場の経験が、逆にアグニを縛しばり付けた。彼は間違いなく、イヌガミを『殺した』と判断したのだ。アグニがイヌガミの体にククリナイフを埋め込んだときに感じたのは、紛れもない『死』のはずだった。

  　そう、イヌガミは紛れもなく一度死んでいたはずだ。だが、アグニは知らなかった。世の中には、心臓の再生すら可能にする禁断の技術が存在するのだ、と。

  　貯蔵していたエネルギーが枯こ渇かつする寸前、イヌガミは不完全ながら復活を果たした。

  　弱々しい唸うなり声をあげる。再生したばかりの心臓の動きは弱々しく、身体機能も極度に低下している。それでも──何とか、生きていた。

  　無論のこと、代償はあまりにも大きかったが。

  （……ごっそりと削れたな）

  　そんな呟つぶやきを、心の奥にしまいこむ。今しがた死んだことと、それに伴う再生によって、イヌガミの内部にあったハインツとしての自我──それが、ごっそりと削られた。

  　今までが、薄皮を一枚一枚剝はがすように削られていたとするならば。今回のコレは、巨人の手で摑つかまれ、臓物を引き摺ずり出されたようなものだ。

  　人間として成立する、まさにギリギリの死線ライン。そこに、イヌガミは立っている。ふと顔を傾ければ、そこには『野生』という名の地獄がある。

  　知性も記憶もない、ただ本能のままに蠢く獣だ。……そうなれば、そこに待っているのは殺さつ戮りくしかない。血の味を覚えている自分のことだ、敵も味方も構わず、強者か弱者であるかも問わず、ただ喰くらい殺すだけのケモノになるに違いない。

  

  　──もし、そうなったときは。ロキが私を仕留めてほしい。

  

  　いつか戦友に渡したメッセージ。それを渡したときの、赤あか神がみ楼ろう樹きの何とも言い難い表情を、イヌガミは覚えている。

  　……分かっている。彼は今まで、恐らく一人として『仲間』を殺したことがない。

  　だが、自分としては見知らぬ誰かに犬として撃たれるよりは、仲間として友に殺される方がまだマシだ。

  　もっとも、今はまだそのときではない。ギリギリではあるが、イヌガミという己おのれは未いまだ人間に留とどまっている。

  　だから立ち上がった。四し肢しは既に律動リズムを取り戻し、機関車を思わせる力強さで大地を蹴けり出していた。

  　とは言え、イヌガミの冷徹な思考は囁ささやいている。

  　……少なくとも、今夜はもうロクに戦うことができない。そして、アグニという男は信じ難いことに──何とも、信じ難いことだが。

  　間違いなく赤神楼樹より強い。二人と戦ったことがあるイヌガミだからこそ、容赦なくそう結論付けた。

  　だが、赤あか神がみ楼ろう樹きにはシャーリーという協力者がいる。そして、自分もいる。三人集まれば何とかなるかもしれない。

  　……そう、『かもしれない』だ。ケモノガリという稀き代だいの怪物、負傷したとはいえあらゆる敵をほぼ寄せ付けなかった自負がある猟犬じぶん、そしてＣＩＡトップクラス（自称だが、行動を見る限りあながち虚言というわけでもない）の工作員。

  　三人が集まって、一斉に攻撃して、恥も見栄もなく戦力を総動員して──かもしれない。

  　アグニの持つ輝きは、あのアストライアとは別物だ。あの少年の場合は、底知れない不気味さがある。戦っていると、彼が内包する暗くら闇やみに引き摺ずり込まれそうな恐怖がある。

  　だが、それは心を強く持てばいい。前を見据えて、戦おうという決意さえあればそれに呑のまれることはない。

  　対するあのアグニという男は、純然たる〝強者〟の輝きを持っている。彼が何人、何十人、何百人、何千人、どのくらいの数を殺せばああなるのか、イヌガミには見当すらつかない。

  　ナイフか、剣か、銃か、戦車か、爆撃機か、果ては核ミサイルか。

  　……恐らく、あらゆるモノと戦い続けたに違いない。そうして、生き残った。強運ではなく、純然たる力そのものだけで。

  　イヌガミは、それが何より恐ろしい。

  　どうやったら、そんな領域に人間が至れるのか。戦って戦って戦い続ければああなる、わけではない。それならば、世界各地でああいう怪物が生まれ落ちてもおかしくはない。だから、つまり──恐ろしいことに。

  　イヌガミは歩きながら、結論した。

  （……考え続けたのだろう）

  　戦う際、無意識に身を委ゆだねるといえば格好いいがそれは、必然的に一つの事実をもたらしてしまう。戦ったという実感、記憶──即ち、経験値が少なくなるのだ。

  　いつ、どうやって、どのようにして戦うかを本能任せにしたなら、与えられる経験はそう多くはない。本能で戦うような若手のボクサーが、無む我が夢む中ちゆうになったのが功を奏してチャンプを倒せたとしても。いつか、経験豊かなボクサーに取って代わられる。勘が鋭い、直感に優れている──それは、素晴らしい能力だ。だが、そこに積み重ねられる経験というものは皆無だ。

  　アグニはそんな薄っぺらい本能に、戦いを任せなかった。

  　ただひたすらに考えて、思考に思考を積み重ねた。その中には、自分の生と死の確率が五分五分か──下手をすると、生が一に死が九程度の状況も存在しただろう。

  　銃弾の雨を潜くぐるときも、周囲を敵に囲まれたときも、自分が手にしているものがナイフ一本だったとしても。

  　無意識に身を委ねることなく、途方もない恐怖に怯おびえることもなく、ただ思考と思考に思考を積み重ねていった結果──アグニという男が生まれ落ちた。

  　前ぜん人じん未み踏とう、空くう前ぜん絶ぜつ後ご、誰もが憧れる頂きに、アグニというグルカ兵は立っている。世界最強を冠したところで、誰が文句を言えるものだろうか。

  　故ゆえに、赤あか神がみ楼ろう樹きが単体で勝つ確率は紙のように薄い。

  　そこまで考えて、イヌガミは思考が跳んだ。紙のように薄い──ということはつまり、自分は赤神楼樹という男がそれでもなお、勝利するという可能性を捨てていないらしい。

  　儚はかない望み、ほぼ絶無と断言していいその思考を、何な故ぜだかイヌガミは手放す気になれなかった。自分の楽観さにやれやれと溜ため息いきをつこうとして──再生したばかりの心臓が跳ね上がった。

  　──この。匂いは。

  　嗅かぎ慣れた香水の匂い。人間では気付かず、猟犬なら嗅ぎ取れるレベルの香りは、シャーリーが特別に作らせたイヌガミ用の香水である。

  　人間には分からずとも、イヌガミのような猟犬のみが捕ほ捉そくできるそれは、探知装置としては申し分ない。

  　……問題は。彼らが先ほど自分と戦ったアグニと共にいるという事実だ。

  　──間に合ってくれ！

  　神にもっとも近い国で、神からもっとも縁遠い犬は、そう祈りながら走り出した。
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  　シャーリーたちは、あのロケット女を楼樹一人に任せた。彼のことは不安だが、手を出したところでどうにもならない。オーケストラのときならば、協力することが彼の勝率を高めたが、あのミサイル女との戦いは、他の人間がいればいるほど楼ろう樹きの動きが阻害される。

  　だから、彼女たちは当初の予定通りにバチカンへと向かうことにした。

  「枢すう機き卿きよう。バチカンの、誰に会えばいいのかしら？」

  「……アレッシオ・ロベルティ神父。彼はバチカン事業運営公社の経理監査を務めている。と言っても、先月に赴任したばかりだが」

  　その名前に、シャーリーは目を見開いてまじまじとヴァレリオを見つめた。

  「ロベルティ？　それはまさか──」

  　ヴァレリオは頷うなずく。

  「そう。アレッシオは私の弟だ。このバチカン内部で信頼を置くとすれば、教皇を除けば彼しかいない」

  「なるほど。それで、公社に赴任させたわけね」

  「裏から少し手を回してな。アレッシオの話によれば、公社の会計は想像を絶するほど複ふく雑ざつ怪かい奇きらしい。命の危機も何度か感じたらしく、ＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間を回せないものか検討していたところだ」

  　ローマ市内を巡回していたイタリア陸軍、アオスタ機械化旅団第六十六歩兵連隊──即すなわち、〝クラブ〟のスタッフたち──は、既に影も形も見当たらなかった。

  　そのままバチカンまで、何の妨害もなく辿たどり着く。呆あつ気けないくらいの到着に、シャーリーたちは思わず顔を見合わせた。何か罠わなでも仕掛けられているのか？　と多少訝いぶかしんだが、考えても仕方ないと、一行はサン・ピエトロ広場に向かった。

  　広大な空間であるサン・ピエトロ広場では、敬けい虔けんな信者と観光客が寄せ集まっていた。彼らは口々に祈りを唱え、神に捧げている。この広場を訪れた者は、例外なくその広さと荘そう厳ごんさに厳げん粛しゆくな気持ちになるというが、さすがにここまで人が多いとそういう気持ちも薄れてしまうらしい。とはいえ、世界中から救いを求めてやってくる信者を受け入れる──そういうコンセプトで設計された広場は、その場にいる人間たちに安心を与えているのは間違いないようだ。

  　中央には、巨大なオベリスク。その先端には鉄の十字架が据え付けられている。どこからか、発電機を持ってきたのだろう。広場は眩まばゆいライトで照らし出され、人々をどうにか安心させていた。

  （……何か、おかしい？）

  　歩き進むうちに、シャーリーはふと疑問を抱いた。彼らは、この突発的な大規模テロに対する何かを祈っているのだと思った。当然だ、現状それ以外に祈るようなものは何もないはずだ。

  　だが、観光客の一人から話を聞いて彼女は顔色を変えた。

  「俺は、よく見えなかったんだけどさ」

  　彼はそう言いつつ、スマートフォンのカメラで撮影したそれをシャーリーたちに見せてくれた。赤い幽霊と相対する──赤い、動物のような何か。

  「これは……」

  「だから、よく分からないんだって。……ただ、教皇様が暗殺されそうになったとか何とか。それでこの──この画像じゃ分からないけど。犬がそれを救ったとか」

  　シャーリーは絶句した。

  「それでその、暗殺者っぽいのは何か逃げて。犬は怪け我がをしたらしくて、バチカンの神父たちが連れ帰った。その後はもう、色々と大変だった」

  　男は溜ため息いきをつく。まあ、何しろ眼前で教皇暗殺未遂事件が起きたのだ。大変などという言葉では片付けられないだろう。

  　問題は、その犬が何者かということだが──。

  （考えるまでもなく、該当する犬はただ一人でしょうね）

  　イヌガミだ。それ以外だとすると、この世界に武装した人間を上回る犬がもう一頭存在することになる。実にイヤな想像だ。

  　観光客に礼を言って、彼らは集まった。

  「……その犬とやらは、」

  「あー、我々の仲間です。目的を共にする同志と言いますか。名はイヌガミ、人の知能を持った犬です。……ダスティ、信じ難いという目はやめてくれる。無理もないでしょうけど」

  「──いや、さすがにそれは」

  　シャーリーはダスティを睨にらんで黙らせた。さすがに今は、現実的なクレームを聞いている場合ではない。

  「どうやら、そのイヌガミという犬は教皇の暗殺を防いでくれたようだな」

  「──そのようですね。この場にいる彼らは、イヌガミに祈りを捧げているようですから」

  　暗殺者とイヌガミが戦う光景は、まさに神秘や奇跡としか思えなかっただろう。……この中で、ただ一人イヌガミを知っているシャーリーですら、そう思う。

  「後で構わないので、イヌガミの居場所を教えてください」

  「ああ、もちろんだ」

  　一行は広場を突っ切ってサン・ピエトロ大聖堂の北東へと向かうことにした。そこには、衛兵隊の警護本部があり──ＶＳＳバチカンシークレツトサービスが、常に待機している。

  　そこまで辿たどり着けば、もう安全だ。

  「……うん？」

  　ヴァレリオが足を止めた。ダスティもまた、困惑した体ていで本部の入り口を見やる。シャーリーもすぐにおかしいと首をひねった。本部の入り口では、常にスイス衛兵が二人立っているはず。

  　このテロ騒動のせいで、彼らも駆り出されたのだろうか？　シャーリーもダスティも、嫌な予感がして足を止めた。

  「少し退さがってください」

  　ダスティがそう告げて拳銃をホルスターから引き抜いた。だが、安全装置セーフテイを解除するより先に、ドアが開く。

  　前にいたシャーリーは現れた男二人──老人と壮年の男──を見て、ぎょっとした。

  　まず目についたのは、一歩前にいる老人の異形さだった。何しろ、包帯で完全に顔を覆おおい隠している。分かるのは、彼の冷たい無機質な光を帯びた瞳くらいのものだろう。

  「ヴァレリオ！」

  「その声は……アレッシオ！　アレッシオなのか!?」

  　包帯で顔を覆っている男の言葉に、ヴァレリオは慌てたように叫んだ。どうやら、彼が先ほど言っていたアレッシオ・ロベルティ……ヴァレリオの弟らしい。それにしては、奇妙なほどに雰囲気が異なっていた。

  「一体その顔は──。まさか、テロか？」

  「いや、そうじゃない。何、事故で顔に傷を負っただけだ。見栄えが悪いので、顔全体を覆うことにしている」

  「……そうか」

  　訝いぶかしむような表情を浮かべるヴァレリオ。シャーリーも心の中で同意した。顔に傷を負ったから隠す、というのは分かる。だが、何も顔全体を覆わなくてもいいはずだが──。

  「ともかく、無事で良かった。我わが弟よ」

  「ああ」

  　ヴァレリオが安あん堵どの息を吐き、アレッシオに近づいて行く。シャーリーはそれを眺めながら、ふとアレッシオの背後に立っている男に目線を合わせた。

  

  　──あれ？

  

  　瞬間、全身が沸ふつ騰とうするような衝撃に襲われた。何かされたわけではない、肉体的には大変に健全な状態だ。あの男と目が合ってしまった──ただそれだけで、体が全く動かなくなった。

  　アレッシオの背後に立っている、カソックを着た男。彼はここにいるべきではない。彼がいるべきは、厳重に警戒された檻の中だ──そう確信する。人の知恵と残ざん虐ぎやく性を持ったシベリア虎。身が竦すくみ、指先一つ動かせない。シャーリーの体が無意識に震ふるえ出していた。

  　必死になって観察し、気付いた。セシリアも、ダスティも、そしてヴァレリオも、自分のように怯おびえてはいない。弟との再会に気を取られているヴァレリオはともかくとして、ダスティやセシリアがそこまで鈍いとも思えない。

  　どうやら、自分に限定して何か殺気のようなものを叩たたきつけられたらしい。

  　いずれにせよ、一つハッキリしたことがある──彼らは敵だ！

  「止まって、枢すう機き卿きよう！」

  　シャーリーがどうにか声を絞り出した。アレッシオに駆け寄ろうとしていたヴァレリオが、足を止めて彼女に振り向いた。

  「何か──」

  　アレッシオが舌打ちして、叫んだ。

  「アグニ！」

  　アグニ、と呼ばれた男が動き出す。同時に、シャーリーにかかっていた重圧が水に溶けるように消えた。

  「退さがって！」

  　叫びながら、コンバットナイフを引き抜こうとした。アレッシオに飛びかかり、彼を人質にする。今の自分が取れる戦術はそれだけだった。

  　──だが、間に合うはずがない。

  　衝撃と途と轍てつもない金属音。鋼鉄が鋼鉄によって分断された音。

  「く、ぅっ…………!!」

  　まさに、掛け値なしの早はや業わざだった。両の袖そで口ぐちから突然ククリナイフが飛び出し、シャーリーがナイフを引き抜いたときには間合いを完全に詰めており、シャーリーのナイフを呆あつ気けなく両断するとククリの分厚い峰でシャーリーの首を打ち据えた。

  　首の骨が折れなかったのは、彼の絶妙な力加減によるものであり──そういう指示を受けていたからに過ぎない。

  「な……!!」

  　ヴァレリオは啞あ然ぜんとしてアレッシオに向き直った。瞬間、あらゆる絡カラ繰クリを悟る。それは、あまりにも明瞭な敵意を含んだ視線だった。

  「アレッシオ……!!」

  「アグニ」

  　ヴァレリオの呼び掛けにアレッシオは応えない。そして、アグニは無言でヴァレリオに向き直る──。

  「野郎ォッ……!!」

  　このとき、ダスティが飛びかかってきたことはアグニにとって少々意外な事態だった。恐らく、彼は拳銃を取り出すだろうと確信していたのだ。だが、ダスティにとって今夜ほど拳銃が信用できず、心細い日はなかった。

  　特にアンダーワールド・クリーパーと遭遇した際、銃が全く通用しなかった。そのことが大きく尾を引いていた。なので、彼以上の怪物を目にしたとき、拳銃を使うという思考が抜け落ちてしまったのである。

  　動揺はわずか一秒にも満たない。だが、身長二メートルを超えるダスティが全体重でのしかかってきたのだ。さすがのアグニも、両腕を摑つかまれて組みつかれてしまえば対処に困る。

  「逃げて！」

  　酷こくなことを強制している、とダスティは思った。だが、この状態ではもうどうすることもできない。唐突に、腹部が熱を帯びた。どろりと内側から溶けていくような感覚。急激に手足から温度が強奪され、力が抜けていく。どうやら腹にククリナイフが突き刺さったらしい。

  　アレッシオとヴァレリオの様子を窺うかがってダスティは目の前が一層暗くなった。あろうことか、実の兄に、拳銃を突きつける神父がいた。

  「……動くな、ヴァレリオ。それから、シスター・セシリア。君もだ」

  「アレッシオ……！」

  　ヴァレリオは歯は嚙がみして、彼と向き合う。くつくつと、アレッシオが含み笑う。ダスティは自分の行為が無駄であったことを知って歯を嚙み砕かんばかりに悔しがった。

  　……だが、悔しがる必要はない。彼が稼いだ数秒が、この瞬間とんでもない大当たりジヤツクポツトを引き当てた。

  　大地を戦せん慄りつさせるような咆ほう吼こうに、昏こん倒とうしたシャーリー以外の誰もが目を見張る。

  「な────まさか!?」

  「……ッ!!」

  　愕がく然ぜんとした表情を浮かべたアレッシオに、突貫する赤の旋風。アレッシオが銃を向けたときには、彼はもう跳躍していた。

  　鋼はがねの牙きばが月光に煌きらめき、血飛沫しぶきが舞い上がる。

  「くっ……！」

  　苦痛の呻うめきと共に、アレッシオが銃を取り落とす。地面に赤い血が滴したたり、地面を汚していく。

  「君は──」

  　一目で分かったのだろう。赤い猟犬、犬種はローデシアン・リッジバック。人間の脳と猛犬の強さを併せ持ったスーパーモンスター。

  「イヌガミ」

  　吼ほえたイヌガミは、問答無用とばかりにヴァレリオの袖そで口ぐちを引っ張った。嗅きゆう覚かくと聴覚によってここに来るまでに状況を把握したイヌガミは、彼の安全を確保することが最優先事項だと理解したのだ。

  　ヴァレリオ・ロベルティとてこの年になるまで、戦争中の国へ慰問するような修しゆ羅ら場ばをかいくぐった強つわ者ものである。頷うなずくと、犬と共に走り出していた。

  　老人とはいえども、予想以上の健けん脚きやく。失神してなお、自分の動きを封じるためにしがみついていたダスティを、アグニが引き剝はがしたときには、二人は姿を眩くらませていた。無論、追跡は容易だ。だが──それには、幾つかのリスクを背負わなくてはならない。

  　目撃者の抹まつ殺さつ、遺留品の完全な始末、その他諸々だ。アグニはアレッシオと目線を交わした。

  「……追わずともいいだろう。ヴァレリオは本命だが、彼らでも代役としては問題ない。そう思わんか？」

  「どうだろうな、少なくとも──赤あか神がみ楼ろう樹きは必ず来る、と雇い主は言っているが」

  「ならば、条件を足せばいいさ。ヴァレリオ・ロベルティを連れてこいと。……兄は人道主義者だ。この三人を見捨てることなどできはしまい」

  「なるほど。つまり、何も変わらないということか」

  　アレッシオは頷うなずき、手を押さえた。

  「そういうことだ。さて、手の治療をしなければ。君はその二人を連れていけ。どちらも大切な人質だ」

  「分かった。ここはどうする？　火でも放つか」

  「よせ、このまま放置でいい」

  　アグニの言葉に、アレッシオは首を振った。この内部にいたＶＳＳバチカンシークレツトサービスたちは全滅させた。だが、まだ生き残った者たちが方々に散っている。火の手を放てば、彼らが集まってきてしまう恐れがあった。

  「さて、ついてきなさい。セシリア」

  　茫ぼう然ぜんと佇たたずむことしかできなかったセシリアに、アレッシオは親しげに声をかけた。

  「……あなた、は」

  　ようやく、セシリアは思い至った。

  　ヴァレリオ・ロベルティを悪だと思い込んだ理由。

  「そう。私が君と出会い、君の手を握り締めたヴァレリオ・ロベルティだ」

  「どうし、て──？」

  　アレッシオは肩を竦すくめ、彼女の手をそっと握り締めた。その感触に、セシリアは心底ゾッとした。思い出した、この手の感触。滲しみ出るような悪意、そして──。

  「憎悪……」

  　セシリアの呟つぶやきにアレッシオは心底嬉うれしそうに首しゆ肯こうし、彼女の肩を叩たたいた。

  「いかにもそうだ。この身は、悪意と憎悪に爛ただれた腐乱の肉塊。故ゆえに、生まれ変わるには奇跡が必要なのだよ」

  「……」

  　俯うつむき沈黙したセシリアは、不意に訪れた背後の気配に身を竦すくませた。

  「──待て、アレッシオ・ロベルティ」

  　突然の呼び掛けに、アレッシオが怪け訝げんな表情を浮かべた。アグニは声のトーンに敵対する要素を見出だせず、沈黙を守る。

  「……どなたかな？」

  「失礼。我わが名は、銀イン環フアン蛇シオ。貴方あなたがたと同じく、このゲームに参加している娯楽提供者エンターテイナーだ」

  「──それが？」

  　アグニは無関心そうな瞳で、銀を見据えた。男はどこか締まりのない笑みを浮かべて言った。

  「……赤あか神がみ楼ろう樹きとは、まず私が戦わせていただきたい」

  「何な故ぜ？」

  「彼が、そう望むだけの材料を私が持っているからだ」

  　アグニに怯ひるむことなく、銀は尚なおも笑みを浮かべる。アグニは薄ぼんやりした殺気を当てるのを止やめて、彼にわずかな関心を抱いた。

  「材料？」

  　銀は頷うなずき、滔とう々とうとその材料について語った。語るうちに、アグニの関心はあっさり溶けて消えてしまった。

  　耳に手を当て、アグニは彼に賭かけた会員メンバーであるムルタラ・アルナの指示を受けた。銀に緊張が走る──状況次第だが、ここでの戦闘も考慮に入れなければならない。勝てるかどうか、の計算はこればかりは存在しない。死に物狂いの己おのれと、赤神楼樹と戦うことを目的としているアグニとでは、目指すものが違う……そこに、隙すきが生まれるかもしれない。

  　だが、やはり戦いたくはない。自分が勝利したとすれば、それは死闘の末だろう。腕がどこかに消え失せ、身体機能のほとんどが使い物にならなくなるかもしれない。

  　それでは、やはり赤神楼樹に勝利することはできない。

  「分かった。お前が先に戦っても構わない」

  　アグニの言葉に、銀は胸を撫なで下ろした。……無論、高確率でこういう結果になることは予測していた。アグニの赤神楼樹に対する信頼は、どうやら相当のものらしい。闇やみ拳法を駆使する黒社会ヘイシヤーホエイ屈指の凶手ころしやである銀環蛇とて、相手にはならないと決めてかかっているようだ。

  　──お前には分からぬだろう、火神アグニ。戦場を駆け抜けてきたお前は、いつも公明正大に殺し続けてきたのだろうさ。だがな、世の中には──命や名誉より遥かに大切なものが存在するのだ。

  　黒社会に頭頂部までその身を沈めた銀は知っている。愛という大いなる存在の前では、如い何かなる強者も脆もろく崩れやすいモノとなるのだ、と。

  　赤神楼樹は、貴き島しまあやなに恋こい焦がれている。何でも、生まれた頃からずっと共にいたらしい。そんな少女を、見殺しにすることができるはずもない。否いな、見殺しにしようと決意しても──ククリナイフの刃先が鈍ることは確実だ。

  　ならば、勝てる。ケモノガリである彼の長所は、問答無用で相手を絶殺する凄すさまじい憎悪と憤ふん怒ぬ。それが欠ければ、力は半減……上う手まくいけば完全に無力化するかもしれない。

  「交渉は終わったかね？　では、全員ついてこい。セシリア、君もな」

  　有無を言わさず、というアレッシオの口調だった。セシリアは逆らえるはずもない、おとなしくついていくことにした。神に祈り、与えられた勇気でどうにか歩き出す。

  　そうしてもう一人、神ではなく、神の子でも天使でもなく、聖人ですらない一人の少年に祈りを捧げた。

  　──楼ろう樹きさま。

  　楼樹に助けてほしいのか、傍そばにいてほしいのか、それとも──巻き込みたくないと考えているのか。セシリア自身にも、それは分からなかったが。

  　強く引っ張られながら、彼女は前を行くアレッシオに尋ねた。

  「あの。……どこへ、行こうというのですか？」

  　セシリアの閉じた瞳では、彼の表情までは分からない。けれど、肌で理解できた。

  「コロッセオ。……最終決戦にはこのバチカンより、あの古代の闘技場こそが相応ふさわしい」

  　そう告げたアレッシオは、間違いなく禍まが々まがしいまでの笑みを浮かべていただろう。

  

  

  　イヌガミとヴァレリオは、ただひたすら走り続けた。ヴァレリオが息を切らし、立ち止まる段階でイヌガミもようやく足を止めた。

  「……君は」

  　ヴァレリオはイヌガミと改めて向き合う。目の前に座り込んでいる生き物は、紛れもなく犬だった。にもかかわらず、目には知性の輝きが見出せる。話しかけることが、まるで当然のように思われた。

  　シャーリーが言っていた犬は、彼に違いあるまい。

  「イヌガミだね」

  　軽く吼ほえてイヌガミが肯定した。

  「私の名はヴァレリオ・ロベルティ。助けてくれて感謝したいところだが──」

  　暗い面おも持もちで走ってきた道を振り返る。イヌガミが留とどまっているあたり、追っては来ていないのだろう。だが、シスター・セシリアとダスティ、そしてシャーリーを置き去りにした。

  「ふむ……これからどうしたものか」

  　途方に暮れるヴァレリオ。イヌガミとてそれは分からない。ただ、あの状況での最善手だと本能で感じ取っただけだ。

  「あ、いた！　こらこら、いくらお前でも勝手に──」

  　突然の声に、ヴァレリオは慌てて振り向く。声をかけてきたのは、彼にとっても見覚えのある顔だった。ルディ神父、このバチカンにおける動物管理の担当者だ。

  「おお、ロベルティ枢すう機き卿きよう？　どうなさったんです、顔色が悪いようですが」

  「ルディ神父。いや、何でもない。それより、この犬がどうかしたのかね」

  「逃げてしまったので、探していたんです。何しろ、教皇暗殺を防いだ犬です。消えてしまうのは困るし、うろつき回られるのももっと困るので」

  　ルディ神父は、両手に頑丈そうな鎖と首輪を持っている。それを見たイヌガミが後あと退ずさった。

  　イヌガミならば自力で抜け出せるだろうが、抜け出した後が問題になることは確実だった。繫つながれた鎖から抜け出すというのは、ペットではなく猛獣の領域だ。

  「いや、ルディ神父。この犬は私に任せてほしい。そら、おいで」

  　イヌガミはヴァレリオの視線に頷うなずき、とことこと彼に近付いた。顎あごの下を撫なでられると、仕方ないとばかりにぱたぱた尻しつ尾ぽを振った。

  「おや──随分と懐なつかれていますね」

  「犬には懐かれる性質らしい。そんな鎖は無粋だ、私が責任を持って連れていく」

  　神父はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、尻尾を振り続けるイヌガミに危険性はないと判断したらしい。

  「分かりました、それならば……。ああでも、紐ひもには繫いでください。状況が状況ですし、パニックにならないとも限らないので」

  　ヴァレリオは頷き、引き紐リードを受け取った。イヌガミは不服そうに見ていたものの、老人の申し訳なさそうな視線にやむなく首を差し出した。

  　ルディ神父が立ち去ると、紐で繫ぎとめられたイヌガミがヴァレリオを軽く引っ張り出した。

  「行くあてがあるのかね？」

  　一声吼ほえる。恐らく、肯定の意を表わしているのだろう。ヴァレリオはイヌガミに引っ張られるがまま、歩き出した。

  　──さて、どうしたものか。

  　目的地がどこかは分からないので、仕方なくヴァレリオは思考に身を投じることにする。まず現状……は、どう考えても最悪以外の何物でもない。

  　シャーリー、ダスティ、そしてシスター・セシリアの三人をあの場に残してしまった。仮にも戦士であるシャーリーとダスティはともかくとして、セシリアを置き去りにしたことが深く彼に悔いを刻んでいた。

  「彼らは無事だろうか」

  　肯定の意を示す吼え声。ヴァレリオは神に祈りを捧げ、心の平安を取り戻そうとした。だが、それは弟の明らかな裏切りにどうにも搔かき乱される。

  「あれは、私の弟だ」

  　その呟つぶやきに、イヌガミはピタリと足を止めて信じ難いとばかりにヴァレリオを見つめていた。

  「私の弟が──あの〝クラブ〟と関わり合っていたというのか？」

  　信じられない、とばかりに首を横に振る。だが、目の前で起きたことは全て真実だ。少なくとも、アレッシオの脇に控えていた男がシャーリーを一撃で昏こん倒とうさせ、ダスティの腹部を刺し、アレッシオが己おのれに銃を突きつけたことは紛れもない真実だ。

  　思考の出発点はそこからでなければならない。

  「つまり、アレッシオは──」

  　瞬間、ヴァレリオ・ロベルティの中で全てが繫つながったように思えた。断片的に語られていたあらゆる物事──〝クラブ〟のことやリストのこと、このゲームの目的について。

  「イヌガミ、それに枢すう機き卿きよう……？」

  　その声に顔を上げたヴァレリオは啞あ然ぜんとした。二人の眼前に佇たたずむは、当然ながら赤あか神がみ楼ろう樹き。だが、だがしかし。一体、どうやったらここまで忍び込めるのか？　その血塗れの服装のままで。

  　楼樹は、静かな表情でヴァレリオに尋ねた。

  「何が、起きたんですか？」

  　ともあれヴァレリオは頷うなずき、バチカン庭園に彼を誘うことにした。あそこなら、まだ人目につくことはあるまい。

  「来たまえ。……何があったかを話そう」

  　その暗い声と、何より──他の人間が見当たらないことに、赤神楼樹も覚悟を決めた面持ちで頷いた。
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    ローマ　コロッセオ
  


  　遥はるか昔、ローマ帝国皇帝ネロ・クラウディウスが造らせた黄金宮殿。そこにあった人工池跡地を利用し、後の世の皇帝ウェスパシアヌスは一つの巨大建築物を造り上げた。

  　当時としてはまさに破格、おおよそ五万人を収容できるそこでは剣闘士グラデイエーターたちが火花を散らし、異教徒や罪人たちの処刑が見世物にされ、その他様々なイベント──血ち腥なまぐさいものも、そうでないものも──が催された。

  　正式名はフラウィウス円形闘技場、だが当時劇場の脇にあったネロの巨像コロスス・ネロニスを元に、ある愛称がつけられ、親しまれることとなった。

  　その愛称とは──『コロッセオ』。

  

  〝コロッセオがある限り、ローマも存在するだろう。だがコロッセオが崩れるとき、ローマは終わるだろう。そしてローマが終わるときは、即すなわち世界の終わりである〟

  

  　そして建築から二千年。数あま多たの戦乱や災害を潜くぐり抜けて、この建築物は未いまだその威容を誇っている。とはいえ年月の流れは残酷だ。現在のコロッセオは地下部分がほとんど剝むき出しになっている。木製だと伝えられている競技場の床は既に残っておらず、代わりにイベント用のステージが一部に敷かれていた。

  　そして今、コロッセオのステージにはアレッシオ・ロベルティ神父、アグニ、銀イン環フアン蛇シオの三人が佇たたずんでいる。彼らの傍かたわらには、縛しばり付けられたダスティとシャーリー。そして、ダスティの腹部を押さえて止血するセシリアがいた。

  「彼女は大丈夫なのか？」

  　銀の問い掛けに、アレッシオは肩を竦すくめた。セシリアの両手が縛られていないことを言っているのだろうが、彼女の目を考えれば問題になるはずもない。

  「支障になるとは思わん」

  　まあ、確かに──と銀は彼女をちらりと見た。……善い女だ、と心の中で舌なめずりする。全てが終わったら、貰もらい受けるのも悪くはない。何とも嬲なぶりがいがありそうな、いい体つきをしていた。

  

  　時刻は間もなく、午前四時を過ぎようとしていた。暗くら闇やみだった空は深い青色へと変わり、わずかながら明るさを取り戻しつつある。一時間もしないうちに、この青は次第に爽さわやかさを増してピンクから橙だいだい色へと変化し、朝が訪れるのだ。

  　それは即すなわち、ローマを盤上としたこの十二使徒のゲームも、最終局面を迎えたということである。

  　最初に反応したのは、アグニだった。次いでセシリア、そしてシャーリー。

  「……来たか」

  　その呟つぶやきに、アレッシオと銀の顔がさっと緊張の色を帯びる。確かに、禍まが々まがしい風が真向かいの回廊から吹き始めていた。

  　なるほど。赤あか神がみ楼ろう樹きが出陣するには、確かにあの場所〝生の門〟からが相応ふさわしいと、アグニは思う。威い風ふう堂どう々どうではなく、凶気と闘気を撒まき散らすような凶まがツのモノでもなく。

  　そう、彼は剣闘士グラデイエーターだ。手には折れたククリナイフを持ち、傷ついた体はしかし、戦闘続行にまったく支障がない。一旦起動すれば、相手を滅ぼすまで決して戦いを止やめぬ運命の奴ど隷れい。

  「それでは先ほどの約定通り、自分が行かせてもらうぞ」

  「好きにするがいい」

  　アグニの素っ気ない返答に銀は満足げな笑みを浮かべ、彼は悠々とした態度で彼に向かって歩き出した。

  「……アグニ。君はどう思う？　交渉は成立すると？」

  「話は聞くだろう。だが、古来より人質を取った相手に対する最善の手段は一つだ」

  「殲せん滅めつかね？」

  「ああ」

  「──だが、それでは人質の命が失われてしまうのでは？」

  「この場合は、致し方がないだろう。どんな手を打ったとしても、人質が殺されることに変わりはないのだから」

  　論理的であったが、人は論理で動く者ばかりではない。

  「知っているさ、そんなことは。だが、この場合は論理的にならざるを得ない」

  　アグニはそう言い切り、ふと思い出したかのように呟つぶやいた。

  「だが──確か、あの円卓にはアストライアがいたな」

  「それが？」

  「……ならば、少女が生存する可能性も残されている」

  　アレッシオは首を捻ひねる。その可能性なるモノがどうしても分からなかった。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  



  
    バチカン　バチカン庭園
  


  　イヌガミとヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きようと再会した僕は、バチカン庭園の奥に潜ひそんで情報交換を行った。

  　結果、最悪ではあるが打開する可能性も残されている──というところで話がまとまった。ついでに、イヌガミが持っていたロザリオも手に入れた。どうやら、九人目はイヌガミの宿敵──今はロートケプヒェンと名乗っている少女だったらしい。

  「……貴方あなたの、弟が？」

  「そうだ。……アレッシオ・ロベルティ。紛まぎれもなく私の弟だ。……いや、顔は包帯で隠していたが、声と目で分かる。長年、人生の苦楽を共にしてきた存在だからな」

  「彼が〝クラブ〟に関わっていたとなると……恐らく、貴方の名をリストに記したのも」

  　ヴァレリオは沈痛な表情で頷うなずいた。無理もない、彼にとってはたった一人の弟のはずだ。

  「そうだな、そういうことなのだろう。アレッシオは、私の名をリストに刻んだのだろう」

  　イヌガミが首を傾かしげている。僕も似たような仕草をした。

  「どうして、そんな真ま似ねを──」

  　ヴァレリオはくたびれた笑みで、首を横に振る。

  「見当もつかない」

  　……ほんの少し、噓うそが混じっているようにも見えた。シャーリーから学んだ意思伝達における身振りについてのテクニックに則のつとると、後ろめたさのせいで彼はわずかに眼球を動かし、僕を見ないようにしていた。彼にとって噓は苦痛だ、どんな他愛たわいないことでも噓をつくことに莫大なストレスを感じてしまい、結果無意識に目を逸そらそうとする。ということは、恐らくある程度の目星はついているのだろう。

  　だが、こんなところで今いま更さらその動機を突っついても仕方ない。僕はひとまずその噓うそを見み逃のがすことにした。

  「では、これからどうするかだけど──」

  　恐らく、もうそろそろ連絡が届くはずだ。そう考えた次の瞬間、こちらの思考を読み取っているのではないか、という妄想を抱くほどに絶妙のタイミングでスマートフォンが震ふるえた。

  　二人が一斉にこちらを向いた。僕はポケットからスマートフォンを取り出し、通話をスピーカーモードに切り替えた。アストライアの声が響く。

  《やあ。そろそろ連絡が来る頃だと思ったんじゃないかな？》

  「余計な話はいい。用件を言え」

  《まずは、おめでとう。イヌガミが勝ち取ったロザリオは、君のものとしよう。それを持っていたロートケプヒェンは、とっくにローマを抜け出している。つまりは、場外敗けだ》

  《もう一つ。アンダーワールド・クリーパーが持っていたロザリオも、勝ち残った娯楽提供者エンターテイナーが回収している。それで二つ分とカウントしてくれればいい》

  　よし、これでロザリオは四つだが、残る娯楽提供者エンターテイナーは三人だ。あともう少しだけ、この体が持ちこたえてくれるように祈るだけだ。

  「ありがたいな。さて、シャーリーたちをどこに連れ去った？」

  　珍しいことに、僕の当たり前といえば当たり前の問い掛けにアストライアは何な故ぜか言い淀よどんだ。ほんの少し、躊躇ためらうような吐息が通話口から漏もれていた。

  《その前に、一つ君に頼みがある。これは約束だ、もっとも僕と君の関係上破られても文句は言えないが──ともあれ、聞いてほしい》

  　何か、奇妙な感覚があった。粘着質な液体をまぶした手で、首筋を撫なでられたような何とも言えず不快な感触。

  「……何だ？」

  《この後、最初に君と相対する娯楽提供者エンターテイナー。彼の話を、聞いてもらいたい》

  「……話を、聞く？」

  《ああ。それだけでいい。そこから先は、君が判断してくれ》

  　殺し合うというのに、向こうが話しかけてくるのだろうか。

  「向こうが話しかけてくるならな。問答無用で襲いかかられた場合、責任は持てない」

  《安心してくれ。そいつは理性がちゃんとある。君に話しかけてくるよ》

  「……一つ、こちらからも条件を提示して構わないか？」

  《聞こう》

  「僕が戦っている間、ヴァレリオ・ロベルティに手を出すな」

  《ふむ、取引の条件としては妥当かな。分かった、手は出させない》

  　この約束にかかっているのは、彼の名誉だ。無論、約束など知ったことかとばかりに殺しにかかってきてもいいだろう。だが──彼が死んでも、僕に心の傷が刻まれるだけだ。壊れはしない。そのくせ、アストライアにはこんな小さな約束も守れなかった卑ひ怯きよう者ものという烙らく印いんが押される。その烙印を知るのは、僕だけだとしても。……彼は、僕にそう思われることは絶対に望まないだろう。

  　何ともはや奇妙だが、アストライアという男を僕はそういう点で信頼していた。

  「なら、成立だ」

  《うん、ありがとう。では、場所だが──ローマのコロッセオだ。そこに、残りの娯楽提供者エンターテイナーが全員集まっている》

  「いいだろう」

  　しかしコロッセオとは……殺し合うにはあまりにも相応ふさわしい場所だな。

  《ああ。そうそう、ところで話は変わるんだけどさ。君はこのゲームのことを大体摑つかんでいるかな？》

  　不意に、明るい口調でアストライアがそう尋ねてきた。僕は躊躇ためらいがちに答える。

  「僕と──それから、ヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きようをどの娯楽提供者エンターテイナーが殺害するか。それを当てるゲームだろう？」

  《ご名答。ちなみに、君にとっては少しだけ溜りゆう飲いんが下がる話をしてあげよう。彼らが賭かけているのは、外ほかならぬ自分の命。無論、勝利した際の報酬もそれに足るものだけどね》

  「……会員メンバーが、自分たちの命を賭けるだって？」

  　確かに、何かしらのペナルティはあると思っていたが。まさか、そこまでやるか。

  《だって、そうでもしないと皆真剣にやってくれないだろう？　まあ、夜や叉しや刀がたなに賭けた会メン員バーみたいに自分が何をやっていたか理解していない人間もいたけどさ》

  　向こう側で、アストライアが苦笑していた。まあ、確かにあの娯楽提供者エンターテイナーはあまりにも馬鹿馬鹿しかった。他者の命を何とも思っていないのと同様に、自分の命も貴重なものだと理解していなかった。

  　有り体ていに言えば、あの男は、どうしようもなく生きようとしていなかったのだ。アストライアの言動から察するに、夜叉刀に賭けた会員もその類たぐいだったらしい。

  《──ともあれ、健闘を祈るよ。僕が君を殺したいんだからさ》

  　軽い口調で、彼は僕への殺意を告げた。

  「安心しろ、アストライア。僕とお前は、きっとまた殺し合うことになる。決着がつかない限りは、幾千幾万回でもだ」

  　恐らく、一生涯かけても互いを理解することはないだろう敵ではあるが。この約束は、必ず果たそうと思う。

  

  　アストライアとの会話を終わらせ、僕は二人に告げた。

  「コロッセオに行こう。そこで、全ての決着がつく」

  　僕とヴァレリオは先行して、コロッセオに向かう。イヌガミには、コロッセオの周囲を監視する役割をお願いした。ざっと見た感じ、彼の負傷はあまりにも重たかった。話によると一度、心臓を串刺しにされたらしい。時間が経過すればいずれ癒いえると彼は言っていたが、今はそれを待っていられない。娯楽提供者エンターテイナーとの戦いは僕が全てを引き受けるしかないだろう──元より、そういうつもりではあったので問題ないが。

  　バチカンを再び抜け出し、道を歩きながら僕はヴァレリオに話し掛けた。

  「……僕は、貴方あなたの弟を殺します」

  「……」

  　ヴァレリオは沈黙する。言うべきではなかったか、と忸じく怩じたる想いが湧わき上がる──押し留とどめる。彼は僕の話を信じてくれた。そして、ここまでついてきてくれたのだ。ならば、誠意を持って応対するべきだろう。

  「私は、それを止めなければならないだろうな。弟なのだから」

  「貴方に成り代わろうとしていても？　恐らく、彼は貴方を殺すつもりだったはず」

  「そうだな。その通りだ」

  　この老人は、話せば分かるなどという幻想を抱いてはいない。実の弟であっても、というよりは実の弟だからこそ──彼は、理解しているのだろう。

  　弟が自分に対する殺意を止めることなどなく、謝罪することもなく、懺ざん悔げすることもない。

  　彼は自身の目的を成し遂げない限り、決して止まらないと。

  「アレッシオの目的は、貴方の命でしょう」

  「……ああ」

  「貴方が死ねば、彼は勝利する。同時に──悪の側が勝利することになる」

  「その通りだ」

  「だから、貴方は死んではならない。そして、彼を見み逃のがしてもいけない。彼が〝クラブ〟の会メン員バーなのか、娯楽提供者エンターテイナーなのかは分からないけど──。いずれにせよ、貴方の弟は人の命を殺あやめることを何とも思っていない」

  　あの〝クラブ〟に関わるということは、そういう意味を持っている。人の命を自らの捧げ物と信仰するような存在に。

  　……少なくとも、聖職者の在り方ではない。

  　それらを何もかも飲み込んだ上で、ヴァレリオは告げる。

  「分かっているんだ。だが、一つだけ願いがある。……彼と、話させてくれ」

  「それは──構いません。一応〝クラブ〟の幹部とは取引済みですから、僕が戦っている間、貴方あなたが攻撃される恐れはない。ただ、貴方の弟さんがどう出るかは別です。彼と話すということはつまり」

  「逆上した弟が、私を殺そうとすると？」

  「はい。……銃を手にしていたのならば、撃つこともあるでしょう」

  「撃たないよ、あの男は。……少なくとも、君が敗北しない限りはね」

  　確信に満ちた発言に、僕は首を傾かしげた。

  「何な故ぜ、分かるんですか？」

  　何とも言い難い、哀しみに満ちた笑み。こんな笑いは、生まれて初めて見た。

  「アレッシオは、私をとことんまで苦しめたいはずだ。だから、君が敗北して絶望する私を誰より見たがっているだろうからな」

  　なるほど、そういうことなら問題はない。

  「ただ、そうなると僕が勝ったときが問題だと思いますが」

  「君がこの老体のところに駆けつけてくるまでは、持ちこたえてみせるさ」

  　このご老人、無茶苦茶言うなぁ──と僕は思わず苦笑した。

  

  

  　──そうして、僕とヴァレリオはコロッセオに辿たどり着いた。

  　僕とヴァレリオは、闘技場の中央に真っ直すぐ伸びた細い通路部分を歩く。すぐに、あちら側が目についたので、素早く観察する。包帯を巻いた老人アレッシオ、その傍そばに控えるカソック服の男、それから人質として縛しばられたシャーリーとダスティ。彼の腹部を押さえているセシリア──よし、人質は全員生きているようだ。

  　……そして、一人の男が進み出た。夜や叉しや刀がたなと同レベルの、時代錯誤な衣装を着ていた。何しろ、黒色の功カン夫フー服だ。中国人……だろうか？　少なくともアジア系の風ふう貌ぼうであるが。

  　男は数メートル先で立ち止まり、軽く一礼して自身の名を告げた。

  「娯楽提供者エンターテイナー、銀イン環フアン蛇シオ。お会いできて光栄だ」

  　猛もう禽きん類るいのように鋭く、蛇のように邪よこしまな目つき。どうやら、僕に『話がある』のは彼らしい。

  「枢すう機き卿きようが、向こう側にいる人間と話があるそうだ。通せ」

  　アストライアが話をつけておいたらしい。銀は特にヴァレリオに関心を持つこともなく、無言で道を譲った。

  「──楼ろう樹きくん。幸運を」

  「貴方も、枢機卿」

  　去り際にヴァレリオはそう言って、僕に十字を切ってくれた。それは自分のために取っておいた方がいい、と思いつつも少しだけ有り難かった。『幸運』ばかりは僕がどう足あ搔がいても影響できないパラメータだ。

  　そして、改めて銀インという男と向かい合う。

  「それで、話とは？」

  「ああ、まずはこれを見てほしい」

  　彼はそう言って、胸元からタブレットＰＣを取り出した。両手に抱え込み、液晶画面を僕に見せつける。

  　──なるほど、な。

  　嘆息。映し出された画面には、拳銃を脳天に突きつけられる──貴き島しまあやなの姿があった。

  　銀は邪よこしまな笑みを浮かべて告げる。

  「分かっているとは思うが、これはリアルタイムだ」

  「分かるよ。……それで？」

  　僕の声は、我知らず──凍りついたようなモノになる。僕の言葉を聞いた眼前の男は、悪寒を感じてか、ぶるりと震ふるえた。

  「……彼女を助けたければ、代わりにお前が命を捧げろ。我わが拳に討ち果たされることによって、彼女は解放される」

  　なるほど。……なるほど、なるほど、本当になるほど。納得した、理解した。ああ、そういうことなのか。

  「少し、待て」

  　僕はスマートフォンを手に取った。見ていたのか、即座にアストライアからの連絡が入る。

  「──どういうコトだ」

  《……ま、怒らないでくれ。僕としても、こういう戦術に出るとは本当に予想外でさ》

  　申し訳なさそうな、どこか面白がるようなアストライアの声。

  《でも、君も悪いんだぜ？　確かに彼女は、このゲームの勝者に与える賞品だった。だが、その間の彼女の無事を保障するとは言ってないだろう？》

  「強引だな、強引な解釈にも程がある」

  《すまじきものは宮仕え、ということさ》

  　僕は先ほどのアストライアとのやりとりを思い出し、覚悟を決めた。アストライアとの通話を切って、銀環フアン蛇シオを見やる。

  「一つだけ、頼みがある。あやなと話させてくれないか？」

  　銀は確信的な笑みを浮かべた。勝敗は決した。赤あか神がみ楼ろう樹き──ケモノガリは、幾千の人間を斬きっておきながら、この他愛たわいもない人質に敗れ去ったのだ。

  「……いいとも。永えい訣けつする前のひとときを邪魔するほど野暮ではないさ」

  「ありがとう」

  　冷静に、呼吸を整える。銀は気付かない、僕という対象が既に降伏したと思い込んでいる。

  「──あやな」

  《……うん》

  　ディスプレイのあやなは、眉み間けんに銃を突きつけられている。だというのに、彼女は気丈なまでの微ほほ笑えみを返してくれた。

  「また巻き込んで、悪いな」

  《いいよ、別に》

  「ところで、この声はスピーカーか？　その周りにいる連中にも、聞こえているのかな？」

  《……うん》

  　そうか、なら──。

  「なら。ルールは守れよ、アストライア」

  　会話の流れの奇妙さに銀イン環フアン蛇シオは気付き、戸惑い、理解しようとした。その下らない、澱よどんだ思考の瞬間、百ひやく戦せん錬れん磨まであるはずの銀環蛇はしかし、限りなく無防備だった。

  　愚かなことに、彼はタブレットＰＣを両手に抱え込んでいた。画面をきちんと見せるため、僕が近付いても片手を空けることはなかった。

  　彼がどれほどの修練を積み、どれほど技に磨きをかけてきたのか、僕は知らない。どれほどの人間を踏みにじってきたのかも、全く分からない。ともあれ彼は栄光を、名誉を、金を、権力を──その腕一本で手に入れてきた、それは間違いない。

  　勝つことが最重要であり、生き残ることが大切だ。だから、どんな卑ひ怯きような手を使おうとも構わないのだ。今回も、万全の態勢を期して僕を迎え撃った。なるほど、あやなを人質にするという考えは決して悪くはない。だが、今回はあまりにも全てが歪ゆがんでいた。

  　──例えば、ゲームの内容。敗者は、その命を支払うという究極のゲーム。

  　──例えば、アストライアの感情。彼がこのゲームの管理運営を任されているかどうかは分からないが、ともかくある程度の意思決定はできるようだ。

  　では、その彼は貴き島しまあやなを人質に取るという策にどういう感情を抱いているか。肯定？　あるいは賞賛？　どちらも否いな。

  　答えは恐らく、侮ぶ蔑べつであり嘲ちよう弄ろうだ。

  　無論、彼は会員メンバーの行動に真っ向から異を唱えることはない。だが──。

  

  「──やれやれまったく。確かにそうだ、ルールは守らなきゃなぁ！」

  

  　僕のククリナイフが、銀環蛇の首を刎はね飛ばした。一呼吸で全てを終わらせた。殺しきれなければ、あやなが死ぬ。そんな状況で、この赤神楼樹ぼくが腑ふ抜ぬけた一撃を放つはずもない。

  　鍛えあげた銀の首は、他愛たわいもなく両断された。首を刎ねられてもなお、立ち続ける彼の死体から二つのロザリオを奪い取る。

  　それから、脱力した腕から落ちかけたタブレットＰＣをどうにか摑つかんだ。慌てて、液晶画面を覗のぞき込み、叫んだ。

  「無事か……!?」

  「う、うん」

  　顔を蒼そう白はくにしながらも、あやなは微ほほ笑えんだ。突きつけられていた銃口は、画面から消えている。どうやら、アストライアは仕事をきっちり果たしたらしい。

  　カメラが移動し、アストライアを映し出す。

  《ふふん。確かにルールを守れと言われたら、僕はそうするしかないね。うん、このゲームのルールを厳密に守り、銀イン環フアン蛇シオに賭かけた会員メンバーを誅ちゆう殺さつした》

  　彼は満面の笑みを浮かべてそう言った。恐らく銀環蛇の首と胴が離れてからコンマ数秒以内で、会メン員バーはアストライアに殺されていただろう。

  「礼は言わない」

  　彼はルールを守っただけ、僕もまたルールを守れと告げただけ。何より、敵である彼に感謝の念を抱くというのは、少しおかしいだろう。

  《ちぇっ。礼くらい言ってくれてもいいじゃないか。まあいいか、それじゃあ──この〝十二使徒のゲーム〟本命中の本命が向こうで待っている。彼は人質なんて取らない、そもそもそんな必要がない》

  「……そうか」
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  《それでは、幸運を》

  　再びカメラが動き、あやなを映し出す。

  「あやな──」

  　彼女は無言で、僕を見ている。うっすらと微ほほ笑えむその顔をどこかで見たな、と思った。それも、ここ最近だ。セシリアかと思ったが何かが違う。

  　すぐに思い至った。ああ、これは──殉じゆん教きようの微笑みか。バチカンの資料を漁あさった際に、幾つか見つけた信じたものに殉じた人々の笑み。諦てい観かんと喜び、仄ほのかな恐怖、そして誇り──それらを全て合わせたような笑いだ。

  

  

  　僕は、あやなにそれを見てしまった。

  　申し訳なさに、胸が詰まる。前のような、屈託のない笑顔をもう一度取り戻したいと痛烈にそう願う。

  　液晶画面が真っ暗になり、僕は覚悟を決めた。闘志が万全である以上、戦うことに何の不足もない。とはいえ、相手は今日戦った娯楽提供者エンターテイナーの中で最強──否いな。

  「もしかすると。これまで戦ってきた中でも最強か」

  　その可能性が極めて高い。シャーリーがいれば、調べてくれるか元々知っていたかもしれない。戦ったイヌガミの感覚によると、硝しよう煙えんの臭においが完全に染みついていたことやその立ち居振る舞いから、明らかに高度な訓練を受けた軍人だと考えられるらしい。

  「我わが名はアグニ」

  　カソックの両りよう袖そでから、するりと二振りのククリナイフが飛び出した。僕のものより一回り大きい。刀身は刃に至るまで黒い、恐らく闇やみ夜よで光を反射しない為だろう。

  　対する僕のククリナイフは、刀身が真っ二つに折れている。この間合いにようやく慣れ始めた程度だ。

  　有利な点は何一つとしてない。……いや、懐ふところにさえ入り込めば活路が見出せるという点ではまだマシか。

  「赤あか神がみ楼ろう樹き」

  　僕が名前を告げるとアグニは納得したように頷うなずき、微笑んだ。

  「お前のような存在を、私は待っていた。軍を辞めて、正解だった」

  　理性的な言葉は、それ故ゆえにあまりに鮮烈で暴力的だった。彼はどう見ても、この戦いに喜びを感じていた。……そのこと自体は、問題ではない。驚くには当たらない。

  　だが、彼はこの言葉を放つために恐らくあらゆるモノを放り捨てたのだ。名誉も栄光もかなぐり捨て、富すら求めず。ただ、怪物と出会うために全てを賭けた。

  　僕は、それが心底恐ろしく──そして、腹立たしくもある。

  「行くぞ」

  「来い」

  　互いに名乗った後、交わした言葉はただそれだけ。もう、語るべきことは何もない。あとはただ、彼の抹まつ殺さつだけに専心する。

  　三歩踏み込めば、そこは死の領域。僕は軽く呼気を吐き出して、その三歩を踏み締めた。

  　腕が動く、互いの刃やいばが死を叩たたき込むべく踊り出す。

  　──殺し合いが、開は始じまった。


  



  


  第四章　剣闘士グラデイエーターたち

  

  　鋼刃が交錯し、生と死がコインの表裏のように引っ繰り返り続ける空間。そこに、僕と彼は立っている。立って、殺し合っている。

  「──チィッ!!」

  　無意識下での舌打ちは恐らく僕。体を捻ひねり、手首を狙ねらう。アグニは躊躇ためらうことなく、後方へと跳ぶ。両手の黒い刃やいばは機械仕掛けのような精密さと流体のような滑らかさ、そして必要最小限の軌道を描く数学的美しさと銃弾のような苛か烈れつさでもって、僕を斬きり刻もうとする。

  　全身がゴムでできていると錯覚するほどの勢いでアグニは跳ちよう躍やく。たまらず僕が後方へと退さがる──逃げの一手。単に押し切られただけだ。

  　どんな殺人術や武術であれ、戦う者は必然的に二つの属性を選ぶことになる。即すなわち、獣のように本能に根ざした戦い方をするか、あるいは機械のような精密さで学び修めた技を繰り出すか。無論、戦いとはそれほど単純なものではない。恐怖、臆おく病びよう、傲ごう慢まん、絶望、希望、渇かつ望ぼう、憤ふん怒ぬ、歓喜、悲哀──様々な感情が、二つの属性に余分なものを付け加えていく。

  　だが、アグニは二つの属性どちらでもない。というより、どちらでもある。獣の如ごとき本能に根ざした攻撃、機械のように精密な技、これをただの一ミリも偏かたよらせることなく両立させている。

  　凄すさまじい修練と凄まじい欲望、それがこの両立を可能にさせてしまった。なるほど確かに、ここまで至れば彼はもう戦うしかない。死ぬまで戦うしか、人生の道は残されていないだろう。

  　……悲しい、話ではある。悲しい話ではあるが。僕とて、敗北するわけにはいかない。

  「オォォォォオオオオォォォォォオオオオオオオオオォッ!!」

  　狼のように吼ほえ立て、折れたククリナイフを急所に打ち込もうとする。防がれ、逆に急所に打ち込まれそうになる──躱かわし切ることなど不可能。詰め将棋のようなものだ、どう動こうと、どう足あ搔がこうと、僕はほぼ完全に詰んでいる。

  　胸に鋭い痛み。噴出する血──派手ではあるが、致命傷というわけではない。思考は冴さえ渡っている、腕の一振り、足の踏み込みには些いささかの澱よどみもない。調子の悪さなど、肉体的にも精神的にも皆無だ。

  　だが、それはつまり。僕の全力は彼に及んでいないということ。ゆっくりと、恐怖という感情が具体的な形となって僕の心を包み込もうとする。呼気がわずかに乱れ、そのわずかな一瞬で、アグニがまた僕に一撃を喰くらわせる。

  「──ッ!!」

  　焼き鏝ごてを肩に押しつけられたような苦痛。血が床にべとりとくっついた。致命傷ではない、というだけだ。まったくもって、埒らちが明かない。

  　この男アグニは僕と同じものを視みている。僕と同じ感覚を共有している。ロビン・フッド以上の力、速度、技で僕と闘っている。

  　ならば、経験の差がある彼には永遠に勝てはしない。

  　そして、あらゆる搦からめ手てが通じないことも分かる。

  　更さらなる加速──脳は情報処理の過負荷にありもしない痛みを神経に与え始める。一方、各駆動部分は、あまりの高速移動に悲鳴を上げる。

  　僕にできることは何もない、ただ引き千切れるなと祈って体に命令するだけだ。

  　首筋を狙ねらい、弾き返され、胸板を狙い、弾き返される。その勢いを殺さずに、体をくるりと回転させて、脳天に向けて一いつ気き呵か成せいにククリナイフを叩たたきつける。まともな人間であれば最初の首筋を狙われたときに、為なす術すべなく首を斬きられている。まともではなくとも、次の一撃に反応ができるはずもない。

  　三撃全てあますところなく躱すとなると、人間の領域からは外はずれている。もっとも、この三撃を打ち込む自分こちらも、やはり人間からは外れているのだろう。

  　あらゆる余分なものが排除され、必要な情報だけが肥大化する。

  　汗の一粒血の一滴たりとも見み逃のがさない。収縮する世界で無限に膨れ上がる自我エゴイズム。即すなわち、互いの存在を許さないという、致命的なまでのすれ違い。

  　僕は、吼ほえていた。アグニもまた、吼えていた。

  　僕と彼の違いがあるとすれば、アグニは涙を滴したたらせていたということだけ。

  　歓喜の涙で、彼は胸を詰まらせていた。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  

  　常じよう軌きを逸いつした、まさに壮絶なる殺し合いの遥はるか後方。二人の聖職者は、憎悪も憐れん憫びんも愛情もなく──ただ静かに向かい合っていた。

  　シャーリーは当然ながら、楼ろう樹きのことが気にかかっている。何しろ相手は、まさに伝説の英雄。戦場において最強と謳うたわれた元グルカ兵、〝炎神アグニ〟だ。

  　なのに、視線は二人の年老いた男たちから離れない。彼らは何もしていない、アレッシオは手に持った拳銃を突きつけることすらもしていなかった。

  　誰かが──多分、ダスティが唾つばを呑のんだ。それがきっかけとなったのか、あるいは元々このタイミングで口火を切ろうとしていたのか。ともあれ、最初に口を開いたのはヴァレリオ・ロベルティだった。

  「何な故ぜ、などと問う気にはなれぬ」

  　フン、とアレッシオは鼻で笑って応じる。

  「そうだな、ヴァレリオ。私とお前は、恐らく出発地点から異なっている」

  「……やはりか」

  　ヴァレリオは重苦しい息を吐き出し、静かに告げた。

  「──全ては、あのときにあったのか」

  「そう。全ては、あそこから始まったのさ」

  　ヴァレリオが聖職者を志すことを決めた、あの──少年時代の、辛つらい思い出。捨てられた子供、という理由一つでからかわれ、踏みにじられ、あまつさえ抵抗したらそれ以上の暴力を振るわれた、理不尽で苦々しい──そのくせ、どこか郷愁を感じさせる思い出。

  　そう。あのとき、生まれて初めて人を殺したいと願った。楼樹の質問にもあった通り、後にも先にも殺意というモノを抱いたのはあのときだけだった。

  　だが、そこには。

  「お前は殺意を捨て、神の使徒になる道を選んだのだろう。だが、私は違う。私はあのとき、あの殺意を肯定する人生を選んだのだ」

  　それは、最初は怒りだったのだろう。純粋で、純朴な、聖職者ではないただの人間ならば、持っていて然しかるべき怒り。

  　だが、それはいつか得体の知れないモノに変わった。人を傷つけること、人を穢けがすこと、人を消すこと、人を──殺すことを是とし、あまつさえ推奨するならば。それはもう、人として致命的な欠点があるとしか思えない。

  　その欠点を、アレッシオはこよなく愛した。こよなく肯定的に受け入れた。

  「愚かな。その怒りは、我わが身を滅ぼす怒りだ」

  　ヴァレリオの素っ気ない回答に、アレッシオは薄ら笑いを浮かべる。それは、聖職者の言葉を嘲ちよう弄ろうする悪魔にも似ていた。

  「だが、その怒りによってお前はここに来ている。ヴァレリオ、あの殺意を忘れたとは言わさん。私は、お前をよく観察した。お前は、あの殺意を決して忘れていなかった」

  　アレッシオの言葉に、しんと静寂。ヴァレリオは、ゆっくりと頷うなずき言った。

  「……その通り。あの行為は、私にぬぐい去れぬ傷きず痕あとだった」

  　ダスティが目を見開く。シャーリーもまた、瞠どう目もくを隠しきれない。

  「ならば──」

  「だがな、アレッシオ。確かに忘れたことなどない、恨みを……抱いたことも、ある。だが、私は既にあの一件を、きれいに処理している」

  「……なに？」

  「あの一件は、私に人の弱さを刻み込んだ。人の愚かさを、人の獣性を理解できた。ならば、それを受け入れる。受け入れてなお、誰かのために尽くす」

  　再びの静寂。アレッシオは、拳を握り締めている。

  「何な故ぜ……そうなる？」

  「……お前は知らないのだろう。彼らのうちの一人は、私たちのように両親を亡くしていた。彼にはもう、包み込んでくれる者がいなくなった。彼らのうちの一人は、幾度となく刑務所を出入りし、囚しゆう人じんの喧けん嘩かに巻き込まれて死んだ。一人は、病気で臓器移植が必要になって──そんな金など支払うこともできず、不衛生なベッドで苦しみもがいて一生を終えた。あのときいた残りの人間も、多かれ少なかれ似たような人生を送ったらしい」

  　ヴァレリオは聖職者となってしばらくしてから、そのことを調べ上げた。そのとき、胸に去来したのは、喜びでもなく、哀しみでもなく、ただただひたすらの諦てい観かんだった。

  　彼らの人生に、幸は多くなかっただろう。神を信じていたかどうかも怪しいものだ。

  　でも、それでも──信じていれば、最後の安息は得られたかもしれない。

  「彼らは世界に憤り、世界を憎んでいた。私と彼らの違いは何だ？　何もない、まったく、これっぽっちも──何もない。ただ、運だった。底なしの沼に沈んでいたのは、同じだった。けれど、私とお前は父と神に救われた」

  「だから、何だと？」

  「だから。私は彼らを殺意をもって『殺していく』のだ。彼らのような人間が二度と現れないように。傷つけられた人間が、癒いやしを求める権利を与えられるように。傷つけられた人間が、誰かを傷つけることのないように」

  　毅き然ぜんとした眼まな差ざしで、ヴァレリオはそう宣言した。アレッシオはそれを聞いて、昏くらい双そう眸ぼうで兄を睨ねめ付ける。

  「──なるほど。やはり、そうなったのか」

  「……私は、お前も同じ道を歩んでいると思っていた」

  　一転、ヴァレリオは悲しげに眉まゆをひそめた。アレッシオはそれを聞き、嘲あざけるように告げる。

  「ヴァレリオ。その認識が致命的な過ちだったな。私は二十年待った。待ち続けた。その間に、あらゆる活動を行った」

  　そう言いつつ、彼は顔に巻かれた包帯を解いていく。顔を見た瞬間、ダスティは息を呑のんだ。そして、シャーリーは彼の意図、策謀を今度こそ完全に理解した。

  　同時に、リストにヴァレリオ・ロベルティの名前が刻まれた理由も。

  　そこにいたのはアレッシオではなく、ヴァレリオ・ロベルティの顔を持つ誰かだった。

  「私はお前になろうと思う」

  　残るは声。とは言え、血を分けた兄弟である二人は年齢も声質もほぼ同じ、さほどの違いがあるわけではない。近しい人間が意識しなければ、決して聞き分けることはできないだろう。

  　つまり。彼は今すぐにでも、ヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きように成り代わることが可能ということになる。

  「──〝クラブ〟とやらのリストに、私の名前があったのはそういうことか」

  「ああ。入会する際の条件は、私がお前になることだった」

  

  　──二十年後、必ずヴァレリオ・ロベルティは教皇になるだろう。いや、してみせる。

  　──だが、彼は間違いなくバチカン事業運営公社の改革に乗り出すはずだ。

  　──以前、別の教皇がその改革を唱えたときは強引で愚かな手を打った。これを繰り返すのは、更さらなる混乱を招くだろう。

  　──故ゆえに。ヴァレリオ・ロベルティは生きて教皇にならなければならない。だが、同時にヴァレリオを教皇にしてもならない。

  　──では選べ、アレッシオ・ロベルティよ。君は、自分自身を捨てることができるかね？

  

  「七人の聖父フアーザーの一人、〝慈愛アフエクシヨン〟はそう言った。私はその言葉を承諾した」

  　二十年前の整形技術では、露呈する可能性があった。だが、今は違う。無論、それを見破る技術も日々向上している。ＤＮＡの検査、あるいは筋肉のつき方、詳細な調査を行えば高度な整形技術を施ほどこしたところで、発覚することもあるだろう。

  　だが、そんなものをバチカンは認めはしない。まず間違いなく、与よ太た話ばなしとして流されるだろう。まして二十年、アレッシオ・ロベルティはヴァレリオに成るためにありとあらゆる訓練を行っていた。歩き方、喋しやべり口調、口くち癖ぐせ、そして──スケジュールを調べ上げ、偽者のヴァレリオとして変装し、人前に出ることすらもやってのけた。

  　そうして。このローマにおける大規模なゲームに乗じて、アレッシオ・ロベルティは生まれ変わるつもりだった──次のローマ教皇へと。

  （二十年とはまた、執念深いわね……）

  　シャーリーは轡さるぐつわを嚙かまされたまま、溜ため息いきをついた。と同時に、奇妙な疑問が頭を過よぎる。いくら露呈する可能性があったとはいえ、二十年も待ったのは何な故ぜだろうか。いくら整形技術が未熟とはいっても、兄弟なのだから誤魔化しは何とでもなっただろうに。

  　だが、些さ細さいな謎だ。現実は途方もない絶望をもって、自分たちを押し潰つぶそうとしていることに変わりはない。シャーリーは頭の片隅に、その謎を追いやった。

  「まだ、お前は殺さない。〝無垢イノセンス〟との約束だ。守る必要はないが、睨にらまれるのも避けたいからな」

  　薄ら笑いを浮かべる。シャーリーはその笑みが、ヴァレリオのそれと見た目が全く同じであることに気付いてゾッとした。

  　押し込めた感情に気付けるのは、シャーリーが知っているからだ。彼は邪悪だ、彼は偽者であり、彼は〝クラブ〟の会員だと。

  　だが、もしそのことを全く知らない……アレッシオをヴァレリオと見なしていた場合、自分は果たして笑顔の皺しわ一本に至るまで同じあの男を……偽者だと、看破できるだろうか？

  「何たるおぞましさだ。鏡の中の自分が抜け出てきたかのようだ」

  　ヴァレリオはそう言って、顔をしかめた。アレッシオは笑い、告げる。

  「何と言っても。〝プロ〟に訓練されたからな。お前のあらゆる行動、あらゆる仕草を模倣トレースするために、骨を削り、肉を変え、皮膚を剝はがした」

  （──〝プロ〟ですって？）

  　聞き逃のがせない単語に、シャーリーは微かすかに身をよじらせた。偽者を作り、偽者を投入する、そんな人間を作り出せる〝プロ〟に、彼女は心当たりがあった。

  　他ならぬ、自分の組織ＣＩＡ。何しろ、専門の部署があるくらいだ。無論、他国の諜ちよう報ほう組織でもその手の〝人形にせもの〟作りは行っているが、技術ならば随一だという自負が彼女にはある。

  （調べてみましょうか。……生きて戻れたら、の話だけど）

  　嘆息。アレッシオは約束を守るつもりなのだろう、拳銃を撃つ気はまるでなさそうだ。ヴァレリオもまた、動くことはない。

  　したがって──彼らの命運は、アグニと楼ろう樹きに委ゆだねられている。……情勢は、アグニに圧倒的に有利だ。一撃ごとに、楼樹の力は弱まっていく。一分ごとに、赤神楼樹が攻める状況が削られていく。

  　既に生物が立ち入ることのできる領域ではない。凡人ではあの一合を受けるだけで、前ぜん人じん未み踏とうの奇跡がありったけ必要だ。

  　なのに、それを当然のように楼ろう樹きはやってのけるし──アグニも、やってのける。

  　青白い月光に濡ぬれた二人は、赤い血を流しながら戦い続けている。あそこは、生命が入り込んでいい場所ではないのだろうな、とシャーリーは漠然と考えた。

  　……繰り返すが、情勢は圧倒的に不利のはずだ。

  　アグニの一撃は、更さらなる速度を増す。秒間ごとに増加する斬ざん撃げき、そろそろ楼樹の手に負えなくなるだろう。積もり積もった賭け金ベットは、いつかギャンブラーを破滅させる。

  　つまり、楼樹の敗北は確定している────────はずだ。

  　はずなのに、どうしてかシャーリーはただぼんやりと楼樹を見つめている。助けようとは思わない、思ったところで何ができるはずもないが、それでも助けようと願うことに意味はあるはずだ。

  　なのに、助けようと思わない。それは、楼樹を切り捨てる算段を整えたということだろうか？　そうかもしれない、とシャーリーは自身の非情さに呆あきれかえる。

  　いや、それともあるいは。

  　あるいは──。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  

  　思考は際限のない加速でとうに焼き切れた。

  　本能はあまりに絶望的な格差にとうとう勝負を投げ出した。

  　論理など、最初から勝負になると考えてもいない。

  　皮膚も、筋肉も、神経も、骨格も、臓器に至るまで──全てが、この勝負を投げ出していた。

  「────グッ!?」

  　唐から竹たけ割わりから側頭部への回し蹴げり、ククリナイフでのガードを見て取って足を強引に停止させ、全身を回転させながら逆足での踵かかと落おとし、一歩退ひかれて鼻先で躱かわされる、ならばと右手のククリナイフで胴体を狙ねらう、更にもう一歩退かれて躱される──瞬間、筋肉を強引に軌道修正。関節や筋肉が悲鳴をあげるにもかかわらず、再度の唐竹割り──躱せない。

  　宙空に浮かんでの、蹴りと斬ざん撃げき合わせて五連。最後の一撃が、ようやく鼻先を掠かすめた。

  　血が滲にじみ出て、アグニは笑ってそれを手で拭ぬぐった。

  　ここまでやって、ここまで果たしてやっと掠めた。

  　全力を投じた一撃で、与えた傷は鼻先へわずかに血を滲にじませただけのもの。

  　敗北する、とあらゆるモノが訴えかけるのは仕方がない、と僕も思う。思うのだけど──。

  

  　──お前が敗北などするわけがない。

  　──何な故ぜなら、敗ま北けたくないと思っているから。

  

  　そう宣言する『意志』があった。論理も本能も思考すらも揃そろって沈黙させる、鋼鉄烈火の如ごとき意志が、僕の全身に充満している。

  

  　──そもそも。論理的に敗北するというのならば、論理的に勝利を導き出せ。

  　──肉体が悲鳴をあげるなら、頑強に鍛えあげろ。

  　──光速で思考し、光速で実行しろ。

  　──お前は、勝たなければならないのだから。

  

  　その瞬間、僕は悟りを開いた境地でまさに笑い出したくなった。……いや、ひょっとすると笑っていたのかもしれない。何故って、眼前のアグニがほんの少しだけ動きを止めるほどに、驚いていたから。

  　戦え、勝つまで戦え。敗北など断じて許さん。心臓が止まることも、筋肉が千切れることも、神経が痛みを訴えることも、何もかも断じて許さない。

  　さあ、もっともっともっともっともっともっと加速しろ。変化しろ、換かん装そうして武装して大地を踏み締め、そのククリナイフで立ち向かえ。

  　吼ほえたてろ、臆おく病びようさなど野良犬に食わせてしまえ。力の多た寡かを論理的に見極めた上で、鼻で笑って捨ててしまえ。

  　硬く、強い一撃。あるいは、柔らかく、素早い連撃。状況に応じて使い分けろ、そら、相手はそろそろ思考が限界に到達しているぞ。一千人と一度にチェスで対戦しているような状況だ。

  　体を思い切り沈み込ませ、両足を狙ねらっての一撃──跳躍。落下しつつ、彼は空翔かける鷹たかのように、鋭するどい一撃いちげきをこちらの頭部へ打ち込もうとする。

  　論理──受け止めれば、受け止めきれずに死ぬ。避けようとすれば避けきれずに重傷を負うと判断する。思考がパニックになって沈黙する。

  　意志だけが、僕の体を突き動かす。

  　ククリナイフで受け止めた瞬間、あくまで僕の頭部を狙うアグニは押し込もうとする。それを体を移動させることで受け流す──ＢＢ弾を日本刀で叩たたき斬きる方が、まだ生なま易やさしいと思えるほどに精密な作業を要求された。

  　無理に抵抗してはいけない、抵抗しなさすぎてもいけない。コンマ一秒ごとに近付いてくる死の刃やいば。それを前にして些いささかたりとも冷静さを崩さず、ただその力の流れを見極め、緩慢でなく拙せつ速そくでなく、剃かみ刀そりの厚さしかない〝生存〟の可能性を摑つかみ取る。

  「……ッ!?」

  　信じ難い、という表情でアグニが目を見開く。彼にとっては、悪夢そのものだろう。躱かわされたのでも力で弾かれたわけでもない。手応えすらあったのに、赤神楼樹ぼくが生きている。

  　バックステップ。しばし、茫ぼう然ぜんとした顔で僕を見つめていたアグニはだらりとククリナイフを下げ──。

  「素晴らしい」

  　そう呟つぶやき、笑い始めた。

  「素晴らしい！　素晴らしい、こんな奇跡があったのか！　こんなモノがこの世に存在したのか！　神はいた！　私は信じよう、心から信仰しよう！　神はここにいたぞ！」

  　二刀を構え直すも、その笑みはアグニの顔から消えない。

  「すまない。笑う状況ではないと分かっているのだが……」

  「いいさ」

  　彼にとっては恐らく、積年の夢が叶かなった瞬間なのだろうから。

  「さあ、続けよう。このとき、この殺し合いをずっと、延々と、未来永えい劫ごう──果てしなく！」

  　アグニは本気でそう思っているようだった。やはり、どれほど理性的に見えても頭の螺ね子じが何ど処こかに吹き飛んでいる。
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  　彼の笑みは、まるで欲しい玩がん具ぐを与えられた童子わらべのよう。きっと、玩具がその過酷な扱い方に耐えかねて壊れるまで──ずっと、遊び続けるのだろう。

  　アグニの背後に、無数の死体が積み重なっている風景を幻視した。……そして、彼の前にも無数の死体が積み重なっている。彼はただ、自身が充足するためだけにこれからも殺し続けるだろう。

  　咎とがのあるなし、年齢性別人種一切関係なく。何な故ぜなら、アグニは僕という果実を味わってしまった。僕のような人間が世界に存在すると思ってしまった。

  　ここで仕留めなくてはならない。

  　僕には責任がある。ケモノである彼に、餌えさを与えた責任がある。

  　だから、速すみやかにここで仕留める。禍まが々まがしい笑みを浮かべ、アグニが突貫する──奇声をあげ、二刀ククリを振り回す。その様は、人間大の削岩機のようだった。

  　再び弱気になる論理たちに構わず、意志の力でその一歩を踏み出す。二連の刺つ突き──狙ねらうは頭部と胴体。頭部は一撃必殺、胴体は躱かわすことが困難である為だろう。更さらに一歩前に進む、死が一歩近付いた。

  　しゃがみこむ、跳躍する、スウェーなどのテクニックで躱しきる──どれも不可能だ。では、ククリナイフで受け止めるか？　当然、一撃を受け止めるのが限界だ。もう一振りのククリナイフが僕の頭部を叩たたき潰つぶす──あるいは腹部を引き裂く。即死か悶もん死しするかで、結果は同じ。

  　──ならば、どうする？

  　論理が解決策を提示する、思考が弱気を訴える、本能と意志がそれしかないと合致する。

  　片手のククリナイフを、勢いよく横薙なぎして胴体を狙った一撃を捌さばく──当然、頭部狙いの一撃が襲いかかる。

  　頭で受け止めるわけにもいかず、首を限界まで稼働させても軌道修正で容易たやすく追跡される。

  　歯で受け止めても、この破壊力では顎あごが耐えきれない。半ば詰んでいるとも言えるこの状況。

  　僕はそれを、伸ばした腕で──拳で殴りつけた。

  「────な」

  　アグニが絶句した、無理もないが。とはいえ、銃弾をククリナイフで斬きることができる彼にとって、高速で直進するモノの軌道を変更させる行為そのものは驚くに当たらないだろう。

  　彼が驚いたのは、それを自身の体でやってのけたということ。コンマ数秒のタイミングを違たがえれば、腕が千切れて頭が吹き飛ばされただろう。

  　そして、全てが上う手まくいったとしても──。

  （……やれやれ）

  　左手の骨が完全に砕けていた。当たり前だ、高速で動く鋼鉄を殴りつけたのだ。指先一本とて動かせまい。だが、全く問題はない。

  　両腕がなくとも、足は動く。足が動けば、接近できる。ならば、攻撃手段は二つもあるじゃないか。一つめ、頭突き。問答無用で、鼻骨を粉砕するに足る威力。だが、それでは死なない。これは殺し合いなので、頭突きは喧けん嘩かや牽けん制せいでしか使えまい。

  　ならば、残る一つ。

  　顎あぎとを開き、野獣のように牙きばを剝むく。狙ねらうは首筋、頸けい部ぶ大動脈。アグニが後退しようとした瞬間、前に跳んで両足をアグニの胴体に絡ませた。無論、アグニは全身を鍛えあげている。首筋の筋肉など、分厚いゴムのようなものだろう。

  　だが、鋭く尖とがったケモノの牙の前では──やはり、無意味に等しい。皮膚を貫き、肉を嚙かみ砕き、頑丈な血管を引き千切った。

  　アグニは悲鳴一つあげることなく、密着した僕にククリナイフを振りかざす。間一髪、どうにか動脈を引き千切った僕は両足のロックを解いて、彼の体を蹴けって離れた。

  　一瞬遅れて、アグニの首筋から鮮やかな血が噴出した。アグニは右手のククリナイフを捨てて、首筋を手で押さえ込んだ。

  「……さすが、と言ったところか」

  　あまりにも冷静な口調。眼前の死を、落ち着いて受け止めている。そこに、破は綻たんした人間特有の激しい感情は見受けられない。静かに、淡々としていた。

  　──それこそが異常だ。

  　他者の生命に価値を覚えない人間は存在する。自己の生命に価値を覚えない人間も存在する。だが、死を目の前にしてそれでもなお、己おのれが生きる価値を無視できる人間はなかなかいない。何な故ぜなら、そこには苦痛があり喪そう失しつがある。誰だって、奪われることは嫌なものだ。

  　なのに、アグニは酷ひどく冷静だ。このまま動き続ければ、彼が死ぬまであと五分もない。

  「だが、私にはまだ左腕が残されている」

  　首から右手を離せば、恐らく即座に意識不明で死に至る。だから、首筋はしっかりと押さえつけるしかない。逃げて、治療をするというのが妥当な線だろう。

  　だが、そんな選択肢を選べるようであれば──そもそもこんな場所にいない。

  　それを選ぶには、彼はあまりに血に酔いすぎたのだから。

  「……これが最後の一撃になりそうだな」

  「ああ」

  　かく言う僕も、左手は死に体ていだ。砕け散った骨が痛み、二度と動かないのではないか、という不安に駆られる。

  　ともあれ、右手は残っている。僕は左手の痛みを一時忘却し、右手一本でククリナイフを構えた。正真正銘、最後の勝負ラスト・オーダー。

  　どこを狙うか、が問題になるだろう。僕はそう思いつつ、狙うべき場所を定める。頭だろうか？　心臓だろうか？　あるいは膝ひざ、首、ククリナイフという手もないではない。

  　けれど、僕には一粒の慈愛や情けも存在しない。だから、僕が選ぶべき場所は──いや、それ以前の問題か。どこを狙ねらうかではなく、どこを狙われるのか。

  　互いに不要な言葉も口にせず、なのにタイミングは完かん璧ぺきなまでに同じように。

  　僕とアグニは、駆け出していた。

  　……さて。僕と彼の一撃はどちらが速いだろうか。どちらが強いだろうか。どちらが優れているだろうか？

  　頸けい動脈を嚙かみ千切られてもなお、それはアグニだと断言する。彼のククリナイフは僕のものより勝り、彼の腕の振りは僕より速い。

  　だから、止まらなければならない。アグニの左手が、右側の腰部分に移動した。その状態で力を溜ため、間合いに入り込んだ瞬間に僕の股こ間かんを狙って切り上げる。アグニは僕より体が大きく、腕も長い。

  　故ゆえに、頭部ではなく足や手首──あるいは、股間を斬きる方が速い。最後の最後まで、アグニはきっちりと思考し、論理的に必勝法を導き出した。

  　僕が間合いに入り込んだ瞬間、それに反応してアグニが斬ざん撃げきを放つ──僕は、その時点で体を停止している。そればかりか両足の駆動部分を逆回転するような勢いで、ほんの少しだけ後方に退がる。

  「……ッ!?」

  　太ふと腿ももに鋭い痛み──我慢できる範囲内だ。股間は通り過ぎ、その時点でアグニは、一歩前へと踏み出した。凄すさまじいまでの戦闘経験が、彼にその行動を取らせたのだろう。

  　胸板を斬り裂かれた。顎あごを引く、あまりに急激な状況変化に僕の体はぎりぎりついていってる状態だ。各関節、各筋肉、各神経が無茶苦茶だと絶叫している。

  　それでも、全身の痛み、どこかが壊れるのではないかという本能に根ざした恐怖を叩たたき潰つぶし、僕は後退した。

  　信じられない、という表情をアグニは浮かべた。顎から頭ず蓋がいを断ち割るはずだった一撃はしかし、先ほどと同じく躱かわされたのだ。

  　アグニは全ての手を尽くした。全てが万全だったし、一切の油断もなかった。それでも、時に届かぬ領域がある。──生が、自身の手から零こぼれ落ちる。

  　これまで数あま多たの人間に味わわせたそのおぞましい感覚。今回、味わったのはアグニである。

  　右手に握ったククリナイフは、過あやまたず彼の心臓を貫いた。全ての攻撃動作を停止し、どうと斃たおれ伏すアグニはいかにも不思議そうな表情を浮かべていた。

  　誰も何も喋しやべらず、誰も動くこともなく。

  　世界すら、停止したかのような状況。僕は安あん堵どの息を零こぼし、襲いかかる疲労と苦痛に膝ひざをついてしまった。

  「……何な故ぜだ」

  　アグニはまだ生きている。……けれど、彼が前に進むことは二度とない。立ち止まり、振り返ることしか彼にできることはない。

  「何な故ぜ、あのときあのタイミングで退さがることができた」

  　コンマ数秒しかない。もしタイミングが早ければ、アグニは放つべき斬ざん撃げきを待つだけで済んだ。もし、タイミングが遅ければ斬撃を躱かわすことなく真っ二つだったろう。

  　一秒にも満たない、ほんのわずかなタイミング。どうして、それを摑つかめたのか。

  「戦士としての勘か？　それとも──」

  「……僕は、お前の目を見ていた」

  「目……？」

  　そう。アグニの左腕が動き始めてからでは、遅すぎる。勘でやれば、恐らく焦あせってタイミングを早めただろう。だが、僕は彼の目を見ていた。

  「お前の目が、狂喜に輝いた一瞬を見た。……死線を潜くぐり抜けた回数は、僕よりお前の方が上なんだろう。だけど、互角の力量同士で戦った回数なら僕の方が少し上だったはずだ」

  　──どうして、戦場はこんなにつまらないのだろう。

  　──どうして、自分にできることが彼らにできないのだろう。

  　長年抱えていた疑問、積年積もっていた傲ごう慢まん。アグニはこの瞬間、それを一気に返済する羽目に陥った。

  「……そういうことか。隠し切れていなかったか」

  「初体験だろうからな。こういう戦いは」

  「お前の目に、それが見えなかったのは何故だ？」

  「僕は戦いで喜ばないし。自分を上回る力量を持つ怪ケ物モノとの戦いは慣れているんだ」

  　ハ、とアグニは息を零こぼして笑った。その言葉の、あまりの馬鹿馬鹿しさに……ただ笑うしかなかったらしい。

  　そして次の瞬間、彼の震ふるえに呼応するかのように、心臓に突き刺さったククリナイフが砕け散っていた。

  「……限界だったらしいな」

  　あと三合……いや、ひょっとしたら一合剣を交えていれば、僕のククリナイフは寿命だったかもしれない。そうすれば、アグニの勝利は容易たやすかっただろう。

  　全力で走っていたら、貴方あなたが走ってきた地面には地雷が埋まっていたんですよ、などと言われたような気分だ。

  「違う。このククリは役割を終えたのだ。役割を終えたから、砕けたのだ。それを違たがえるべきではない」

  「……そういうことも、あるのかな」

  　そう思いたい。あの日、このククリナイフを手にしてから──ずっと、コイツとは走り抜けてきたのだから。いくら感謝してもしきれない。

  「代わりに、というわけではないが。……我わがククリを持って行け」

  「……有り難く、いただくよ」

  　僕はアグニのククリを一振り拾い上げた。馴な染じみ深い重さ──いや、少しだけ重たいか。でも、これなら振るっているうちに慣れていくだろう。もう一振りは、シャーリーにでも持っていってもらおう。

  「アグニ。……死ぬか」

  「……どうやら、そのようだ」

  「そうか。見送りはしない、そこで死ね」

  「ああ。礼を言う。ただ満足、ただ満足だ」

  　アグニは瞼まぶたを閉じる。満足げに微ほほ笑えみ、僕はそれに何とも言えない複雑な感情を持て余す。あれは破は綻たんした人殺し、地獄に落ちて当然だと思っている。

  　それでも、どこか寂せき寥りようとした感情が染みついて離れない。忘れろ、と僕は自分に強く言い聞かせる。残る一人、残る一人を斃たおせばそれでどうにかなる。全員が救われ、幸福な結末ハツピーエンドだ。ああ、もちろん無意味に殺された無む辜この人々がいる以上、完全に幸せというわけにはいかないけれど。

  　それでも──救えた人々が、僕の手に残される。

  　ならば、よしとする。僕はステージの片隅にいたアレッシオ・ロベルティに向けて歩き出す。銃を手にしているが、構えは素人でいかにも使い慣れてなさそうだ。

  　足も負傷し、左手も砕けてはいるが──彼程度ならば、何とかなる。

  「……」

  　アレッシオは沈黙。ヴァレリオはその脇で、やりきれないというように項うな垂だれている。彼はヴァレリオを人質に取るつもりだろうか？

  　もしそうであれば、懐ふところにある棒手しゆ裏り剣けんが役立つ。片手のククリナイフを落とし、彼が油断した瞬間、手を貫いてやる。

  　そう思いながら、僕は彼と会話できる場所まで近付いた。

  「アレッシオ・ロベルティだな？」

  「……そうだ」

  　ヴァレリオより少しだけ声が低いな、と思う。僕は彼の目を見て、何となく理解した。ああ、そうだ。彼こそが、僕の求めていたヴァレリオ・ロベルティなのだと。そこに年月を重ねた老人としての穏やかさは微み塵じんもない。あるのはただ、『もっと、もっと欲しい！　もっと何かを！　もっと素晴らしいものを！』と叫ぶ餓が鬼きのような妄もう執しゆうだ。

  　……ヴァレリオを殺さなくて良かった、と心底安あん堵どする。あのときの僕は彼の本質が分からないほど、どうにも参っていたらしい。

  「お前が最後の娯楽提供者エンターテイナーなのか？」

  　とりあえず、最大の疑問を口にする。周囲の様子を窺うかがう──知覚できるのは、深手を押してコロッセオを守るイヌガミくらいのものだ。ここには誰も、スタッフすらいない。

  　はたしてアレッシオは、緩ゆるやかに首を縦に振った。脇にいたヴァレリオが、驚いて目を見開く。やはり、実の弟が関係者だという事実は衝撃なのだろうか。

  「その通り。このロザリオが、紛まぎれもなく〝十二使徒のゲーム〟最後の一つ。私を殺し、これを奪えばそれでゲームは終了。君は勝利し、我々は敗北する」

  「そうか、なら──」

  　ククリナイフを構える。アレッシオは微ほほ笑えみ、無言で銃を下ろした。そのあまりにも無防備な態度のせいで、心に疑念の影が差し込む。

  　──何か、策があるのか？

  　老人の体たい躯くは、ヴァレリオと同じで矮わい躯くでこそないが、天を衝つくほど大きいわけでもない。筋肉もない、そもそも戦闘に適した肉体ではない。手にしている拳銃を除けば、どこをどう見ても無害な存在だ。

  　もっとも、かつて車椅い子すに乗った老婆に痛い目を見た自分からすると、用心してし足りないということはないのだが。

  「──さて、私を殺そうとする前に。一つ、言葉を発することを許されたい。語るわけでもない、せいぜいが電報の如ごとき短文だ。許されよ」

  「……」

  　戸惑う。邪魔をすべきか、そうでないのか。それでも止めようとしたとき、彼は口を開いた。

  「１ワン─０ゼロ─１ワン──１ワン─１ワン─８エイト──１ワン─０ゼロ─５フアイブ」

  　──数字？

  　何が言いたいのか、あまりにもよく分からない。それはヴァレリオも同様らしい、戸惑うような表情で彼を見つめている。ダスティも同様、シャーリーは──。

  「……ッ!!」

  　轡さるぐつわを嚙かまされたまま、必死に何かを叫んでいる。漠然とした、けれど確かな悪寒が全身を締め付けた。気をつけろ、覚悟しろ、堪こらえろ、耐えろ……何だ、これ以上何を耐えろと言うんだ？

  　待て、そうだ。先ほどまでダスティの傍そばにいたはずのセシリアは──どこに、いる？

  　悪寒は最も早はや、生命の危機を訴える警告アラートに変化していた。どこにもいない、姿が見えない、でも確かに僕の近くにいる。まさか、上──!?

  　間一髪だった。咄とつ嗟さに後方へと大きく跳躍したお陰で、奇襲を免まぬがれた。動けた自分が、にわかには信じ難い。だが、もっと信じ難い光景が眼前にある。

  

  　──いや、そうだろうか。

  　──もしかして、という〝感覚〟はほんの少しあったのではないだろうか。

  

  　……違う。僕もシャーリーも、彼女が完全に無実だと理解していた。いや、セシリアが目の前に立ち塞ふさがった今ですら、そう思っている。

  「……」

  　少女の目が開く。暗くら闇やみの双そう眸ぼう──そこに、感情の色はなかった。唇はしっかりと結ばれ、まるで人形のような無機質さがある。

  「──これが、私の武器。〝聖女セシリア〟だ」

  　アレッシオがそう告げた瞬間、声一つ上げずに彼女は戦闘へと移行した。バイオリンケースを開くと、中から手甲のようなものを取り出し装着した。指の付け根にきらきらと輝くものが微かすかに見えた。あれは……何だ？

  「そう。私が娯楽提供者エンターテイナーたりえるのは、彼女がいるからだ。愛しいセシリア、愛らしい人アル間テマ兵ウエ器ポン」

  「彼女に……何を、した」

  　──ふつふつと、奥底にあったマグマが沸き上がってくる。先ほどの戦いになかった、剝むき出しの憎悪が生成されようとしている。

  「徹底的に鍛えあげたのさ。彼女にとっての日常と非日常を区分けし、ある数列ナンバーを告げることで、スイッチのオンオフを切り替えることができるようにした」

  「……意図的な、二重人格？」

  「違う。二重人格は、もう一つの自我、パーソナリティが存在しなければならない。この状態の彼女にそれはない。言うなれば、今の彼女は『機械マシン』だ。そこに我々は殺人のスキルをありったけ注ぎ込んだ」

  　……絶句したのは、怒りすぎたせいか。それとも、哀しみなのだろうか。心の中の、酷ひどく冷静な『論理』がなるほど分からないわけだと納得する。

  　彼女セシリアは眠っているどころではない、文字通りの空白だ。あの数字によって指示され、動き出した機械に過ぎない。

  「──では、殺し合うがいい。これが最後の戦いだ」

  　彼が手を振り下ろすと同時、殺し合いが開始した。
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  　アストライアが赤あか神がみ楼ろう樹きに告げたセシリアという少女の経歴は、決して虚きよ偽ぎではない。セシリア本人に問い質ただしてもその通りだ、としか答えなかっただろう。ただ、彼は意図的に最も悪あく辣らつな切り札ジヨーカーを伏せただけだ。

  　内戦時、戦場のただ中でバイオリンを弾く。何とも美しく神秘的な光景であっただろうが、セシリアにとってはまさにその時点で死んだも同然だった。

  　あれは醜い争いを止めるためのものではなく。戦いに散った兵士を悼いたむものですらもない。

  　あれは、怒りだった。戦争という名の理不尽、虐ぎやく殺さつという名の正当防衛、それを純然たる憎悪と憤ふん怒ぬで灼やき尽くそうとした、少女の叫びだった。

  　それを見抜いたのは、彼女に出会ってしまったアレッシオただ一人だった。〝クラブ〟のとある男に依頼して、暗示と投薬で彼女を鍛えた。

  　元より、一つの感覚を喪そう失しつしたために残る四つが極めて鋭敏になった少女だ。怪物じみた強さを発揮するのに、二年とかからなかった。諸国を渡り歩き、演奏を行い──その裏で、幾つもの命を手にかけた。ナイフを持った人間も、銃を持った人間も、優れた総合格闘家トータルフアイターも、特殊部隊の兵士たちですら、彼女に敵かなわず散さん華げした。

  　紛れもない、一個の優れた芸術品、そして──致命的なまでに自己がない絡カラ繰クリ人形。彼女は娯楽提供者エンターテイナーたり得なかった。無論、会員メンバーたちを魅みせることはできる。けれど誰かが絡繰の螺ね子じを回さない限り、彼女は決して動かない。

  　ならば、彼女を操作する者こそが娯楽提供者エンターテイナーと言える。

  　セシリアは、あくまでアレッシオ・ロベルティが持つ兵器。アレッシオ・ロベルティこそが、偉大なる娯楽提供者エンターテイナーだ。

  

  　……セシリアをとある教会へ置き去りにしたのは、〝慈愛アフエクシヨン〟ゼーレン・オルリックの他愛たわいもない遊びだった。元より、アレッシオはこのゲームが終われば教皇となる身。つまり、彼の武器であるセシリアはまったく不要のものとなる。

  　となれば、それを有効活用するべきだろう──いや、有効などという単語に拘くくってはならない。彼女はいっそ、派手に使い捨てるべきだ。

  　そこには、ドラマがある。英雄が少女を救うという王道のドラマがある。

  　無論、死んだところで一向に構わない。それは赤あか神がみ楼ろう樹きにとっての悲劇であり、自分たちにとっての娯楽エンターテイメント。最後の最後まで生き残ったのならば、それは更さらなる極上の娯楽だろう。

  「そして。赤神楼樹は、とうとう辿たどり着いた。珠玉の娯楽世界、最高の悲劇にして最悪の喜劇。彼の慟どう哭こくは、決して絶えることがないだろう」

  　さすがのオルリックも、感嘆したように呟つぶやいた。アストライアは無感情にこの傑作悲劇を観覧する。

  　誰も彼もが死に果て、最後の最後まで生き延びた陸リウ炎イエン豪ハオはとうとうやってきたこの瞬間に、両手を握り締めて見守る。最も早はや、指示を出すことは敵かなわない。

  　あとはただ、結末を見届けるしかない。

  　そして、彼は死への恐怖よりも、敗北することへの恐怖の方が大きいことに気付いた。今の今まで、自分が膝ひざを屈したことなど一度たりともなかった。

  　──怖い。

  　──敗北することが、ただ怖い。

  　敗北。それは、今までの自分を否定されるように陸リウには思えた。敗けたくない、敗けたくない、ただ、ただただ敗けたくない……！

  「ところで一ついいか、〝無垢イノセンス〟よ。あのセシリアが使うのは、如い何かなる武器なのかな？」

  「あ、それは僕も知らないや。ミスター・陸は知りませんか？」

  「……いや、知らない」

  　首を横に振る。与えられたファイルでは詳細なプロフィールこそ記載されていたが、具体的な戦闘術に関しては一切記されていなかった。手甲を身につけたことから、近接格闘だとは思うのだが──。

  「金属糸メタリツクヤーン」

  　ぼそりと、もう一人の生き残り──即ち、ロートケプヒェンに賭けたベットした退屈な男、オーガスタス・フィッシャーが呟つぶやいた。

  　全員が一斉に彼へ目を向けた。

  「失礼。何ですって？」

  　アストライアが聞き返すとフィッシャーは相変わらず微ほほ笑えみ一つ浮かべず、陰気な表情で顔を上げて告げた。

  「金属糸。セシリアの武器は幾重にも束ねられ、蜘く蛛もの巣のように張り巡らされる特殊合金ワイヤーだ。……右手の糸は斬断スライス、左手の糸は捕獲キヤプチヤーを目的とする」

  　全員が今度はスクリーンを注視した。

  「では、愉たのしもう」

  　フィッシャーの言葉が投げかけられる。
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  　──信じられない！

  　セシリアはまず、左手を軽く振った。同時に跳躍。闇やみ夜よではほとんど不ふ可か視しに等しい線を、僕は確かに『視み』た。指の付け根にあった煌きらめきが、増幅して一つの線になっていた。

  　右手を振られた瞬間、先ほどの奇襲時と同等レベルの警告アラートが鳴り響いた。躱かわせ躱せ躱せ、モタモタするな！

  　反射的に手すりから、剝むき出しの地下部分へ向けて落下──ぎりぎり、崩ほう落らくしかかった地下から一階を支えていた石柱に着地した。

  　セシリア──あくまで無言。

  　瞬時に悟る、今の彼女に説得は全くの無意味だ。彼女は言葉など聞いていない、聞こうともしていない。彼女が目を覚まさない限り、話を聞くことはないだろう。だが、何をすれば目を覚ましてくれるのか。

  　……ああ、分かっているともさ。

  　一撃喰くらった程度で、覚めるようなものじゃないだろう。致命的な一撃でない限り、彼女が目を覚ますことはあるまい。

  　やるしかない。やるしかないが──。

  （アレは、兵器だ）

  　そう思い込もうとする。そうしなければやってられない。いつかの老婆のように、裏切ったなら僕の見切りは速い。

  　でも、彼女は裏切ったわけではなく。ただ、動かされているだけだ。

  「……ッ!!」

  　後方へと跳躍。先ほど斬きり裂かれた足が痛むが、正しよう真しん正しよう銘めい最後の戦いであることを理解させ、叱しつ咤た激げき励れいする。もう少し、もう少しだけでいい。保ってくれ……！

  　さらにセシリアが左手を振る──コロッセオのあらゆる場所に、糸が張り巡らされた。信じ難いことに、彼女は何もない空間に飛び乗った。

  　平然とした表情で、彼女は糸の上に佇たたずむ。僕以外の人間からは、彼女が空中に浮いているようにしか見えまい。

  「どうした、赤神楼樹ケモノガリ！　数あま多たの命を喰らったお前が、たかが数時間共にいただけの少女に躊躇ためらうか!?　滑こつ稽けいだ、滑稽だぞ！」

  　アレッシオの挑発が的確すぎて頭に来る。論理が彼の意見に消極的賛成を試みている──ああ、確かに。あやなの命、セシリアの命、天てん秤びんにかければ僕は迷わず……。

  

  　──わたくしは、ロウキ様のためにただ祈ります。ロウキ様がご無事であるように、祈らせていただきます。貴方あなたの罪も、咎とがも、全て──わたくしが、代行します。

  

  　畜生、嫌なことを思い出した。セシリアが僕に向けてひた走ってくる。空中疾走、そして右手を振りかざし──。

  「ぐっ……!!」
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  　再び跳とんだ。石柱があっという間に砕け散った。今のは、斬きり刻まれるというよりは粉砕に近かった。しかも、攻撃がほとんど不ふ可か視しの状態だ。

  　セシリアは尚なおも迫る。背筋の悪お寒かんは、怪物が襲いかかってくるからではない。どちらかというと、無人の自動車が暴走して眼前に現れたような。あるいは、ピッチャーマシンで射出された手て榴りゆう弾だんのような。

  　つまりは無機質。人間と戦っているのに、人間と戦っている感じがまるでしない。

  　なるほどアレッシオの言う通り、眼前にいるのは紛まぎれもなく──人間兵器だ。

  　彼女は自身が張った金属糸メタリツクヤーンの上で、獣のように這はいつくばった。あるいは、蜘く蛛ものようにというべきか。

  　ともあれ、これはセシリアの準備動作だ。一いつ気き呵か成せいに襲いかかってくるとばかり思っていたが、彼女は慎重に……周囲に、次々と金属糸を張り巡らせていく。

  「……」

  　だが、その間に僕も──ようやく覚悟を決めた。死ぬわけにはいかない、まだここで。そもそも、ここで殺されればセシリアすらも救えない！

  「アアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァッ!!」

  　咆ほう吼こうというよりは、理不尽への絶叫だった。我ながらみっともない、と思いつつ僕は糸の上に飛び乗った。期待通り、僕が体重を全て乗せてもわずかに沈むだけだ。

  　これなら……接近できる！

  　砕けて力が入らず、左手は使えない。だが、右手はまだ握力が残されている。接近し、セシリアの必殺の右腕が疾は走しるより先に、どうにか仕留めなければ。

  　だらりと下げられていたセシリアの両腕が、ほんのわずか動いた。何かが切断された音、これは──────。

  「噓うそ、だろ……!?」

  　それは、コロッセオ地下部分を支えていた石柱の一つ。それが彼女の右手の糸で切断され、左手の糸で操作されていた。

  　轟ごう音おんと烈れつ風ぷう、巨人の拳の如ごとき一撃は僕を容易たやすく肉塊に変えるだろう。

  「ぐ、ぅ────!!」

  　渾こん身しんの力をもってどうにか捌さばいた。セシリアの左手が縦じゆう横おう無む尽じんに動き、弾かれたはずの石柱が再び襲いかかってきた。前ぜん代だい未み聞もん、前ぜん人じん未み踏とうの領域だ。石柱と鉈なたの剣けん戟げきなど、有史以来初めてではなかろうか。

  　右肩付け根部分が痺しびれる。ダメだ、このままでは力で押し負ける。一合のたびに、石柱は削れていくがそれでは足りない。思考……またも、出で鱈たら目めな策が一つ。

  　悩んでいる暇はない、即断。

  　襲いかかってくる石柱に、まずはタイミングを合わせて────跳ぶ！

  「このっ……!!」

  　跳躍、着地した場所は振り回される石柱だった。セシリアがわずかに震ふるえた、恐らく石柱の重さが変化したことに気付いたのだろう。少女の左手が動く、石柱は回転しながら宙に舞った。僕を蠅はえのように叩たたき潰つぶそうとする──だが、一瞬の驚きよう愕がくが僕に死線デツドラインを乗り越えさせた。石柱を繫つないでいた糸を叩き斬きった。

  　当然のように石柱は落下。僕は別の石柱に飛び移り、事なきを得た。

  「……」

  　セシリアは左手をじっと見つめ、軽く手を振った。手甲から、新たな金属糸が現れる。僕は足元に転がっていた石コロを蹴けり上げた。

  　当てるつもりはなく、彼女の気を逸そらせばそれでいいかと考えての牽けん制せいだ。石は彼女の首と肩の空間をあっさりとすり抜ける。

  　……微動だにしない。見えてはいずとも、自分の耳の傍そばに何かが通過したのは分かっているはずだ。なのに、彼女は何の反応も見せなかった。

  　もう一つ、石を蹴る。石はちょうど彼女の頭頂部に当たる角度で落下する。右手の指がぴくりと動いて、それで終わりだった。当たるはずの石は砕け散り、彼女はやはり動かない。

  　それで分かった。……空恐ろしいことに、彼女は僕より認識能力が高い。失った視覚の代わりに他の感覚を最大限に活用しているからだろうか、恐らく彼女は目では捉えきれないものも捉えているはずだ。

  　ただ音を打ち鳴らして攪かく乱らんすれば、セシリアは自滅する──そんな考えは、頭の片隅に追いやった。残念なことに、彼女はそれを聞き分けることができるだろう。

  　強烈な音ならば打開策になるか？

  　……いや、それはなしだ。そもそも、この状況で強烈な音を立てるには、拳銃か手て榴りゆう弾だんが必要になる。

  　だが、果たしてそれが通じるのか？　彼女は戦場で生きてきた人間だ。生なま半はん可かな音では、驚きよう愕がくに凍りついたり僕を見失うということはない。

  　つまるところ、彼女の弱点を突こうなどという考えが甘っちょろい。弱点なき最強の戦闘機械でなければ、彼女が今まで戦い抜いてきたはずがない。

  　……もう分かっている。あの戦闘機械を止めるには、破壊するしかない。停止スイッチはない、動き出せば僕が動かなくなるまで止まらない。

  　胸中にある湿っぽい感傷を、熱風が乾かしていく。戦い、殺し、僕はあやなを救う。いつものことで、何も変わりはない。

  　でも、この戦いは──この戦いだけは。悲しむのも、嘆くのも、憤ることすら己おのれに許さない。そんな身勝手な感情は、後回しだ。

  　今はただ、何もかもを彼女に手た向むけよう。僕が持てる力、技、思考、何もかも全てを。

  

  

  　──彼女の両手が動いた──

  

  

  　破は斬ざんする右手と、捕獲する左手、それがほぼ同時に掲げられる。両手が激しい動きで交差を繰り返す。何をしているのか分からず、ククリナイフを手にしつつ様子を窺うかがっていると突然、鋭い痛みに襲われた。

  「な、に……!?」

  　腕に何か、鋭い何かが突き刺さっている。くそ、左手の捕獲用金属糸を右手の破斬用金属糸で斬きり裂いたか……!!

  　夜よる闇やみで落下してくる糸の『爆弾』を、僕はたっぷりと間合いを取って逃げるしかない。石柱から石壁の上、次から次へと跳び移る。けれど、離れた途端に石の砲弾が次々と襲いかかってくる……！

  　速度はのろい、ククリナイフで叩たたき斬るという対応はできる。だが、その一撃のたびに右腕が痺しびれ、筋繊せん維いが引き千切られそうになる。

  （間合いを詰めないと……！）

  　そうかと言って、詰めれば先ほどの金属糸が雨のように降り注ぐだろう。と言って、離れれば砲弾の的でしかない。行き詰まりデツドエンド──その予感に、身を震ふるわせる。

  「だけど──」

  　深呼吸。

  　次を切り払うと同時、勝負に出よう。

  「だけど、この程度なら。何とかしてやる……！」

  　突貫。石壁の上を走り、石柱を跳び、一いつ気き呵か成せいにセシリアの元へと迫りゆく。

  　石の砲弾──弾く！　石いし礫つぶての雨──無視！　石の砲弾──躱かわす！

  　石の砲弾──斬きる！　間合いに入る──セシリアは退さがらず。右手を振り翳かざす。あらゆる存在を破は斬ざんする金属糸メタリツクヤーンが、僕の正面から襲いかかる。疾しつ風ぷうにして雷火、生きとし生ける者全てを射い殺ころそうとするような、細く鋭利な連撃。

  　そして、僕はククリナイフを『投とう擲てき』することで反撃の一手とした。狙ねらうは問答無用で胴体、必殺の覚悟でその兇器を投げた。

  　セシリアといえども、高速回転するククリナイフを捌さばくことは容易ではない。意識が一瞬、そちらの方に吸い寄せられる。

  　僕はその間に、目標地点へ最速最短で疾走する。アグニと戦っているとき、セシリアに気を回す余裕は決してなかったが、そのときの彼女はあのセシリアだったはずだ。僕が知る、あの純朴なシスターだったはずだ。

  　ならば、アグニが僕に譲ったもう一振りのククリナイフの存在を彼女は知らない。目標地点に到達してククリナイフを拾い上げ、もう一度セシリアの懐ふところに飛び込もうとして──。

  　闇やみ夜よに迫り来る血臭が、僕に脅威を知らせていた。咄とつ嗟さにククリナイフを振るい、それを弾き返す。

  　──なるほど。悪あく辣らつだ。

  　左手の捕獲用金属糸、そこには先ほど僕が投擲したククリナイフが捕らえられていた。石柱は破壊力こそあるが、大おお雑ざつ把ぱで精密機動も不可能だ。偶発的なアクシデントさえ起こらなければ、怖くも何ともない。

  　だが、このククリは違う。

  　黒刃はセシリアの左手によって自由自在に動き回り、人体では絶対に成し得ない角度からの奇襲を可能にする。

  　視覚は無意味である。気流を感じ取り、自身に向かってくる〝死〟の臭においを感じ取り、音を聞き分け、本当に紙一重の差で迫る刃やいばを弾いている。

  　あっという間に窮地に追い詰められたことを、自覚する。

  　彼女はククリナイフを弾かれても、その反動を生かして再度攻撃を加えてくる。その上、彼女には右手がある。僕はそちらも、常に用心しなくてはならなかった。

  　これでは迂う闊かつに踏み込めず──結果、無駄に体力を消耗していく。上下左右、時には後方から狙ってくる、まさに縦じゆう横おう無む尽じんなる刃と糸の完全結界。

  　既に僕の感覚は研とぎ澄まされすぎて、過敏なほどだ。糸の一本一本、振るわれる刃の軌道までも完全に読み切っている。

  　それ故ゆえに、分かってしまうのだ。このままでは、絶対に彼女の元まで辿たどり着けないと。

  　だから、もし僕が、生きていたいのならば──。

  

  　その覚悟をするのは、死の恐れよりも現実的リアルだった。死ぬ覚悟など、死の間際でしか理解し得ないが、失う覚悟は──いつだって恐ろしい。

  　だが、恐怖で肉体が動かないなどということは有り得ない。鋼鉄と化した意志は本能や論理が囁ささやく恐怖など微み塵じんも感じることなく、その一歩を踏み出した。

  　それまで牽けん制せいでしか使用されていなかった破は斬ざんの糸が蠢うごめきだした。

  　雨のように降り注ぎ、横薙なぎであらゆるモノを斬きり刻もうとする。それをククリナイフで迎え撃つ。

  　ほんの一瞬でも手を止めれば、僕は灰色熊グリズリーの爪に引き裂かれたように、砕けて果てる。さぞやグロテスクな死体になるだろう。

  　それでも、前に進む。右腕の引き攣つるような痛みも、左手の指が動かないことへの思案も、一旦置き去りにした。

  　踏み込めば踏み込むほどに、彼女の攻撃は苛か烈れつとなっていく。セシリアとの距離が三メートルを切った瞬間、僕は再びククリナイフを投とう擲てきした。

  　もし、このセシリアに感情があったとしたならば。勝利を確信した笑みを浮かべていたかもしれない。それほどまでに、先ほどと同じ攻撃パターンだった。しかも、今度こそ僕に武器はない。そもそも、この状況から逃げの一手を打てるはずもない。

  　感情があろうがなかろうが、セシリアの次の二手は決まっている。上空に漂うククリナイフを操作し、投擲された僕の武器を迎撃する。

  　それと同時行動──僕の首を狙ねらい、破斬の糸を降り注がせる。以上、僕の殺害への最短距離を取った合理的な戦術だ。

  　抵抗は考慮に入れていないだろう。というより、如い何かなる抵抗も無意味だろう。この状況からの打開策など、本来有り得ない。

  　──だけど、違うんだ。

  　セシリアが、ククリナイフを弾いた。金属の甲かん高だかい音、ほぼ同時に左側からしゅるしゅると糸が暴れくねる音がする。

  　──犠牲を前提にした行動を、多分セシリアは想定したことがない。

  　彼女が戦ってきた人間が、そんな行動を取る余裕があったはずがない。彼女の前に立つということはイコール皆殺しだ。それも極めて速すみやかに、一方的に、考える余裕など与えることもなく。

  　──だから、次の行動を予測することは不可能なんだ。

  　跳躍と同時に振り上げた右足は、弾かれたククリナイフの峰みね部分を蹴けりつけた。蹴り足はそのまま、セシリアを狙って移動。僕の足甲には、ククリナイフを乗せたまま。

  　一方、破は斬ざんの糸に対しては──ああ、くそ。さすがにこれはやりたくなかった──背を勢いよく反らせながら、左腕を盾にすることで対処した。

  　糸が一本、僕の左腕に巻き付く。途端、肘ひじ部分から消失した。予想通り、この糸はあまりに鋭い。たった一本の糸で骨まで見事に切断された。だが、僕は死んでいない。

  　──そう、死ななかったんだよ。君の一撃はもっと慎重に、そして苛か烈れつに叩たたき込むべきだったんだ。いつものようにやるべきではなかったんだ。

  　僕にとって戦いはいつでも特別で、注意を払って払いすぎることはない。そう、敗因は間違いなくアレッシオの教育だ。何かしらの条件付けによる暗示、洗脳、空白人格の挿入。

  　馬鹿野郎どもめ。それでは勝てない、教えるべき事柄を忘れている。

  　世の中には、腕一本失うことを前提に行動する愚か者がいるのだと。

  

  　蹴けり足に乗ったククリナイフは、狙ねらい違たがわず彼女の胸部に突き刺さった。

  

  「────────────────────────────────────ああ」

  　嘆きの呟つぶやきか、驚きよう愕がくの呻うめきなのか。いずれにせよ、彼女の戦闘能力は喪そう失しつした。結界は無意味なものとなり、糸は千切れ解れて消えていく。

  　僕は立ち、彼女は崩れ落ちた。

  　……これで、今度こそ終わった？

  「いや、まだだ」

  　振り返れば、両膝ひざを突いた男の姿がある。彼は人質も兄のことも忘れて、いつのまにか僕らの傍そばまで近付いていた。

  「アレッシオ・ロベルティ。〝クラブ〟の会員メンバー、リストに名を変えて載った男。覚えておけ。絶望を喰くらって貪どん欲よくに肥るのならば、いつか必ず臓ぞう腑ふに溜たまった絶望に喰らい返される。食事の時間だ」

  　ククリナイフを拾い上げ、左腕を強く押さえて止血しながら歩き出す。……彼の目に、不敵な闘志は欠片かけらも浮かんでこない。手に持った銃を、アレッシオは信用していないのだろう。

  　結局、彼が頼ったのは己おのれのよく回る舌と歪ゆがんだ信念と躊躇ためらいのない邪悪な意志。暴力という点で、彼は限りなく弱者であることを選んだ。

  　そんな彼が取るべき選択肢はただ一つ。

  「……許してくれ」

  　懇願だ。哀れな弱者であることを強調して命を乞こう。そうして、時間を稼ぐ。……ちらりと、彼の目がコロッセオの二階付近を彷徨さまよった。

  「お前が頼みとしている援軍だが」

  「……いや、私は」

  「──来ないぞ。お前は忘れたのか、このコロッセオはあのイヌガミが守っている」

  　愕がく然ぜんとするアレッシオに応じるように、一声吼ほえたイヌガミがコロッセオの三階付近にいた。確かに彼は重傷だ。だが、たかが銃を持った兵士如ごときに敗北するはずがないだろう。そもそも、銃というアドバンテージがイヌガミには通用しないのだから。

  「だから、お前はここで死ぬ。お前の夢も、希望も、執念も。何もかもここで、無意味に潰つぶれてしまえ」

  　ククリナイフを振り翳かざす。恐ろしいことにこの期ごに及んでも、アレッシオはまだ生きる意志を失ってはいなかった。

  「９ナイン─７セブン！」

  　振り向く──背後のセシリアが、動き出していた。一瞬、僕は先ほどのセシリアと同じミスを犯した。セシリアに気を取られ、アレッシオの手にした銃を完全に失念していた。

  　セシリアが最後の力を振り絞って一撃を放つ、僕がそれで死ねばよい。死なずとも、意識を完全に彼女へ向けた僕を、手にした拳銃で仕留める。至近距離であり、狙ねらいが外はずれることはまずない。

  　彼の戦術は、ほぼ完かん璧ぺきだった。致命的な間違いはたった一つ。

  「あ──？」

  　セシリアの破は斬ざんの糸。狙ったのは、僕ではなく命令を下したはずのアレッシオ・ロベルティ。糸は速すみやかに彼の首に絡まり、さながら被かぶった帽子を脱がせるような滑らかさで首を切り離していた。

  　驚きよう愕がくは一瞬。今、何をすべきかを判断した僕は走り出した。

  「セシリア……セシリア!!」

  　彼女のもとに駆け寄り、その身を抱き起こす。

  「……ああ、よかった」

  　彼女は色素の薄い瞳で、確かに僕を見つめていた。その弱々しい微ほほ笑えみに確信する。これは、僕が出会ったセシリアだと。

  「君は、」

  「……私は、人を殺あやめていたのですね」

  「違う。君じゃない」

  　それだけはハッキリしている。二重人格などではない、完全な洗脳、暗示による人格創造。断じて、セシリアの責任ではない。

  　僕の言葉に、彼女は柔らかな仕草で首を横に振る。

  「いいえ。先ほど、殺しました。アレッシオ・ロベルティ神父を、自分の手で殺しました」

  　セシリアが告げた言葉は、あまりにも重たかった。つまり、先ほどのあれは空白人格によるものではなく、彼女の意志で為なされた──殺人、だ。

  「でも、よかった」

  　だから、その次の──安あん堵どの息と共に吐き出された言葉が、あまりに予想外だった。僕とて、セシリアのような敬けい虔けんな信者にとって、殺人がどれほど重い罪かは理解している。正当防衛や事故ではない。

  「だって。貴方あなたの罪や咎とがを、わたくしは代行したかったのですから」

  　絶句した。胸が震ふるえた。突き動かされた感情が[image: ]あふれ出し、涙が零こぼれた。

  「ああ……ほんとうに、よかった。それなら、地獄に、落ちても、いい」

  　血を吐き出している。疑いようもない致命傷、喋しやべるだけで痛みがあるはずだ。だから、もう喋らないでくれ。君の痛みが分かってしまう、辛つらくて、苦しくて仕方がない。

  「楼ろう樹きさま。貴方は、地獄に落ちますか？」

  「……間違いなく、そうだろうな」

  　僕の言葉に、彼女は満足げな笑みを浮かべて。片手で僕の頰ほおに触れた。

  「ならば。せめて先に地獄そこでお待ち申し上げております」

  　苦痛のせいか、声が揺らぐ。

  「バイオリン、弾けなくて、ごめんなさい。聴きたいと、おっしゃってくれて、ほんとうに、ほんとうにうれしかった」

  「いいさ。……いいんだ」
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  　それ以上何も言えずに、セシリアの頰ほおに触れる。僕にできることも、そして言えることもその程度でしかない。それが無性に腹立たしく、悲しかった。

  「楼ろう樹き、さま…………ろうき、さま」

  　微ほほ笑えむ。

  　彼女が僕に差し出してくれた手が、大地に落ちる。

  　もう、彼女は動かない。

  　それを確認して、僕はセシリアに囁ささやいた。

  「残念だけど、待たなくていいさ。君はきっと天国に行けるだろうから」

  　申し訳ないと思いつつも僕はそう願う。彼女にその権利があると、僕は確信している。彼女の手は汚れてなどいない、地獄に落ちていい人間ではない。彼女は穏やかに、日々を暮らす権利がある。

  「おやすみ、セシリア。良い夢を」

  　彼女の身をコロッセオに横たえ、両手を胸で組ませた。それからアレッシオのロザリオと左腕を回収し、シャーリーの元へと歩み寄る。

  「大丈夫か？」

  「……それは、私がアナタに言うべき台詞せりふだと思うわよ。楼樹」

  　沈痛な表情を浮かべつつ、彼女はそう返した。スマートフォンが、僕を呼びかけている。最後の気力を振り絞り、僕はアストライアに応対した。

  《おめでとう、呆あきれたタフさだね。君は》

  「……ゲームは終了した。十二人のロザリオ、残らず奪ったぞ。勝利条件を、満たしたはずだ」

  《ああ、ゲームは君の勝ちだ。貴き島しまあやなは、直ただちに釈放する》

  「今後も、手を出すな」

  《彼女が関わってこない限りはね》

  　関わらせるものか。あやなは二度と、巻き込まない。

  《ところで、一つ聞いていいかな？》

  「……手短に」

  《セシリアを殺した気分を、教えてくれないか？》

  「──何も」

  　あの戦いには憤ふん怒ぬもない、悲哀もない、罪悪感という弾だん劾がいすらない。それでも、彼女が無言で死んでいれば、僕には癒いえぬ傷きず痕あとが刻み込まれていただろう。

  　それがないのは、最後の最後、あのやりとりがあったからだ。あれで、僕はどうにか救われている。セシリアに、僕は救われているのだ。

  《そうかい。罪悪感に押し潰つぶれないように祈るよ》

  「潰れるとすれば。……全てが終わってからだ」

  　それまでは、あらゆる煩はん悶もんを切り捨てる。迷わず己おのれが選んだ道を、ただ突っ走る。

  《ふぅん》

  「アストライア。約束は守れよ、いいか？　約束は──守れ」

  　限界が訪れた。僕はスマートフォンを握ったままに倒れ込む。全てが終わったという安あん堵どのせいで、意識は即座にシャットアウトされた。最後に、あやなと話しておきたかったというささやかな願いがあったことを思い出す。

  　だが、口を開くことすらできない。

  　──まあ、いいか。

  　貴き島しまあやなは生きている。生きているのだから。ただそれだけで僕は幸福で、涙が止まらなくなるほど嬉うれしいんだ。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  

  「──というわけで、勝者は十二人の誰でもなく。赤あか神がみ楼ろう樹き君に決定致しました。さて、アレッシオ・ロベルティに賭かけていた陸リウ炎イエン豪ハオ様。何か、最後に言い残したいことは？」

  　陸は大きく溜ため息いきをついて、掌を見た。握り締めていたせいだろう、べっとりとした汗が滲にじみ出ている。不快極まりないので、ハンカチで軽く拭ふいた。

  「何もない。最後の最後で、小石に躓つまずいた。それだけだ」

  「小石ではなく、大岩でしたね」

  「そうだな。このゲームの正解は、殺されずにさっさとリタイアするような娯楽提供者エンターテイナーを選ぶこと。……ゲームとしては、欠陥品だな」

  「ま。そう言われても仕方ないでしょうかね。とは言え、赤神楼樹に賭けることもできた。そうすれば、今頃貴方あなたは聖父フアーザーになれていたかもしれません」

  「……その手があったか」

  　再びの嘆息。とはいえ、その選択は赤神楼樹が勝利するまで有り得なかった。アグニも、そしてアレッシオも、あと一歩のところまで辿たどり着いていたのだ。

  　惜しい、あまりにも惜しい。手がかかっていた、偉大なる〝クラブ〟の聖父フアーザー、その権力は文字通りこの地上の全てを握るに足る。国家という枠組みから外はずれた、偉大なる怪物たち。そう呼ばれる者に、自分はなりたかった。

  　不意に、陸の胸中に考えもしなかった何かが忍び込んだ。生まれついて約束されていた栄光の道、野望がなければ死ぬまで安楽に過ごせた人生、野望があったとしてもこんなゲームに関わらなければ、きっと何もかも上う手まくいっていたに違いないという確信。

  「……何だ？」

  　震ふるえる。がたがたと、全身が震え出す。空調がおかしくなったのだろうか、いやそんなはずはない。アストライアはニヤニヤ笑いながら、オルリックは厳然とした表情で自分を見ている。そして生き残った、あの日本人の娘が悼いたむような表情を浮かべている。

  　──やめろ、私を、そんな目で、見るな。

  「いや、だ……」

  　嫌だった。ここで終わるのが、心の底から嫌だった。だって終わってしまう、終わってしまえばこの栄光も、富も、何もかもが無になってしまう。それは、許されることではない。違う、自分はまだ何かもっとやるべきことが残っている。こんな無念を残したまま死にたくない、死にたくないんだ。どうしてそれが分からない？　貴方あなたがたもそのはずだ。死にたくない、ああ、畜生、死ぬべき人間はまだまだ沢山いるはずだ。殺されるべき人間はこの世界にどれだけいるのだろう。親を敬うやまわず、子を蔑さげすみ、思考することなく凡ぼん庸ような日常に埋没するような存在が、どれだけいると思っている？

  「私は、違う。私はいつも、考えて生きている。凡百の、あいつらとは違う。考えて、考えて、考えている。なのに、何な故ぜ──」

  「そりゃあ、考えたからでしょうよ」

  　いつのまにか、彼の首筋にアストライアの手がかかっていた。それに気付くこともなく、陸リウはぶつぶつとこの世の不条理に対する文句を呟つぶやいていた。

  　骨が砕ける音に、あやなが反射的に目を逸そらす。

  「さて、と。ゲームは終了です、ミスター・フィッシャー。聖父フアーザーになることはできませんでしたが、生き残ったのは貴方だけ。何か感想は？」

  　アストライアの問い掛けに、オーガスタス・フィッシャーは陰気な表情を変えずに呟く。

  「特にどうということはない。私は、私の分析が確かだったということを確認したかっただけだ。もっとも、ついでに愛弟子がどうなっているかも知りたかったのだが」

  「……愛弟子？」

  　アストライアが首を傾かしげると、不意にオルリックが尋ねた。

  「私からも聞きたいことがある」

  「何でしょうか？」

  「……先ほど、オーガスタス・フィッシャーが自宅のベッドで死亡しているのが発見された。心不全らしい。死体の指紋、血液、遺伝子も確認した。間違いなく、彼だそうだ。となると、君は誰なのかな？」

  　オーガスタス・フィッシャーは無言で立ち上がると、突然顔の皮を剝いだ。

  　アストライアも、貴き島しまあやなも、そして周囲のスタッフたちも啞あ然ぜんとして見守る中、彼は剝はいだ皮を机に放り捨て、眼鏡を外はずし、ポケットから取り出した違う銀縁の眼鏡をかけた。

  　先ほどのあまりにも平均的だった男が、見る見るうちに威厳ある実業家の如ごとき相そう貌ぼうへと変化していく。

  「……まさか」

  　アストライアが啞あ然ぜんとして呟つぶやき、オルリックはやれやれと問題児を扱う教師のように、首を振った。

  「ゲームに参加しているとは思わなかったよ。〝勤勉デイリジエンス〟の聖父フアーザー、ルシアン・カウフマン」

  　〝勤勉〟と呼ばれた男──ルシアン・カウフマンは、さして面白くもなさそうに呟いた。

  「興味があったからな」

  「敗北するときのことは、考えなかったんですか？」

  「考えたが」

  　あっさりと応じる。アストライアは呆あきれたように肩を竦すくめた。

  「無意味に死ぬ可能性もあったのに！　殺されそうになったら正体を明かして有う耶や無む耶やにするつもりだったとか？」

  「そんなルール違反はしない。粛しゆく々しゆくと、死を受け入れたさ」

  「潔いなぁ」アストライアは笑って、それからああと納得したように頷うなずいた。

  「愛弟子というのは、彼女ですか？」

  「そうだ。シャーリー・ワードワーズ。敵対するとは予想外だったが、これもまた一興」

  　さして面白いとは思っていなさそうな表情で、彼はそう応じる。

  「なるほど。ＣＩＡ長官としては彼女の暴走が気になるか」

  「いいや、暴走自体は問題ではない。彼女は精力的に自らに課した任務をこなしている。あの赤あか神がみ楼ろう樹きの傍そばで学んでいる。その結果が、たとえ我々の組織に多大な障害をもたらすものだとしても。私にそれを止める権利はない」

  「呆れたなぁ。止めようと思えば止められるのに、解雇クビにすらしないなんて」

  「解雇すれば、彼女は自分が持っている情報を売り捌さばくだろう。どこかの国ならば、一億ドル払っても惜しくないような情報をな。組織内部でも、彼女を信奉している者が潜ひそんでいる」

  　シャーリー・ワードワーズ。ＣＩＡ第七課Ｅセクション所属。数々の機密作戦ブラツクオプスに携たずさわり、その悉ことごとくを成功させた伝説的な工作員である。任務内容も多岐にわたっており、誘ゆう拐かい、扇動、武器密輸、捕虜救出から暗殺まであらゆるものに携わっている。

  　表の歴史には決して残らず、表彰も褒ほう賞しようも一切なく、ただ驚嘆すべきエピソードのみを秘ひ匿とくのファイルに刻む女。ここまで来ると、彼女の存在そのものが危険視される。現に、最後の作戦は完全に孤立無援、地雷にも程がある任務だった。──にもかかわらず、シャーリーは生き残った。他でもない、赤神楼樹という存在によって、だ。そして、今も活動を共にしている。少なくとも、彼が傍にいる限り暗殺することは不可能だろう。

  　つまるところ。シャーリーもまた、赤神楼樹に守られているのだ。あらゆる攻撃、あらゆる妨害を無効化するイージスの盾たてのように。

  「ともあれ、これで赤あか神がみ楼ろう樹きはシャーリー、そしてイヌガミも含めて看かん過かできない異物から、明確な『敵対勢力』へと変わった。このまま傍観していれば、彼は造作もなく〝クラブ〟を壊滅させるだろう」

  「──その意見には同意しかねる部分もあるが、傍観するというのは確かに愚策だな」

  　オルリックの言葉に、我わが意を得たりとばかりにカウフマンも頷うなずいた。

  「そこで、この〝勤勉デイリジエンス〟の名において。赤神楼樹への対処を話し合う聖霊会議を提案する」

  　その言葉に、オルリックもアストライアも驚きよう愕がくに身を強こわ張ばらせた。

  　──聖霊会議。七人の聖父フアーザー全てが集まる、唯一の会議。誰が呼びかけるにせよ、招集は絶対だ。ただし、ある事情を鑑かんがみてこの会議は長年行われていなかった。

  「……正気か、〝勤勉デイリジエンス〟。聖霊会議を開くということは、あの男も招集するということだぞ」

  　アストライアも露骨に苦々しい表情を浮かべている。

  「〝悲哀グリーフ〟を、釈放しろって言うのか？」

  「釈放の手続きは取ってある。何より、〝虚無ホロウ〟自身の了解を得ている」

  　険悪な雰囲気が、部屋に充満する。オルリックは不快そうに眉まゆをひそめ、アストライアはあからさまな敵意でもってカウフマンを睨にらみ据えている。

  　ただ一人、カウフマンのみが泰然とした態度で告げた。

  「──では、具体的な反論もないので招集しよう。ああ、〝節制テンパランス〟も出席するぞ。ただ、一言も口を挟まないこと請け合いだが」

  　くすりとも笑わず、冗談とも言い難い言葉を残して、カウフマンは立ち去っていった。

  「……はぁ、厄やつ介かいなことになったなぁ」

  　アストライアが常にない憂うれいの表情を浮かべ、オルリックも嘆息しつつ頷いた。

  「あの怪物は、お前に任せるしかない。こと暴力という点で、アレと拮きつ抗こうできるのは恐らくお前くらいのものだ」

  「そう言われるのが分かっていたから嫌なんですよ。〝謙虚モデステイ〟にも手伝ってもらいますが」

  「ああ。……それにしても、聖霊会議は五年ぶりか。前回の議題は、アストライアを聖父フアーザーとして認めるかどうか、だったな」

  「ふぅん。揉もめていたんですか、僕」

  　きょとんとするアストライアに、オルリックは懐かしげに語った。

  「揉めたとも。若すぎたからな……だが、お前は確固たる信念を持っていた。そしてその信念を貫くための暴力も有していた」

  「お褒めに与あずかり、光栄です」

  「ともあれ、ゲームは終了。勝者は赤神楼樹に決定だ。貴き島しまあやなは、君が責任を持って対処しろ。私もこれで失礼する」

  「ええ、それでは聖霊会議で」

  「ああ。……まったく、厄やつ介かいなことになったものだ」

  　ぶつぶつと零こぼしつつ、オルリックも退席した。アストライアはスタッフに命じて、陸リウの死体を片付けさせ、貴き島しまあやなと二人きりになった。

  　アストライアは微ほほ笑えみかけ、貴島あやなを縛しばっていた紐ひもを解いた。

  「──さて。楼ろう樹きくんの勝利だ。約束通り、君を解放しよう」

  　少女は締め付けられていた手をさすりつつ、アストライアに言った。

  「ありがとう。……一つ、お願いがあるの」

  　まさかの要求に、アストライアは戸惑いの表情を浮かべた。

  「お願い、だって？」

  「うん。楼樹くんが、わたしと別れてからどんな道を辿たどったのか。聞かせてくれない？」

  　その問い掛けに、アストライアはしばし考え込んで告げた。

  「ふむ、少し長い話になるけど。いいかな？」

  「構わない」

  「では、僕が彼と出会う前の話から──」

  　アストライアはこれも一興とばかりに、あやなに赤神楼樹の血塗られた足そく跡せきを語り始めた。


  



  


  エピローグ　ローマと世界へウルビ・エト・オルビ

  

  　目が覚めると、失ったはずの左腕がきちんと戻っていた。時間の感覚がない、十秒前まで僕はアストライアと話して、倒れたはずだ。それから……どうしたのだろう。

  「おはよう、楼樹。……元気？　悪い夢でも見ていた？」

  　シャーリーの声、敵地にいるという可能性が消えたことに胸を撫なで下ろす。

  「夢を見るほど、体力が回復していなかった。何日経たった？」

  　消毒液の臭においが鼻につく。……病院のようだ。それなりに行き届いた設備を見る限り、大病院とはいかないまでも、真っ当な病院であることは間違いないらしい。

  「三日。ここはバチカンの医療施設よ。ロベルティ枢すう機き卿きようが、手を回してくれたの」

  　シャーリーが僕の顔に触れた。慈いつくしむような表情を浮かべているが、正直に言って彼女にはあまりそぐわない。有り難いとは思うけれど。

  「……結局、どうなった？」

  「左腕はくっついたわ。まだ動かないと思うけど、貴方あなたの回復力なら神経も大丈夫だと思う。イヌガミに礼を言って。楼ろう樹きが失神してから、三分もしないうちに氷を持ってきてくれたんだから」

  「……あいつも、重傷を負っていただろうに」

  　助かった、と思う。彼はどうしているのだろうか。

  「イヌガミも動物病院で治療中。人間の食べ物しか食べないせいで、贅ぜい沢たくな犬と思われるのが唯一の不満みたいよ」

  　彼も生き残ったか。ロートケプヒェンと名乗る『彼女』と決着をつけられなかったことが心残りだろう。ともあれ生きているなら──ただそれで嬉うれしい。

  「ローマを占拠していたイタリア陸軍に関しては、規律の乱れによる意図せぬ行為があったが、状況を鑑かんがみて、少尉以上の上官のみを処罰。兵隊にはお咎とがめなし」

  「悪いニュースだ」

  「そうね。まあ、良いニュースもあるわよ。前代未聞の事態だったせいで、連隊のおおよそ三分の二がこの世界から消え失せた。残り三分の一は別の隊に組み込まれるか退職かの二択。まあ、娯楽提供者エンターテイナーや楼樹に襲われたトラウマはなかなか払ふつ拭しよくされないでしょうね」

  　くっくっとシャーリーが笑った。……まあ、どちらかといえば良いニュースか。

  「実は、腹部を刺されたダスティが一番重傷だったの。今も入院中だけど、峠は越したわ。意識もハッキリしているから、命に別状はないと思う」

  「枢すう機き卿きようは？」

  「ロベルティ枢機卿は弟であるアレッシオを弔とむらってから、ローマを走り回って犠牲者の追つい悼とうを行っていたわ」

  「タフだね」

  　その感想に、シャーリーがクスリと笑って言った。

  「今から言うニュースを聞けば、もっと呆あきれかえるかもよ」

  「……何かあったのか？」

  「昨日、教皇がとうとう逝せい去きよなさったの。前々から持病が悪化していることは伝わっていたし、既に八十歳を超えたご老体だったから、致し方なかったんでしょうけどね。つまり、今は空位の時セーデ・ヴアカンテってわけ」

  　シャーリーが僕に伝えたニュースは、かなりの衝撃だった。

  「教皇が？」

  「ええ。つまり二週間後、教皇選挙コンクラーベが正式に執り行われるわ。ロベルティ枢機卿は、決意を固めたみたい」

  「と言うと？」

  「彼は教皇になるつもりよ。幸い、彼にとって有利な材料が揃そろっているからね」

  「……アレッシオの死か」

  　シャーリーが首しゆ肯こうする。なるほど、ヴァレリオは利用できるものはとことんまで利用する腹積もりらしい。テロに巻き込まれた弟の悲劇的な死、か……。ほんの少し、彼が聖人として扱われるのが厭いとわしいが、枢すう機き卿きようのために我慢する。

  「それが、貴方あなたに対する償いと協力になると思っているのね」

  「協力？」

  「例のバチカン事業運営公社。教皇に就任次第この問題に取りかかるそうよ。恐らく、その捜査班は生き残ったＶＳＳバチカンシークレツトサービスによって編成され、リーダーは──」

  「ダスティ・ガープリング」

  　正解、とシャーリーは笑った。

  「ともあれ、しばらくはお休みよ。左腕が完治する頃には、教皇が決まっているでしょう」

  「分かった。僕の荷物は？」

  「例のククリナイフやら棒手しゆ裏り剣けんやらは別口だけど、他は全部そこにあるわよ」

  　ベッドの脇にあったナップザックを抱えて、スマートフォンを取り出した。画面を表示させると、メールが一通送られてきていた。差出人は──アストライア。

  

  《改めて、ゲームクリアおめでとう。十一人の娯楽提供者エンターテイナー、十二人の会員メンバーを我々は失ったわけだ。ついでに言うと、アメリカの方で何人かの会員メンバーが不慮の事故で亡くなった。……ひとまず、まとめて名前を伝えておくよ。リストの修正に必要だろうからね》

  　次の行から会員メンバー八名の名が並んでいた。僕は一人一人の名をチェックし、リストと照らし合わせて赤い線を引いていく。アメリカの方で亡くなった会員メンバーというのは、恐らくトラブルで粛しゆく清せいされたか何かだろう。……ここまで来ると、さすがに僕の存在も気付かれるか。今後は一層の用心が必要になるだろう。

  　そう悪いことでもない。彼らが怯おびえて、夜も眠れずにいられるならば──ケモノを狩り続けた甲斐があるというものだ。

  「……アレッシオ・ロベルティ」

  　少し迷ったが、僕はヴァレリオ・ロベルティと記されたリストの方をアレッシオに修正した。その上で、赤い線を引く。彼はヴァレリオになろうとして、なれなかったのだから。こうするしかあるまい。

  《それから。貴き島しまあやなに関しては、もう僕たちの手から離れた。証明はできないので、信じてもらうしかない。それにしても、彼女は変わっているね。ある意味で、君を上回る異常性を有していると思うよ》

  「……？」

  　妙なことを言う、と僕は首を捻ひねった。あやなほど、平凡な存在はいないと思うのだけど。

  《では、さようなら。また会おう。それから、このスマートフォンは調べても無駄だし、連絡することはもうない。捨ててくれて構わないよ》

  　メールはそれで終わっていた。スマートフォンは、後で捨てておこう。彼の言う通り、ここから手掛かりが摑つかめるとは思えない。

  　ともあれ、これでローマでの戦いは全て終わった。……だから、ずっと目を逸そらし続けていた彼女と、ようやく向き合うことにする。

  「……セシリア、すまなかった」

  　シーツを握り締める。双そう眸ぼうから、熱い涙が滴したたっていく。僕が殺した、僕によって殺された、守ろうと思った少女が死んだ。なのに──最後の最後まで僕を案じながら逝いってしまった。

  　──ごめんなさい。

  　奥歯を砕かんばかりに嚙かみ締め、自分への嫌悪感でいっぱいになる。

  　分かっている。罪を償うには、まだ道のりが遠すぎる。だから、置き去りにする。いつか、振り返って抱え込まなければならない『それ』を、置いて……僕はそのまま、歩き出す。

  　前を向いて。間違っていると分かっていても、振り向くことなく──ただ、歩く。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  



  
    バレルガニア
  


  「……本当にここでいいのかい？」

  　アストライアの躊躇ためらいがちな言葉。

  　貴き島しまあやなはアストライアから一通り楼ろう樹きの辿たどった物語を聞き出すと、彼が訪れたバレルガニアという国に行きたい、と彼に提案した。

  「うん、ここでいい。ありがとう、アストライアさん」

  　あやなは微ほほ笑えんでそう答えると、ヘリコプターから足を下ろし、大地を踏んだ。

  「ご両親にはちゃんと説明したのかな？」

  「もちろん。賛成はしなかったし、誘ゆう拐かいだって勘違いされていたけどね。友達が上う手まく誤魔化してくれたみたい」

  　とりあえず、葉は瑠るちゃんには後で謝らなくちゃ──とあやなは思う。

  「破天荒だね、君は」

  　アストライアの呆あきれたような口調は、極めて稀少なのだがあやなは当然気付いていない。

  「そうかな？」

  「──でも。彼の足跡を追うことが、それほど重要なのかな？」

  　アストライアの問い掛け。それに間かん髪はつ容いれず、あやなは答えた。

  「だって、好きな男の子のことだから。何でも知りたいんだよ」

  　彼女はアストライアに手を振りながら立ち去っていった。アストライアは溜ため息いきをつき、肩を竦すくめて呟つぶやいた。

  「やっぱり。僕は君が、この世界で一番怖いや。貴き島しまあやなさん」

  

  　あやなは真っ直すぐ大通りを歩いて、些いささか悪趣味かつ豪ごう奢しやな館の門前へと辿たどり着いた。門番役を務めている兵士たちに英語で尋ねる。

  「──申し訳ありません。グレタ・クライン様にお会いしたいのですが。ロウキ・アカガミを知っていると言えば、伝わるはずです」

  「……しょ、少々お待ちください」

  　少女のあまりにも堂々とした態度のせいか、門番は気け圧おされて通信を入れた。しばらくすると、門番は不可解な表情を浮かべたまま、彼女を通した。

  　客室に案内され、あやなは待つ。五分ほど経たって、ドアをノックする音がした。

  「ど、どうぞっ」

  　慌てて立ち上がったあやなの言葉に扉が開く。そこに佇たたずむ人の姿に、彼女は目を見開いた。

  「はじめまして。グレタ・クラインです」

  　そう自分の名を告げた少女の美しさは、国や人種という枠組みを越えた、別世界の住人のようにしか思えなかった。
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  　美しく、滑らかな銀髪。翡ひ翠すいのような深緑の瞳は、慈愛に満ちている。女神というか、聖女というか、ともかくそういう類たぐいの存在であるとしか思えなかった。[image: ]うわさに聞いていたメイド服も、彼女の非凡な美しさを際だたせていた。

  　何というか、世の中には『絶世の美少女』というものが本当に存在するのだと、あやなは改めて実感する。

  　彼女は背後にいた厳いかつい男たちに手を振って退さがらせると、客室に足を踏み入れた。

  　ドアを閉じて、二人きりになる。

  「──ロキを、知っているのね？」

  　少女は日本語でそう告げた。穏やかな声に、あやなは言葉もなく頷うなずいた。

  「あの。……楼ろう樹きくんを、ご存じなんですよね？」

  「ええ、もちろん。あの方は、この国を救った英雄ですから」

  　その英雄という単語に、あやなは改めて居住まいを正した。深呼吸を一度して、グレタの瞳を見て告げる。

  「わたしは、その英雄の話を聞きにきたんです。わたしの知らない、楼樹くんの話を」

  　あやなの言葉に、グレタは微笑した。

  「なら、一つだけ条件があります。私の知らない彼の話を聞かせてください」

  「……はい、もちろんです」

  　そうして──少女たちは、互いの記憶を語り始めた。優しく、苛か烈れつで、嵐と共にやってきて、風のように立ち去った少年。あるいは、自らの半身としか思えなかった優しく、平凡で、ありきたりの愛いとしい少年について。

  



  
    §　　　　　§　　　　　§
  


  



  
    バチカン　サン・ピエトロ大聖堂
  


  　ヴァレリオ・ロベルティの肩にパリウムと呼ばれる肩衣が掛けられた。祝福された子羊の毛を織って作られたこれは、迷える羊たちを導く役割を与えられた羊飼いであることを示している。それから、教皇の象徴たる漁夫の指輪リング・オブ・ザ・フイツシヤーマンが指に嵌はめられた。

  　部屋の片隅で佇たたずんでいた大柄の男に声を掛ける。

  「ダスティ。体は大丈夫かな？」

  　男は頷き、軽く腹部を押さえた。まだ完治したわけではないが、無理を言って退院したらしい。このスピーチの後、すぐに病院にとんぼ返りだとか。

  「大丈夫です。それより枢すう機き──いえ、教皇。どうかお気をつけて」

  　ダスティの言葉に、ヴァレリオは微ほほ笑えんだ。

  「それは、このスピーチのことかな？」

  　彼は笑いもせずに、首を横に振る。

  「いいえ。これから先の全てです」

  　ダスティの表情は厳しく、ヴァレリオも顔を引き締めた。

  「分かっているとも。長い戦いになりそうだ。……ついてきてくれるか？」

  「もちろんです。きっと、あの少年も」

  「ああ。どこかで戦っているのだろう……この世の地獄を、終わらせるために」

  　そのことを考えるだけで、胸が痛いほど締め付けられる。彼はシスター・セシリアを──いや、彼女に切り替わった何かと戦った。人の理ことわりの範はん疇ちゆうから外はずれた信じ難いほどの死闘の末、彼は彼女を殺害した。責める気にはなれず、どうやって労いたわればいいのかすらも分からない。

  　だが、彼はそれでも前を向いて進むのだろう。いつか必ず、その戦いが終わると信じて。彼と共に歩むことは、ヴァレリオにはできない。けれど──彼のために祈り、彼のために世界へ語りかけることはできる。それこそが、正しき羊飼いの在り方だ。

  「では、教皇。私はこれで」

  　ダスティは手の甲に口づけすると、部屋から立ち去った。あの様子では、問題なく復帰できそうだ。当面の間、護衛は無理かもしれないが、あの戦いを共にしたというだけでヴァレリオにとっては全面的に信頼できる存在だった。

  　コンクラーベにおいて、三回繰り返された投票の後、遂にヴァレリオ・ロベルティは教皇に選出された。かつてヴァレリオはもし自分が教皇となったならば、戦うべきは進歩を拒む者だろうと、漠然と考えていた。

  　今は違う。この世界には悪が巣食っていると知ってしまった。最愛の弟を絡め取った、純然たる悪が実在するのだ。それは、人を人とも思わぬケモノ──なのに、神の愛を受けていると信じ込んでいるおぞましい者たちだ。戦うべきは、彼らだったのだ。

  　長く、苦しく、辛つらい戦いになることは確実だ。だが、この戦いを自分の後の教皇に譲る気はない。手を汚す教皇など、自分一人で充分だろう。

  　教皇の名をラテン語で声高らかに宣言した助祭枢すう機き卿きようが、ヴァレリオをバルコニーへと誘う。頷うなずいた彼は力強い足取りで、その一歩を踏み出した。

  　サン・ピエトロ広場に集まった敬けい虔けんな信者たちの歓喜の声が、彼を包む。ヴァレリオは笑顔で手を振り、静まり返るタイミングを見計らい──伝統ある始まりの言葉を世界に告げる。

  

  「ローマと世界へウルビ・エト・オルビ」

  

  　その瞬間、ヴァレリオ・ロベルティはエイレナイオスⅠ世という新たな名と、十億の羊を導く羊飼いという役割を得た。彼の戦いは、ここから始まる。

  

  『バチカンからの公式発表です。三回の投票の後、遂にバチカンは新たなる教皇を見出しました。ご覧ください、システィナ礼拝堂より白い煙が立ち昇っています。次期ローマ教皇はヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きよう。彼は教皇名をエイレナイオスⅠ世と定めました────』

  

  

  　残り八十三頭。僕の旅はまだ続く。
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  あとがき──とりあえずローマ全焼は避けられた！

  

  ※注意　本編読破後に、御覧下さい！

  

  　あとがきも五冊目となると、さすがに書くことが少なくなってきます。東出祐一郎は何か物を書くこと以外、ほとんど何もしないという実に怠惰な生物なのです。ある意味で充実過ぎるほどの充実っぷり（何しろ仕事しかしてない）なので、リア充と断言してもいいでしょう。ごめんなさい噓うそでした。

  　ただ……本当にリア充とやらになりたいかどうかと問われると、答えはノーです。私という存在は、物を書くこと以外何もしたくないという生物としては割りと欠陥商品なのですが、同時にこの生き方に誇りを持っているのもまた確かなのです。駄目人間のプライドほど厄介なものはないな。

  　そんな訳で当分の間は書くことで生活できるといいなぁ、などと思って日々を生きています。できれば、前のめりに倒れるまで書いて書いて生きて行くことができますように。

  

  　さてさて、二巻に跨またがってお送りしたローマ編も終了です。十二人の娯楽提供者エンターテイナーという、シリーズ始まって以来の大人数でした。いやまあ、三人一組にしたりと雀すずめの涙程度の省略化はしましたがね！

  　ともあれ一枚目の挿さし絵えとして出てきた夜や叉しや刀がたなの活躍に、生温かい目線を送って戴ければ幸いです。ちなみにあのシブ格好良い夜叉刀は、もちろん意図したものです。イラストレーターの品川さんと「ここまで瞬殺だと、夜叉刀はかえって無茶苦茶渋くて強そうなデザインだと面白いですよねー」「挿絵を見た読者がうお強そう、と思って次のページ開くと死にかけてるんですね」という実にタチの悪い会話を元に産み出されました。

  　今回は実在の国の実在の場所を走り回ったり、実在する宗教をモデルにしたりと「ケモノガリ」としては様々に新しいことを試みたエピソードでした。

  　そして、これまで漠然としか摑つかんでいなかった〝クラブ〟についても重要な情報が開示され、組織全体を追い詰める段階に移行しました。

  　それから「エイジプレミアム」様より平原明先生によるコミカライズ版も連載しております。どうか小説ともどもよろしくお願い致します！

  



  
    東出祐一郞　　　
  


  東出祐一郎

  Yuichiro Higashide

  

  小説家／脚本家。代表作は『あやかしびと』『Bullet Butlers』『エヴォリミット』など。自作ゲームのノベライズ作品『Bullet Butlers～虎は弾丸のごとく疾駆する～ １』（小社刊）で小説家デビュー。本シリーズがオリジナル小説第一作となる。
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